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_ 7 アツ シヨの 辯 

r フ ァッ ショは 检 K i に 1 ず」とはファッショの瑟ムッソリ，-の篇な擊んでぁる。それに 
も拘ら ず EI 先の 利く 日本の ジヤ i * K トは • にも ィタ？ の 7 ァッ ショ まが ひな ■が 
起ったといふので，ぁれもファッショ、これもファッショといふぬに*ファッショく 1, 5 
らして しまつた。 

ファッショと いふ 言 f 85 故は ， H C だには ヮ ァッ シ ョくと犯くので‘となくお识り配 

r- 0srf t 0i0f0r^m 

'かて、加へて*ブルジョァ配 ^ ._はしい觀3褽.！1 |: っ ^ た緊 1 の 
S 行 ギャング などと いふ Sr が繼|あ11.8 ^ 繼&るブルジョ ^ ^ - ®! 

怖に漱5れ ^ ^ 1! 纪と.¥歡繫*0 1: "8緊がぁる。 

そんな 所に •ファッショと いふ P には * ^ の^1齡龄印かぁるので、5ソ！ーが |&'* 
i - n でな-, と f 5 てゐ s S お構ひなしに^ ^ 時か^:^^として甜^れる ^: になってしま 
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流 潮* 對の冏 際 阀と流 S 的* ジ ッァフ の羿此 



った。 

一 E - n 本人 ぐら ひ-^! 的に W 同性の 符 んだ断 找は 1||:* 1齡しと雖"も齡 1«' 様だ。“即說ぱか 
りでは なく， 外 M 人の 考へ m した 文明を* ラ* チ オ でも •スポ —ツ でも-一通 り, 做して •それ 
を 自分の ものにして しまはなくて は氣* かすまない らしい。 氣の早 い 猿 眞似拔族である。地震1 
である 所 « も ある だら う。 よく S 1 * へば K 行 力に 富んだ 技 族で ある。 わるく 云へ ば 自國 の? < 化を 
愈し ない ォツチ m n チヨイな 垃族で ある) その 點 H 本人には 把 阈、 t とい ふ ものが あるの やら* 
ないのやら分らない0愛國1配まで外此製を价敝したがる把紀なのであ 2> 。 

そこへ 行く と 支那 人な どの 方が よつ ほど 愛 國 的であって* 決して 外 W 語を その ま、 には f け 
入れようと はしない。 必ず 自亂の 贾葉に 一度 燒き直 してから & ふ。# 即の m 歡や： 子と いふ も 
の —— 即ち 自國の文明といふものに對して，それだけ自尊心をもってゐるわけだ0挪&^保 
守 的 だと 云へ ば さう だが、 さう いふ r 味で、 C 彫の^! に祀 して 船い #,: 犯 の ^ V 妒っ てゐ ると 
いふ 點では •イギリス も フランス も ドイツ も イタ リ—も 同様 だ o その ^ 國心 なる ものが •抑 も 
I ファツシヨ颂動をゼむに至つた耍因だ。 
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ド 1 ソの ヒット ラ— を 中心とすろ 愛 國述觔 においては •ムッソ リニの 愛 51 ^ i tl / IIPt v ファ ッシ 
ョ 纯 動と 同じ 様な 形您を 取つ ては ゐる' か* ヒット ラ— 自 #, は 火して それを ファッショと 

なぃ •ゃはり ii r . r ナチ K 」 と 船じ てゐ g 0 c ^ SK iI § も- ^ 此 r ?g fe す 

ろ # 敬の 念を 本と して 生れた もので あろなら ば、 それには m 本， 抑 a の 1 稱がな ければ ならぬ 皆 
だ。 尊. 运運動とか呼ぶやうにしたらょさ、うなものだ0ムッソリ|1がファッショは «1<? 1^|でょ 
ない と 云つ てゐる の も その ぼ 味 だら う。 

ファッショと ぃふ S は-その igQS から黯 すれば •「辯 とか r 断 靡 S 
F とかぃ ふ i s 2 に &てはまると财ふ0それは繫爲_5觀にぁたって*和の凝* 

次の社铃を 1? れつて立つもの'か*ブ0レタリァ|トの「阶1的配||」のルであるとするマルク 
Kill 一 ィンタ- ナショナルの 象とは • s si l する y 黯 配で ぁ* 0 。その船は - 18 :* 黯に 
さうであると共に-日本‘に於ぃても知松りである“ &: にト松のマルクス封纪私に泛はせれぱ. 
黠 ii r ょらな ^ の 一 g-Qg lfii il g は ファッショで ぁ り、 ^ gg でぁる。 

それでは-' k ぅした 11 っの* i 禁すろ 齡が - 髮拍％ 靛 からどぅ して奶 ろ g になっ た 



流 潮 之 對の問 際 « と 流 氣的ョ ジタ T フの羿 世 



ニ 農業 文明と 商工 文明の 對立 



ファッショかマルクスかの對立を說く前に-現代の多くのガ明批ぎ家にょつて見^されてゐ 
る 世 林の ニ 允文 明の！； 立に ついて* その ザ耍を明かにする必齡がある。 

货界の ニ 大文叨 とは • n 柒 文明と 商工 文明の ことで ある。 農業 文明とは 1 洋文' 哪のこ とで あ 
り-磬凝どは配藍 ^ ことでぁミどぅしてこの ^ の靛が製するか‘ふに； 
明の性莨の极本的相違にょ 6 のである0 

先づぬ 業 文明 だが •此の 文明は-印度 •支那 •日本 あ、！！ して 東洋に だいて ^ も把れた把範 
を 以た文哪でぁ 6 。之等東洋の諸亂は農業を以って立つ農|^である。農|?即の$|として、您 
把を 經谢す 6 ぞ妒似 似が • の 船 靴の 加 "ょるものではなく-,鲅とぃふ粑5£啦“ 
命の結合したカにょらなければならない。先づニ人の男女があつて-それが対紀にな 6 % 似附 
の 必要から •食 ぼを ir へ くれ 刊の土 i を 得て mm する 〇 gv ^ i 触 妒すろ w el ij か の獻！ | 
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浣瑚 立對の ra 際 圔 と 流 氣的 ■ジタ アブの 界世 



のが^队^^自見の私包欣膨に本づいて—そこにエ業が起り^商黑が^^れ^而して此の ^ 族 
齡泛露 ならしめ、 ならしめ • §] 為なら しめ； つ f れを影 に齡 眷昆 せしめん とす 
る sf _VHf から*? に樹 
m が 热歡 が、 配が' か 虹れ たので ある。 

lit*- の觀髮 繫 #, s 似を a ? じて* 紀い 繫が る ;^ は ^ £ と ぃふ 霞 精神で ある* 

忘に S れた黠 にせょ •谿 に私 れた s f l 、 そ s si is % 器」 n f +N MI r 
のは • lii の iS である 0 ^ |1し私の_が繼蘇に ^ いたーガ繫であるふの£歡な 
しには •製 ^ とぃ ふ も S S ら n なぃ。 」 |^ に*聲' § &黯淀は^をそ & 

^ 0^s a i^vpf^ 

哪 であるに 祀 して. 聲の薇野 ^ ^ 峨 ^: 虹し ^ てる凝であるふのユっのガ呢 ^ 
i に i 装して S じない ので ある。 

それでは • ik S 街 の怨 薪では •かくの 凝を 鬆い * SST して V たの か？ 1 
一 lit " の 敗 紀につ いて ダ-しく 勒 おを如へろが龄がある0藎し*此の &/; がょく呑みこめてゐないと之 I 



れから 述べようと する 日本 フア ツシ 3 運動 即ち 尊 阜運動 の發味 が 分らないで あらう から。 

三 農業 文明に おいては 何故に 



無私を 立てねば ならない か？ 

1 i m ! r jLr -* m の^ K ぉぃ ては • か纪 がその でぁって • とぃ ふ ものは、 沿 ^ blf 免 
眾位を 成さぬ ものである 。家族には 家長と いふ ものが ある •か •その 家 鉍は社 <£1 的には％ 族、 の 化 
表 者であって、 個人では ない ので あ 今從ってそこでは-家族あ義が咐化げ基撕をなし* ^-- “ 
4 ?莪は成立しなぃ。節人とぃふものは、そこでは社 ^ 的く關保にぉぃて 5< 七咖把税艇，はなく 



そん ^ 4 



4<>^. ^ » I 4 *1 ^ ► < J-< ， l« J( C 象，， ，lt h， く 

存在と してし か 成立し ない。 そこでは 家族の 内部に おいては 勿論 •その外 部に おいても 「私」 



♦» 气く t 



ど<譬つて會そん ? レ み 之 < た 嬝る 

なろ もの ゝ獨立的存在は認められず、又許されぬのであ 6 0 

此の關係をもぅ一步立ちんつて^漱く掘り下げる气そこにーつの纪紀脱卜 



訾い めいで つがく ぅま 

丨生 命衍學 が 生 

„ ) # 丨す « »1 し ^ セい *2 つぷ £ > JX , L 3 ぅ 0 ^/\ ♦ •, めい こ 

れ 6 のて ぁ 60 卽 ち 「身 體髮旖 之れ を 父 敗に 受く 」とぃふ思想でぁ 6 0畀々の生命は*之れを 



« 廟立對 の 間 RPR と 沭氣的 ■ ジ穸ァ フの并 世 



^< ^* ょり殿へられたものでぁ 6 。之れは |{|;- にでも肯け6考へでぁり、又、どこの國の人間にも 
糾 る ^ へで あらう が • 纪をぃふと-紀似文赋の甚調をなす所の個人主義には、かくの如き報本 
配 i の？^ 船 P ない ので ある 。だから* r 父母の 恩 」とぃふものが、近代社會の迅徳の莊調に 
はならぬ ので ある。 故に 「把て 之れ を 毀傷せ ざるは 孝の 始めな り j とい ふ 「孝」 の考へ もな 



.の 孝の 考へは •父母から 莨 ひ 受けた 此の妃 命で あるから、 それは 必要と あら ば 父母へ 返さ 
なければならないものであ 6 といふ考へなのである。もつと分り岛く云へぱ此の也命は父母 
からの 似 i であって、 本来 自化の もので ない I っまり、 自分と いふ ものは 本 米 存在し ない と 
いふ 考へ なので ある) ,ち倘んといふものは、紀脱無私なのであ 6 。自がのものでない惜物の 



V *£ • 

生命 だから. 



-先 ^ の必要に艇じて-师沣でもぉぼし巾し上げなければならぬ物だから，毀を 



つけては申し譯がないと考へ 6 のが*孝の始めだといふのでぁる。 

虻の ^ は* 舔の鬏 i ん として •松い kl な •跶い 尉な ?| へだと ^ へられるのだが、！3 
R の^ <主義 は.* "敢て"之れを韶贴いて*化の紀献は父5が紀手に配んだもので、自分が賴んで 



產ん で ? 1 S ではない •一^す y は55ばないと*緊を ^ て85るのだ。そして ^ ^ に5^て 
Jt つた ざ の紀 は® れ て* 爲は黑で翌して_ 4: て ^ きさへすればがい5だとい 

ふ考へ になる 0 

成る 程 都市の 生 55 丨 S 社繫飯 どい ふ ものは、 F に辦 ssy へ ぁれば • とし 
て獨立した生計が得られない ^- はなマそれが得られる齡に^^-てゐろ“だからぽ^^で以 

齡 €; 0 。 m しながら s 靈 容 おいては- sgf ふたない go 、 ji 一 藍 ^ では、 
髒 として 證 iff ない。 敗1蔻1 $* 靈 1-° るには. ^ 擬高壤 & に5|1み 

込み， そこ C 作 W か； でも sg はない。 さぅすれば*それは翌した鬆臀はない。さ 
ぅなればそれは獨立した生紀照ではなく-そこの家あの ^ 舰” ^ 辦でぁる^^して ^ " 

も 5 ^のー黑たる ^ は、衰の黯には紀觀船の磐をとり、それに配して 1 邮な2 

動を取 6 ことは許されない0 

之れは ^ 族生活と_,ふものは*孝道にょつて成立するものだといふことを說る|^の邮 ^ で 
もな い • S - とい ふ ものは • ^ も述べたゃぅに*無化の ^ ぁる、抓 ^: 1 ^ 證 ^ ふもの 
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流 の 閊啄阈 と 流 孰 的 ■ソ タブ フの羿 * 



は •孝道に ょる 無私の 潮 結 體で ある •個人は 家族と いふ！^ 體のー部%である。そこではその家 
族 全：：：； の 誰れ もが 「11といふものを立て6琪は許されない*そこでは，家族の全乜は.家族 
とい ふ h 奶の a めに 間り •家族 全： 3 の あ： g と 繁榮 とを 目的と して 働く ず あるの みで ある。 家族 
5 -设 の氣 i が & り も S さず • CE 把の# 福な ので ある。 家 11 =：： の 不幸は •全家 族の 不幸な 0 で 
ある。 從つて •もし そこに、 私 一個の 幸： S だけを 念じ •他の 家 故 部 M の 幸福を 铋扎 にし •或は 
^|れを1躪する様な |$? 着な行 »]; を取る名があれば*その{水族の+和は亂れ*所訓お瓷騷觔とな 
る* お 妒騷動 は 家族の！ |<榮 を W 填す ?. 。 

それ时にニお氍にょってでっ戀繫 ^ ぃては人&の黯を落せんが&めに‘ 

k 的 e 結を もつ て 把 ¥< 制龄の%配とする“而してそ 0) 家族的亂結を13にし*之れを持久的た 
らし めんが 爲め には 孝道を 以 つて その 道徳の 基本と する。 折に 遒德の莊本た 6 のみならず，孝 

文 也が 網 達した ので ぁる。 
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が出來 やぅ。 此の あ 道 文化は 無 i の 九 y でぁり • ^ るた似でぁり、 * |の？^|でぁる 08 し 

と 11 免？ K 化 丨 は*德_靈から ^? @>1 溶41して.いたくザぼなるもの、邮くぶされ 

つ-あろ 所で ある。 

果して それは 無 な对似 であらぅ か？ 

四近代主義者の謳歌する西洋の 
/ 商工 文明の 正體は どんな もの か？ 

為に褽した 1 黯は、 ^ 撕 1 || , - を^として髮した © ゼ ^ |航觀 8 私 

6 也 5 £ 9; 必 ^" #, |:とする肥は*^^の邮く ±1 ではなく、 ±^ と 2. ^^ ^ ^ ぁる。§ぽそ 
の 也 Sh 段 (とい はんょりは 1 f ろ 街 3 の’ S ) としての &紀でぁる。沉を3け*露を說する 
ことが • 概等の證 ^ |^ らしめる ^ ーでぁろ。8して |^ 8け、露を黯するには、说 
十し も . I : g •■の 婼 v f ない。^ s 職 i と？； g とが ふれを & くし &る ので ぁろ‘ 
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對の閬 と 流氣的 ■ V タァフ の笄此 



族 的團結 の 如きは •寧ろ 此の 個人の 聰明と 才能の 發展に 取つ て 桎梏と なる。 故に 商工業 免の 立 
場から すれば、 资人主 我が その 生活の 基調と なる のは 當然 である •そして 此の 個人主義は •家 
族 的 桂 成から 解放され ょぅとして、 絕ぇず 家 知に 反撥す る。 

近 化の 資本主義は •かくの 如き i 人 主義の 斯 XZ 業 的發 展 の 弗が である。 その 泥 流を 速く フエ 
ニ+アに發し*古代ギリシャに於いてその文明の仏態を £*-.< 兀成し*ロ一マにおいてその世 #^ 征肥 
の發展的某礎を成就した。地中1はその徭籃のボとして探まれた。而してその發1の扒仅地松 
は* フエ 二 キアに 於て は その 都市 シドン 或は チィ ルで あり、 ギリシャに あつて は アテネで 2> 
る • 

それが アレクサンド 5 7 に 邊り • D 1マに至り、更にゼノア、ヴエニス等に榮え、やがて地 
中抵を 出で て* リスボン、 マド リツ トに •次いで アムステルダムを 經て哆 に ロン* トンに 1 し • 
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かにし、 フランス 4 命を 經 て-その 自 山 主莪と 個人 キ：義 の 精神を 以て-全 t 虮配的 家族 4 ?義 
生活を 破壊し 盡 した。 

した。ヱリザべス、ヴィクトリァのニ女皇こそは、世抝漱賊史 1:; に特也さ6べきがガ%であろ 
そ 5撤窟.か0ンドンであり*その海賊的稍神こそは、ロンドンを中‘に*ョ1ロツパ纪びァメ 

リヵの帮から撕市へと髮ぎれ. ^ ^ られた咐バ ^ ¥ %黯漱 ^ ならぬ。そのお 
爲 なる •そ s il l i i — •そ sk #* 露なる •そ あ監霖なろ-ぃづれも奶し-ギ 
I ャ ?!-: 瓜の& てろ 繁 i 餛に g ならぬ。 齡_吨裝繁"とは為 1 駱 ^ 霡！1ね 

ばなら ぬ。 

畢竞す るに、 この 近代 ョ丨& ッパの 物 St 哪と その & SI とは- 撕阶の 化に沉ち-:^奶がゼん 
だものでぁって- ^ 配ハ漦のぁづから— ^ 繫の ^ ざる ^ ぁる-とポはんょ- 
は* それは 土を K 躏 し* 農民を その m 取の ^; 齡と似 し •把 浴 把び その W の怨數 阳に纪把するこ 
とに ょつ て、 始めて その 成長を 遂げ 得た 文叽 である。 



— 14 — 



*» ir fj の 間 際 阈 と 流# ■的 * v ッァ フ の羿世 



例を ml D ツバに 取る まで もな く. 明治維新 以来 • g 國玆に 六 卜 年、 この！！ 洋の. エ都市” 
明亂 卽 ち 1 寄生 f 明亂を 先進 文明 國と蚵 ぎ •これに 舻事追 ぬして、 1 & 抓 W •犯 职 肥 
- tff. 
k rc この 箏 K を證明 す 60 

その 結 说は どぅな つた か？ 都市の異狀 /.*. る發展に伴ふ ^ 村の未 1: 有の疲 ^: ^^、 デ へれを 
.ロ 本 民族 全 S 3 として 觀る時 •頭 デッヵ チの 尻つ ぼみ な • A «t な 辦賦啦 脱を 11 めずに は ゐられ ぬ 
だら ぅ。 その 如く 、 ml o ツ .ハに 發 5 ^した近代船市文 ^ シヴィリゼィション)は-的や 1«:* ^^ 
類を ®: しく 碑 態 畸形 ルし •撕市 文明 それ 自身の 破 配を •撕 それ W 把の 加：^ m てして は 此 
何ともな し 得ない 狀態に まで 立ち M つたの だ。 

此の 都市 文明の 破産を 救 ふ ものは 何 か？ ファッジ ョ か •マルクス か？ ^ ^{ 、ij m fe ^ TtJ L 
的な 抓％: なる 表 力の 結合で もなぃ 事を 阶白に 皆へ て ®* く。， か^® は ^? §に？^ し •此^ ぽ 
業を蹂躪することにょってのみ存在し得るといふ都市纪哪そのもの\|: ^ 邮.被奶邮肥航に 
ょつ て、 向 減の 道を 迪 & ょり ルは ない。 都市ガ * 明は それが 農 ti - fitf は 農 把に 5?把することを, 

V 
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iffKrso 1 

明が農ぎ阈或は0村に寄生する事を不可能とされ 6 やぞや-それは ^ 私獻" « をだ紀なくされ 
&0 

f IU 象は* ィ ギリスし 資惹 if s p ぁる。/ ギリスへ 資惹氣 妾ん 明 V r 度 

その他世枚の農業國に寄生すろことにょって-かの常畫の國といふ世和邮笨榮を船如じた。 

けれども、 今では ガン ディ 一派の® 民 的 ®! 如 運 私に ょって、 だん <^と聊& & びぎ队船賊 
地 泰 戈 國) に 寄生す ろ ことができな くな つた。 そこで ィギリスは が 落しは じめ たので ある。 

フランスの 資本主義が* 同じ ヨ In ツバで も ツカ リと 持ち こたへ てゐ 6 のは、 S に 姐 
m と g { 6 との i が 繫 とか-ブリァ ン；^ T の 把 一-かど ぅと かいふ iwF な & 繫航の g 
題ではなく、實にフランスの國內に於けろ農業の支持にょ 6 のである。 

以上の 紀 史的 を 透して、 骶喊 なろ !«! 私には •が？^ 5 勒对 呢" の 紀紀を 把 ふ ものが 俯で 
あるか ぐ讀めたであらぅと思ふ。资本主義を繁榮ならしめたのは、農免國の支持であつた。そ 
して錾 # を || & らしめるものは* ^; 新& 1; £)が.それを |^ しなくなる( 5! は 
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流 潮 の 間麂國 と 泷氣的 a V クァフ の 畀世 



支持で きなくなる) からだ。 

m i : s s は、 か 松ね && 市 配 h 文 1 ぶ 正 體を知6ことにょって、次の結論に到速した0資本 
封 義の 破産を 救 ふ ものは •マルクス でもな く •ファッショで もな く* K に 東洋 農！ i ® 奴 族の 團 
結の 力で ある 0 

2 帝國 主義と 國際 主義の 對立 

—— 世界 戰爭 と國諜 驕盟 I 
I 帝國 主義の 辯 

& 私 ss^ xl wl tF .w^^ls ^ ^Jh r- & ni fc -t o -r - ^ D ilb x^r r - t o l^ ^ 
得た文明である。そこで，世界の資本キ義文明國は、ィギリスを始めとして、ドィッも 7 ラン 
スもィ タリ ー も、 pi では モン ロ— 主義を 唱 へる ァメリカ も •そして 今の所では 日本 自身 も (實 
は が起範 でぁりながら •世 3 T 資 1 主義の 一您 に 列 坐す る ことにょって •一等 敗の 光氣ぁ 6 汚名 



— 17 — 



を 得て ゐ 5 ことによ つて) その H 業 生產の 資源と 同時に そ© 市場 販 i を 世 札の W の m wt か S 
未開地に 求めなければ ならなくなる。 

i 髮 i . iG 褽 は-露 i 繫黯 r 自 るの だが- i 轰 

F g ? - を 冗に ^ &監に免りっけて- ^ 節けることを餛とする ^ ぁる。 

こ の マ— カン テイ リズムが-席業ぱかりでなく-その生ぼ及ょびガ化の一挪を^^するのが、 
商 1文明の一般的&?でぁる。そしてかくの如き#活队？^とることが*「範把邮」でぁり- 
そ ダ ーンな ので ある。 モ ダ-- ン とは 利 已 中心 •金儲け 主義の 別名で あろ。 金 a けになる ことな 
ら •砂利で も 石 r でも！ & でも 人漱で も 何でも ぼ ふ。 恥 家で も 政# V も舶一 でも 如 妮 でも 祕で 
も ® 5 り硭ば す 。か 祕起淤 の？ S U4: とい はれる ィギリスは • S& 5: 踨め として-パル カン •姐 船 
ァ 7 リカ-南洋 •ォ IK タト リャ •南米 •カナダ* 太陽の 沒す 0 ^もないまでに*世批のぬ: 
國と いふ 農#- 國 •未 sii とい ふ 未開地を-かつて t つて 也 ひ 荒して しまつた 。それでも ま： 

ひ 足りない とい ふので •印度を 极城に •来 洋 へ-極東へ-支那へ とその 纪纪 の S を 糾 きぼして 
來たのだ。支那には叫億の民がある。これはぼ分喰ひで-かあろぜといふわけだ0 
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a 期 立對の nni ?? 同 2 流铽的 ■シク ァフ の界世 



これが、 資 A 主 芯 商工 3^ 明の 植民 政 觉 とい ふ 奴で ある。 ブル ジ ョァデ 舉あた りの 講義の I 
つ には 必ず 植民 政策と いふ 講座が a いて あるが •大取 の ||此にぽいてあつて*その1:3$ひは 

{& とぃ ふ， ゼレ is 鏺 l f • それ ^ きに r SI 一 pss II / i^ i ひ 、 ( 

之れ は ㈩ 舍 の 親父に 拂は せる の だ —— こ、にも一つの0村搾取のぺテンがあ 6 )一?|〇やニ, 
りの 手箝 きでは、 一 •亂の和民 ?1 姓共の分紋には中バが ^ の機'3:も&られない¥^¥||ぃ舻誚義 
T s ) & o -ff w 、 ^ o jKi fi 9; tt l t{lu tf 、：A rx t o ) ^ m <^ f > ) b 3* < mig 45^0 T ^ t l - b < 

ベラ 枠が あるかと 云って やりたい £肢の立っ你な*ールの民^_的貪紙の|^け邮なのである0ま 
あ £1 へて いふなら • K の やぅに 貪 焚な 獸が •羊の やぅに 溫顺な S 業 國奴の 肉を 弈ひ合 ひっ こす 
る ことなの だ。 それを 尤^ ^の先生が、多額の伶給を饤つてゐる手前-いかにも郴威あ0げな* 
もつともらしい «^ をして*いかにも高尙で深饬な斟問であるかの如く訪して昍かせろといふわ 
けだ。 それを 貶いて •ノ ー トへ带 記を 取らなければ ならない m 瓜 こそ •可 良 ®; に、 妒い k の肊 
とい ふ もの だ。 

その 植找 政策と いふ ものに ょって、 世^中に •出 來るだ け 多くの 船' 民 地 U とい ふ ものを 奶桃レ 
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ゃうと いふの が、 rrc 」 資惹露 mrlrs 黯 15 f いふ も？ ぁる。 それ だから - s 
M %? ぃふ l ' 水は* こ s f : 7 莖 藉 M とぃ'^ その 露と ぃ t の と M じ l ^ r w ってし 
まふと •共 だ ^ ： I でない と 泛 はなければ ならぬ。 ザ がなら ば •ガ H c 於 献斯 の航断 には 齡に 

ぎ仏な繫から^を德いたり、 §° ^ たりす 1: な_は馨.^ぃ部でぁる。なぃは 

ずだと云つても*5|に日本でもそれをやつてゐるではないかといへばそれまでだが*俯し、そ 
れはつくづくと考へれば誰にも解ることだが*日ね獨自のものではなく-ィギリスの 3?* 攸なの 
だ® 

日本は^明治維新以 ^ ィギリスを知進对哪断としてどれにゆずし-ーから十までィギ*, 
スに追 ひ 付かう -と*1汴懸命努カして來た。そして «.'; 眈ィギリスの歡な郎になつてしま 0 
た。 併し •ょく 考 へて みれば •大變 な 國を r 生に もつ てし まつた もの だ。 ィギリスと いふ 恥は 
謂は ^ -山賊海賊の親奶なのだ^时嫩の餓纪がヱンぺロァ—だから-そのだ以をして、^^ ® 
X2 S 5 も エンべ B ァ 1 にしょうと いふ ことにして しまつた • ^ し-?11对 0 %5 獻は龄 0 挪 ^ 
ではない。 日本の ：大皇をヱンぺ^ァーにしたのは-形にが奶の紀を趣り‘してガ ^ 邮でぁる 
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«»立《 の 閗際阈 と 箝氣的 ■ アフ の界世 



日本の 天皇は 大慈悲 の 本體 .た。 利己的な 貪慾から 他國を 侵略し よぅな どい ふヶ チた 淺 ましい 
御1虹は、憚”ながら、毛頭御持ち合せないのだ。日本の 天皇 ほどの. 2： 容を & つた 言 菰は* 
どこの 民族の 辭絮 にもない の だ。 



C 遠ん ていこ く 

だから、 もし 日本が 帝 國なら •ィギ 



C A 1 ていこく よ er L ら 4 こく X 

スの如 きは 帝 國と 呼ぶべき ではなく •寧ろ 锒阈と 呼ぶ 



'* ん C 



r< 



べきで ある。 もし どうしても イギリスが イン ビ リァルでぁって’それを日本語に馘譯すれば帝 



* ム 



國だ から、 ィギリスを 帝國と 呼ぶ 外は ない とい ふの なら •日本は I . 皇國 j と稱 すべきで ある。 
或は 一層 日本語 的には 「すめら みく に」 と稱 すべきで ある。 そして ィギリス や ドイツ あたりの 
帝阈 主義と いふ ものとは、 峻然 K 別してし まは なければ ならぬ。 

泰の i g! r sl l の ys fe v ? てゐ るか“ r s IM^is r とぃって t 

ではない か。 f れな どは、 日本が ぞれ まで、 ぎ國 本來の 大慈悲 の 放 幟た る蛊亂 '主 成を 以て k 邦 
に莅 まず、 ィギリスの 眞似 をして、 资本 主義 商工 文明 帝國主 義を 以てした f の 失敗を 語る 以外 
の 何物で もない • 



X 



ニ 帝国主義は 戰爭を 呼ぶ 

に搭 しょぅと する 裳な 阶似を&ってゐる。ぁはょくぱ-ぢ世脱を ^ に§しょぅとして 
r 〇 ろ。 世 株 .3 民族を 一:^ 族の 蜜で 赞り§ さぅ とい ふの だ。 イギリスが * 1 づそ⑴ 器 “ 
松の sf 您 f して 挪へ&った。 r 彳 

俯しながら*さぅぃふ製 ^ ^ っ德 § 讓は.イギリスー_だけではなかった， 1 «:* 

^. の -^ 本'主苑國は トイ ツも フランス も イタ リ I もァメリカも*同 ^ こ ^: ^< 封 ^* >11., ^? の >^ こ 
立って ゐた 。イギリス S き黯 QWH に 41批 を鬆 されて、 こ 3ヵイ.セルの邮が辦ま 
るかと 力み かへ つて r -hs つたの •か •トイ ツ でぁる。 ドイツの： g き ^! 舍拟气 H 一 するとは 
しやら くさい。 ヲポ レォン Q 黎の辦 れ だと フランス がいきり ぎ。 ナポレォン や ヵイゼル 
の 成り ^ も S すか* こちらは 懲 SP にぎた s —^iQ 容龄擊 
と-イタ？ がムキ になる) かと ^ ば ロシャ でに •ツァ I がそり 靈冗を 研ぐ： キリシ ャ 
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流 潮 立 對の閊 際 薄と 流氣的 S ソタア フの笄 世 
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資本 主莪 内屮 競走 i 經濟戰 であり、 その 限りに おいて^-和の 戰ひ であ， 0 と 云 ひ W るの だが， 
& すろ に 肉の 奪 ひ 合 ひで ある。 經濟资 源を 民族の 内部に 求めず して •之れ を 外" 嫌に 求め •天 1 
の 物資を 一民 族に おいて 私有 獨占 化しょぅと する。 玆に 民族と 尺 族との 阈醅的 n 立は 激：^ され 
動物の本性を芘出して、世3|の冗物を私ししょぅが、經先資游を獨占しょぅが、市場販路を一 
P に收め てし まは ぅが、 優勝劣敗 •適者生存 •優 ^ か 劣 ^; を 征 i して、 優者が 世界を 支齔 する 
のは •ぼ 者に 與 へられた 人 g の 特榴だ • ,阅々々云ふなら腕か : 0< 來いと、とぅ<本常の戰§ 
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生命の やり取りの 戰爭 とい ふ ものを、 に敕 |1" ぅとするまでに齡せ ±.5 ってしまつたのが 

カィゼルで ある。 

ffix. 代 m 丨 口 ブ パ 資本 4 ^義商1-5^^ 0) 1 * « 1 ' ^ 1り*このョーロッパの2^^術龄 «: 概 ^ 6 が #1 , 

ち & てた この & p if Q ? f 知 ^ 黯？ H i ? なろ ものが •ぢ鉍に ^: 何な&一を船らさな 
ければ ならぬ かに t ぃて • ^ てゐる，なかった)攀はや_その順の證雜即を、 
未開針 » 卽と考へ*その文吼を九队として認めず*そこに郁泪す 5< !|? {|^ 0) < 杭扭邱鮮 < ^ 嫩|5? 

S には. 壤げて & 1^ 51 s 5 ^ でぁった。 擊は s r 

ーの優等民族として典を高くし.ブルジョァ对呢に阳艇してゐたのだ。 

ィ ギリスぎ S 藍 ^ ■歡に靈 し-藍 戚 ^ 齡して. 8^ ^ に繫 ^ .傲證；^ 

の ^- 象 ^ り*ドィッ ? ギリスに把けじ对らじと配仅し*ィタ？も配拉し*ロシァも « 仏 
し •ァ メ，？ 礼 4 した > ^ & まる ^! 32 れ | 4 こと |^ って-ぎぁること |, *へず-的 
教でぁるが 1&: に、邮を症かさぅと擊だとぃふ紀になった。攀は髮に配すろ_ ( ?: ^ 
失った 。惻歡 の“ を うたなかった。 
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流 «»雳 の 間* 氣的 ■ V ， ァ プの界 ft 



パル* ン繫 ^ 挑 81 « < 擊が繫の*、 ^ |?らだたせたふづィギリスがその 1«:* 歡1 

の漱 ^ のためには*ロシヤの、ドイツの、フランス0*イタリーの東洋淤出に ?-1 して.バルカ 
ン 河艇でかひ以めなければならなかった ㊁ 剛歡にロシアが^ドイツが^世典征服の抑尤を迚て 
ろ & めには、 バルヵン &1 ^| をち ^5 & -©る從&がぁった。ロシァが：トィッがバルヵン ^ し 
て さう いふ s ? s ? を 齡い てゐ ろから •フランスが •イタ リーが * 益々 この 手近かの バルカン 近 取 
を 手な づけようと 焦り 出した。 

かう した m - ロ ッパ航 配_の廣％は：ハルヵン繫に罄？4羊の肉广丨，を*防もぁら 
ばと •ボ, 似 バとして紙みがった。一九1§: ^ バンヵン！とビストルの^^嗚った：ハ 
ルカンは 似の もの だ 1 カイゼルが C の® :11:を1摘みにすべく躍0出た0ィギリスでも、フラ 
ンス でも •ロシアで も •イ タリ ー でも •手を 出し さへ すれば、 一樹り に挪 り飛ぱ してし まふと 
いふ カイゼルの 劍眵だ つた o イギリス •フランスは 固より" 〇 シア も イ タリ— も •スワ I と 
一 寺に H ひ？： i つた 。ゥヌ ー m — 0 ツバが 爆 發 した“ アフ •'力 も アメリカ も アジア も 世界 •か 
郎 r ちに なった 0 配 ， i: mw* 歡ガ K* ョ丨0ツパの天地は、見 6 <阿修羅 0/) 卷と化し 



― J5 



た。 む ■ if は繁れ f た' 繫 •く ィギ リス&辦藍 に 慨 んで へたばり かけた。 齡ぎ 
&り纪かれたドィッの黯 2: ^ ^ した。ょり ^ 懇るにも_れなくなった。 1! 1 は 
S ひに 第三 國の仲 1 を 俟つ 外は なかつ た。- 

益 だく* ®! 射はもぅこりぐだ。ゼは齡がらさぅ齡劈る齡になった。 

三國際 平和主義の 攘頭 

^ 觀繫、 ^' の 1 ?: #:. 騎を1ぼとして41和 2 < &は ^ した“さすがに船_く&4 

If ' 

に 就いて、 黯 しない ゎけには 5 ;!かなくなった*たとへそれ !:< ^ きだけの裝駿奶に||ぎ 
ぬに もせょ、 爵卷 を ？ 1 ずには ゐられなくなった。髮 ^ へ._ ^ へ I 。纪 ¥55 

在は 逆モー シヨ ンを收 つた。 
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流 觸立對 の間嘹 W と 被％ 的 ■ジ ，アブの 笄世 



併しながら-ど 〇 すれば 一龆 、固 際 間が 平. 和に 治りが っく か？ 和 和攪亂 の； 兀兇 ドイツに 對 
して、六汀六十惊脚といふ天文%的數字の賠惯金を課することにょつてか？ —— かくして 力 
イゼル C 帝 5 E 主義を叩き潰しさへすれば、それで世界が平和になる ii * ii ^ みがっくといふのか？ 

義を 叩き 1 す ことになら なけれ ぱなら ない。 先づ イギリスは イギリスの 帝 國キ： 箱を •ロシアは 
〇 シアの •イタ リ—は イ タリ— の、 アメリカは アメリカの •日 A は 日本の 帝國主 義を 叩き沏 す 
ことにしなければならぬ0少く七も國1!^和主義の要求はそこまで行かなければ徹1しない〇 
そこで、 時の アメリカ 大統領 センチ メン タリ スト •ゥヰ ル ソンは-自ら 阈ぼ t ば 主義を 唱 へ 

ド ィッと K al との 1!! ^ 鋁までぎてぽた"手ギ祀とか證| ^ &になりさぅなス。丨 
ガンを 案出し なければ ならない 破目に 立った。 その f 煎りで* 即 k 千 和# 謎は P 3- かれ* 尺 族^！ 
決主茬の览亂の下に、帝國主袭にょ 6 國阼問の ^ 爭が除先されるかどぅかが1案された0 
民 良 自決 —— これは モン ロ— 主義， ❖傅 統的阈 m ! とする アメリカと しては、 至極 好 都 以な# 案 
でぁる 。 k 內 のことは 阈內 で、 民族の & •治は 民族の 手で。 
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^ 7 げん— もと ♦ Lt <4 ん 瓤 扒 41 今 f A 先 V * つ < r , 

斯樣な厣則の下に世界の棺拔地を解放した所で*ァメリヵにとつて允した ^ 痒はないぱか」 



s A ri 

でな く、 是れ まで ィギリスに 壓倒 されて ゐ た- 



•>* んし •* い じいう 1 ん 

力の 資本主義は •それだけ 界 世に 自由な 狠 



路を持ち得 6 のでぁる。面白くないのはィギリスだが、元々-戰爭の起りが桢民地の爭取から 
來てゐろのだから*仲1た 6 ァメ9*の民族自決に對して* ^; 面切つて反 ?)£ を | 1 8! ぇるわけにも 
行かない •民族自決の 原則の 下に • は 亙 ひに 他の 民族の 抓 域を 倭し 5 ロは ない 犯と， ふ^^ 
條れ の條九 に、 ィギ リスは不承不精調印しなければならなかった。^!^ ^ ^!^^^ ^. ^^^ 
a < の 纪 本 主義 的歡展 と •帝 m 主義 的 世 t 統一の 撚り が、 此の 時から 尉り 始めた* 松 
甘 義は 、世 1 配 爭 を 一期と して W 謂 第三 期の 崩壊 過!^ 迎り 始めた ので ある。 

客んだ のは、 資本主義 商 ェぁ明の帝國主義的壓カ下にぁ6被酷||拭&'でぁる。弱小 ^ ¥^ 2> 



る。 パル カン 諸 國* 



■ギリシャ、ブルガリァ*ル—マユァ、ユ1ゴ1スラビャ*ァルバニァ 



費ん $ しよ こく 

•である。 近東 諸 311 ト ル n、 シリャ 、バレンス タィン、 ケラク、 ィラ ー ク 、ペルシャ で 



ある。 そして 就屮 •東洋 農業 諸 國 は* S に 此の 時から •民族 獨 L と?? 化的銳 齡の W 光を 認めた 

，フガ ン も、%々 民族的 檯頭 s 芽を 出し 始めた • 



ので あろ。 印度 も、 支那 も 
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流 蘭 立 対の m 際 au 流铱的 a V ， ァ フの畀 世 



俯しながら . JIi:-- ci ^ 2:- きは • g - ょ 0 ブル ジョァ 斷繫 ^|'- 齡でぁつて、 ^ 氙の 

职則にょつて、世1の資本主蕤'か廢1されたゎけぢやなぃ。纪紀扣紀が既%されなぃのだから 

黯 & も 齧され はしな ぃ‘ はば、 v ^ k 證遽 & する 1 ポ Q 忘 f 、 し S & 3 i 
黯た るに" f ぬ。 ゥィル rNS 藍 r つて、 餛 s & 驾 M は iHSM に： Wi した。 け 

れど もこの ブル ジ m r 的 闷吃聯5|が、世3^船の呢ぽに銶して*1把|;を奶献したか？ ヮシ 

ン トン 製 • a ン ドン彰 E ぃて •船 バ 治 器が _ された。 g しながら* & 詰 鬆 i 

の 誰れ が 见 して 心から 軍^! 小の 可能性を 認めて ゐる か？ 

4 ?哗す& ことは 通い 事で*^- 和に する のが 善い 事た とい ふ 車；^^ •私て センチ メン タリス ト 
ゥヰルソンの松旧に俟つまでもなく^凡そ人間たるものは雅でも- ^ ばずして妒り^祀はずし 
て货ぇてゐ 6 所である。けれども、いかに取和にならぅとしても-船紀^^になる ^*- 亂を紀た 

ぬ爲？ ；&雜 を欝 すべく， S 和を饍 するとぃ ふ 斬は、纪 <: <-|ら齧 ^ £ & しぃも5 

である。 

戰爭.か.悲いといふのは人を較すからだ0戰あでんを1すのが齡いなら、|^扼に！^を概す® 
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sf^sf00%kLf^ 

からではない。世界のプロレタリァ及び弱ゲ民族を經濟的にぼすからだ。 



3 國際 聯盟と インタ^ ナショナル 



自由主義と 社 # 主義 
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流 ；«! 立對の 間療 a と涑氟 的 a v 少ァ 7 の 羿世 



の ブル ジ m ァ f 备 ^ 客 0 " ^ & |* ^ 资德擊プ。レ？ァゃ髮が*德111 

肥には誔しても*際 1; が，る ^ の_ ^ & & して露な职は、齡りにも 12 1な 

琪柄であ 6 0ブルジヨァジーの咕へる1批主義な 6 ものは*あするにブルジョァジーの御^^ 
主義で あ 60 轵爭が惡いことだから平和を唱へるのではなく^ょり此上嫩职をすることが-お 
亙ひに拫であると考へたから、もぅ成るべくお14ひに&爭をしない*#にしょぅといふ利ビ私ぽ 
の自 rtl 1 , 主義から だ。 若し戰 爭を する t 'か撕？|になるあなら，こ 0 ) |11肌お,は化^でも嫩歌をし 
ょぅとい ふ E 意は して ゐるの だ。 若し 戰举を する氣 が 船に 齡い呢 だと；^ ったなら •阳私 獄 11 は 
軍備 全 廢を決 讅す 6 のが當1である0それを肥說しないのはこのか此拉がが阶に歡取を齡い％ 
だと考へない證據である“現にァメリ*及び日本のブルジヨァジ|は*|:批嫩ザのおかげで、 
思ひも寄らぬ大金を试けた。自分では戰場に出ず-戰地で彈に|5つて把ぬ齡は-プロレタリァ 
農民* 植 K - i 地の 足 鳥 見に 限って ゐ る。 危时 K < 妒に立 たずして • || れ P で歡 の摑み W りが る 
豁 は、 褽 にょって ブ sm ァジ-に g まれる。 g とぃ ふ •でぁろ ^ 。 I 
載 爭を K に惡い 事 だと 考へた のは •世界の だ ^ ブ 0レタリァ &; び船於此の把紀であ 6 。似 _ 



1 ^は踅 sl f 器 g した か？ ^ & めに 髮震が ^ ゃりデをしなければ 

ならなかつたか？ ブルジョァジーの私利私愁の » めに 彼等は斯ぅ考へた時に P 

— « ん 11 し 0 啻 1 * 寶 われら L - 5 1 *^ ん P ね 

茫然&失してしま 0 た0正義の«めに I 彼等は 强いて ブル ジ m ァジ ーのロ吻を餌似てさぅ考 
へて みた。 の 和 阶を胤 1’ 6 ゲ逆非亂の|!は、妒してドィッだけでぁつたか？否々、ィギ 

リス も •ロシア も •フランス も* イタ リー も •アメリカ も、 

郎 でぁる 职 には 敗りは ない。 i 批繫は • 奶に觀と鬆の 3! ^ ちでぁつたのだ。さぅい> 
もな. S 製の m けになる 容ら-藍には^プロレタリァには‘して把批の把呢迎'^ 

には •器を WLT iiJ ^ f fe f ^ t s . li wtosass ^ sl ^ -— 霞 

プロ レタ？ $ 11 锘 r g する M 餛韻 gg 餡 ^ へ siS 

だ* 

黯 1 が ^ の||め ^ の&めと船じて*ブルジョァ剛 1 1 ^ 黯をしてゐ6。そ 
の影 ?. では、 かぅ して歡 義お •か、 齡 iM MI Q 、 ll si ss 城い ^ s sl i をして ゐ 

た。 マルクスと バタ-， W か- に k v * て-だ ck る g な S を ^ "した 啭から 
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洁嗍 立對の HR 阈と圯 m 的ョ •ソ少 アフ の界世 



ぎ尤は f なぃ ？。そし 1. ^ 繫は ^'- &ぇ ^ ぅとする职駿_の ^ にニが1い 

作ぎ かけた の だ。 

マン クス* エンゲルス 等に ょつ て 主 5 ? された 芡 働 階級の インタ ー ナショナル —— 犯ー インタ 
1 ナショナルは* 世批戰 印で 立ち消えの 姿に なり •象 ニ 及び 敗 ニ！！ イ 

ンタ丨 ナショナルは ブル 

ジ ョア戰 爭に嗚 〇 を 靜めた の だが •玆に レ 1 一ンは マルクスの 费志 を啮 いで •孤 三 インタ ー ナ 
シ m ナルの 烽火を 秘げ た。 交戰队 に D シアでは 軍隊が を サボリ f した 。そして 奶隊の 把 W 
S が ブル ジ m アジ-の 15 へ & けず ぇられた J シアでは Ey st l 縱鬆の S へと i 邮した 
の だ* 

之れ は 因ょり W 族 自決では なく •階 紡 &決でぁる*俯しこ 0) 配三インタ|ナショナルにょる 
陪1自決にょって、世拟の勞働片は、何が拉斯の1职でぁるかに11赀めた。そして何が紙犯を 
0 絕す 力で ぁるかを 知った 01:^ の勞 の亂？ 1 丨 W の 加が 此っ ての み 城に 爷 种' 九 y 
される の だと •社钤 キ：淼 者は 强く叫 ん ^ 。戰爭は惡ぃ^しかし-ー挪の邪歡を世似から饺絕す 
ろ a めの 戰 c ♦は： 止 箱で ぁると。 
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ロシァに S て、 義器の 露が私されたふぃ三ィンタ—ナショナル ー ssi f s 
奶 にょる S ： 緊^ § は •ィギリス 、ドィッ-フラン K 、 ィタ？ 默 s ■齡 MIAS ®. 

ひろが r c a ん しな t 4* s ， A-FA ?• 

え ® つた。 アメリカに も •日本に も •支那に も* 1 ||: 私 中に 派 火した O ^C H インタ— ナショナル 

fu 机 黯 *! ■£! シァは‘ 惹爲 郎 の 船 i となった。 か％ は • g って r , 一ンの 
H 配 府 の施1 ^ |! に |? ょぅ*した。。シァ & する露 ^ 黯 ||* が£ «* れた。即臨 
靈と | : 1ィンタ~ナショナル即顏藍どは黯に 1 した。ロシァ器爲は雜 ^< の 
v ’ 內ぢ icg 器と と ^ • 麵と . 八 &、 5: が 

按の戰 ひを 戰ひ拔 いた。 

かくの如くにして、 0 シァ革氚は*帝斯封% 1»:^ 批配职の一紀_でぁ6ことには您りはなぃが 
1 を 一期と して • s ii r f ^ - シ 3 ンを & り • 航黯 ^ ^ べく,なからし：8られ 

た鹄搭 影の だ ^ った 斯黯 ||; ’器とは吨の ^ もなぃ。それにも ^ ず.妒鏊 
義識3:的 ^ 絵は.その乾影をして. ^ 餘に* ^; 1 器 ^ ^ 、_齡阳 

を 取らし めた 〇,ぢその和紀の规以におぃて-0シァ乾紀も航-っの奶紀が肥でぁり. !?!{ 承 1: 
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流* 立對の IS 1 阳阔と 技氣的 ■シク ァフ の界世 






く «> いし_臀てき4 く！ G い 

會 主義 的 革命で ある 一 



4 國際 主義と 國民 主義の 對立 



.國 外の 經濟 的壓 迫と 國內 の鐽濟 的 自給 I 



奢 •• « んし f 

世 札 资本主 義の逆 



5 く 

逆 モ ー シヨ ン 



こ < k s い eft 人め い t 1* ぅし#督 み ムぞ ‘じ はつ どぅ麵ぅ こ <S L » れん 

. S 際 撕齓 の A III 主蓰 —— ぬ 族 a 決の 動向は • g ^ ffjl におい 



て •三つの 渦紋を 描き出した。 ブル ジョァ の自由 主義 的國ぬ W 和 4 ?義と*ブロレタリァのし把が 
主， 的 即が 平和主義と* 被！ {迫民族卽ち農栗九明斯民民のぽ民あ紀邮淑ボ成紀封紀你斯以にぼ 
ろ 人种平 等 民族平等主逋的國ぬ平阶主轮でぁ 6 。そぅして£:吣主莪的亂|^.和4^と社化把艰 
的亂防 平和 主 戎とが 銳く對 L しつ-ぁ 6 找に •民族 主戒 的^- 和 主義の r に 立つ i 防， 机 4 & は 
0叱主義的闽1ヤ和私義とは勿論把4:於義的平和主義とも銳く相；|立する〇 

戰职の 結 讲 •ブル ジョァ 0€キ达は-1:際間に於いて*及び务民族の§^において-?^な 
くその 持 前の 不誠. W CO 馬脚を 露し •人類に 對 する その 指導 的 攒诚と A 用と を 失% した。 そ L X 
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ぎ， & £! ^ にぎ 11 觀の蝱扣と鰛とを澎し、擊影の& ^ 露と 8: |とを 

ア クタの M く 一 船して •ー齓 一節の 亂 民全£主義に成功したのは*社分主旄共和亂ソヴヱート 
11 ルで ぁ 6。 

n シァ 器は • s i : i ; fe して •マルクス 繫靈 繫三ィンタ丨ナショナル器と£ 
して！ 5 ろ けれども* その 呢⑷の 1 & においては* 即以全 骼主魂亂でぁ0、或は圮族平和主疵的 
でぁろ 。航ザ それは 即民对 葙で ぁり •或は 國家杜 氤屯芤 でぁ 6 。それ にも拘らず • «< 爪. に 

ffsff. 00 ^^0i. 

rr H a fk ^ r r fc く % 1 > 

すろ からで あり、 それが 即ち 第三 インタ ーナ ショ ナルの 敢三 イノ ター ナショナル 的 特徴で ある 

: _ に f 鬆 st s ブ t タリァ- ト は-— p ^ fil ^ 

fr: J の ス ロ— ガンに 手 もな く 招 嗚 じた。 そして ロシア 共茚 E の ブロ レ タリア 革命の 成功は* イ 

麵 よ caw , , 

ギリスの •ドイツの •フランスの •イタ リ 1 の •及び アメリカの" 日本の ブロ レ タリア ー トに 
於 働 ^ か 團， 給 すれば •ブル ジ ョ アジ— の 支 肥を 刎ね 除ける 琪が m 來る もの だとい ふ •贲例 と 確 

g を ^ た。 ブル ジ m ァ f S & E 雜 ぞと搫 .ち 5 た/ M 蒙 ■には 群 V か、 
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流 廟立對 の RI 瞭國と 流氣的 ■ ン》ァフ の畀进 



社 化 藝 C 裊 には & 浮* ぎなら •轚黯 Q II を g して Q みム f 齡 ?, 1 が »| 

されるのだ。と*彼等は固く信じて * るからだ0 

イギリス も-ド イッ も-フランス も-イタ y — も.. ブルジ ョァジ ー は 齡招 I- Mt ar 歡が が财尤 
强化に F ir 燒いた 。ドイッは 帝制を 廢 して 把 抓 龇を 布かなければ ならな くな つた，， イタ？ の 
自 出 主義 的 ^* 左 治 Q 無能と t r . 墮ポとは*祀 ^? ^ ^ 1^に ^ して. ^? ^/ ?紀を妒らず. 
共庠ギ のな す •かま-に ぎ た。 ゼネストが 黯製； isgi i を 靜し て-: T 市， 氍 の 
1 r 乏 r 鎅の s r r された 。 f ?- を &げて- 藍の 氍は繫 し- *: ^ jjTi 齦を 
r げ - 纪 は どし く駔 ^ がた。かて ^ へて黯 ^ 菸ぁり、影 ^ ;4^りに4| 

炭の ^ しみに «^ いだ。イタリ|亡國の危機は*ドイッのそれと ^-; ?> 4 なかつた0 

茲にイ タリー の危念 存亡を 救 ふべ く 起つ たのが ムツ ソリ, 一の ファッショで あ 60 イタ リ ー を 

0 1-* も 2^¥&のブ5ョァ？：1黯ぎょる ^ ^ がと.聲駿 ^ |, _に_させ 

ろ 共 鹿 箱で ぁろ。 ファシストず铺衣良は’斯採なび职げ概说紋九い^-き ^ し-亂地 ^ ^ が配 

監義， ふ、 ィター Ir a なければ なら s 。 srsi f ® も 爲 も鬆も 
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§ を 愛する S ; を t て •ィタ？ 斲のが において •一 ^ り、！！ •をが 蟁 しな 
ければ なら S 。 と £ びつ、* _kitf 誔を祀 g し- Mi ft を氍 して、 i ? に -gl 
tsi ^ fat を S ぬし-ファ ッシ “の『が<器を阶く和に |! 'した。 

ほれ 共 ^ 黨は イタ リ ーに 共砟 4 H 游 ^ 命を行ポぅとして、斌つて阳把阶 ^ 奶拍斯にでつフアツ 
ショ It せた。 f は ロシァ sg p ^ lv K L : g に S て-陳 SI 的 1 5以 顏の ？ f f g 

っ？ gli でぁる- 趙 1 なす m , iv ■に S り， 繫 s . i をな す 器 ^ g の g 
S とい ふ 器： g s 紀ボ 氍 & t 繼 を r でゐ たから だ“ 

ムッ ソリ -1は！呢3緊蕩勒でぁつた。歡義抱でぁつたムッソ？1が-ポつ^;ふか 
ら社 # 4 主義の 4 ^張に反對するものではない0^れが咐的把辦良 _ 7 ンタ|ナシヨナルの批化と 

0 ri. 0B§^ff0^^pfpf. $^s 

の® 求 US し. gmg に 於け ろ；^ 的 {^の|^5を嫩て^1 ^ るからでぁる。マルクスは 
K - なる - L 義 Q ^ r . 7 ァッ シ m は即篮 が ^ に史っふ ^ 辯をしてマルクスの 

1彭が、可|ならしめず. ^ て慶獻 ^ 辯 # 泛を—ならしむる露のもの 
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沆* 立對の ra 際圃 と流氙 的 3 v 少アフ の羿世 



m '< m 

民 t 力 J 
的 j は< 
生 ご RC 

^ mi 

の »'： 

求*, の 
に 力 I 
依 r を •， 
る も 
成 つ 
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的 t し 
團 こて 
結； 除 f 
纪 去！ 

は ひ し 

m vy 

奶べ 
的 5 く 
如 も 
結‘ 4 な 

の い 
意ぃ 。 
志し 民 之 
の 族？ 
み 全： 

が 低： 

% » 

之こ國 f 
n 民で 
を 全： 
解 D 
肥の 
し 奶 

vy m 

る啖 

/ 7 、 生 冬 



器 



に は 

す 國？ * 

る 阈？ 
性‘ U こ 
奶 に fU 广 
の お に 
も け 於， 
のる け 
で 挺で る 
は 濟 U 
な 的* 士5 
く KH 

迫？ 呢十 
> は 迫で 
* と 
の资 しい 
全 X 本 う ふ 

族？ 級 【族 f 
に 或 f 的 5 
• は > m 
sk 勞 ラ 
扰 t 働 f に 
生: r 階， 依 £ 
私蚁 i る 

のっ との 
全* ぃ で 
恥ク ふ あ 
に が る 
及？ 如 s ° 
ぼ き 
す • 

m* 

力 5 紱： 

でく に 
あ よ 
ろ つ 
° て 

故 t 利 ， 

I ニ 歡 
此_ •を 
の 異 i 



ろ 《 



% , ♦ V * -. う こ 4 3 いかん •? いざ i -c A o * J • じ，<*い たい ％厶 « バ^^プん 

ムッソ リニの ファッショ 革命の 成功は • 阔 |!!;-: |:11 におけ ろ 經ヘ £的蝌边の愦勢に ?--| す 6 只族的 151 



けつ 



耆 よ.* さん： if >. くめい 



こく 冬厶 -c r * け 1 



綁の 饮 志 の粑捤 に 依る ので ある。 ロシアに おいて、 レ ー ニンの 共產生 義や命 が •阔民 的 ® 結の 
形態を W らざ るを れざる瓜に & つた必然性もダ阀際亂係におけろ經濟的粑也の現馊的怙勢に山 
るので ある 0 

汜 s 磨 iii# 器 銳 K い ^ J せる ものは- m - ロ ッバに ぉぃては： トィッ P を 
もつてその办なるものとすち敗戰の上に、べルサィユ條約にょ 6 报害賠偾金六 £| 六卜依化、 
それはヤンゲ案にょつて汀八十億回にまで負けられたとしても*之れはド1ソ只族の上に打に 
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it 

勞^ <? も 農 ^ も •ド イッ ^- &, の浮ぶ :|3 はないのでぁ 6 0どれヒットラ|の扣紀啦；^ * 1 - ||がべル 
サイ ユ條約 砂 棄をス d 1ガンとすることにょつて、ドイツル &! のが士心の；^ ^ 6 の >^ に- «4 &||: 邮|^ 
カをかち枒つ》ぁ 0 ^议でぁ6。 

E 榇 の现 山から-インドに おいては： カン デイが、 龄器に 加す る イギリス 祀 - i 齡の ダ 

^ p ll f i 雜靈 から • 饜辯 を黔 すべ <• ぉいて •インド あ 
韵 r 繫 し.！！ 1 ^llisgg を餛 した。 

この ガン デイの スワ ラ ，，-■は-その辯靈ーぽ藍紀たる ^: において-ムッソリニ 
ヒツ トラ 1C 革命運動と その他を I にす ろ けれども •その！^ gg io'r なる ものが ンン .ト^^ 

の S ?® とは 薪 觀 ft ; の & 惹 ^ それで ぁり、 ^ て-鬆 の 益 
にぉいて* 踅綮を續しないといふ ^ 、影 1; 1* & する擬装 ^ 1 として.ぢ 

純粹な*?徹乾的なものでぁる。そしてガンデイのこの威際把||组 ^ は «^ に祀配した ^ 1 - 
l i の ii s で I 。 ィンド 搭が齷 g に 慰 §&を於てさへすれば.それで.吡 



— 4〇 — 



流 期 立對の nn 際 國と溃 氣的ョ y タアフ の界世 



»^ >ざ |.* て今5う*<}つ 4 •い：* ぅ U メ ー？*•*,• < ^ 1 L.M * > 

度扒族はィギリスの蚜濟的苋粑から解放され—ィギリスの资本主義を仆すことガ出來るのてぁ 



(1 ん !. ♦*. V. 4 



て 4i じ いう < r> く ** く けぃずぃて 1 じ 



為,、 Hr.、 «c 0 t f ,v c. td L c> 肩* » ♦ /• J /*. ft 1 VI —4 l ^ - <. 1 . - . I 

*0 〇 尺 族の 獨立 A 治 •政治的 自 III の 獲得 •經濟 的 s 給の 確立 • 之れ が スワ ラ チ— の 舴や i な ス 



ローガンでぁ&) 



.* んし .* ( . 



インドの ^- 把に 寄 也 T 6 ィギリスの 資凇 主義は •インド 玫族の d 治 〇炝の確立にょ 0 て， 平 

S S ひろ 製 il r M ら なければ ならな ぃ爵 S T 5 に & る。 かくの 邮くにして*ぢの戀 

黯に器 すろ’ S 犯 觀轰斷ぱ. デ ^ 戀 ^ が’ボ忠 & 參ぎしでて—ァフ 

ガンもべルシヤも* ??1? ^ もアフリカも.街米もォーストラヤも.1齊に起ち上るや.否や沒落を 
餘 依な くされる。 

て ^ 奚と翏|は*為」 # をして恝&雜浴をぃかにすべきかの諸へと-ひ 
た赶 りに i はせ る。 卽 ，影の 鼷 でぁる' 敷！^ ii I: r i 靈肌 I そ 

のために、 k 來るだ け關稅 槛批を 高く する ことで ある。 阈ぬ經 濟に 於け る アンチ •インタ— ナ 
シヨ ナルで ある。 カルテル •トラスト • 合 现化 I それ も 53 ひつかぬ ので •今度は 統制 經 
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和、 ごック 繫—爲 では 諶 M ヲ ロックの 盟 •谿 i 經 r & g ぢ磨馨 的 

貨拔 斥の 緩和に 忙しい 。 m - ロ ツバでは ヨ_ ロツ ^ ^ 断が嫩孤になる。 

俯しながら*%3_ ^ するに*詬封ぎの舉爾きの擊裘着2祕を 

語る！^ c fslr : f * もな. S 。 そして 靠忘 Qgg を 影 觀 «9:. の靈を —— 。 

かくして世界は*五ぞの民族ガ化史^を派划してゆく0 

^ ff, 

中は 今や 黠 gf iV はなく $た。 ^ 偽1つて谣の 1: |繫を ^ -§!|】とな 
つて •そ SK I Q gl に i? 一髮 g し • 撕$ ^ てかくらき ^ 怒3 1 を§ 
就し なければ なら 宿 r に S れ？ I。 そして かく SM き 產の菝 羅 g HI 1 誔跖 
には- stf ¥ ぬ とい ふ rtgf ? ぁる 〇 _雜£を 槪 f して-- 日泰 
^ 爭 の ィデォ B ギ- を， し • gg § ^ を g し. 黯 ファッショ g m 
向を 餘依 なくした？ • t に此 Qt§r ^ なら 2S でぁる。 

萬 K の 民族 •團 W 從 Mf せょ！ 
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W 屯の® 泥 》 V 少アフ 本日 



n 日本 ファッショ 運動の 現狀 

1 日本 ファッショの 特徵 

—— 東洋 流と 西洋 流と I 

「 0 C S ファッジ mj とは-配め てジャ ーナリステイックな節ポ啦のない，流行邮私稱，だが、卞过 
において の 把 在の 國 K 主義 遝 動は* イタ リ ー や ドイッ や 乃至は インドの それに 比蜮 する 
と •取 だ 既がで あり*# 痒 ゆい ものである。 世 把の ファッショ 的 M 流の 大勢に つれて. せい ぜ 
い 和 S かぶれした の もの だから •「日本 アァッ ショ」 とい ふ 所が •丁度* 日本 S 民主 匏通 
抓な 6 もの-私く 帆ん 贴 勢を 如 f に 现 はして ゐ る名辭 であ 6 と 云へ る だら ぅ。 とにかく* 今少し 
H '-' s ; ^: な齡齡 邮 歉がべか V 杖の 即 S 述祝に ぉぃて かり ±5 るまで，船らく虻の松槲1^る呢を許 
一 して贳 はねば ならぬ。 
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.0 isrL 

1^4 ^ 勢ヵとぃふものが、 «; £ぃて、離のどこかにぁるのか？ざとぃへ 
ば どんぐりの 背 s < ら ベの rini にある 〇 g しそんな ものを フ アッ シヨ だとぃ つヒ 
ら ムッソ リニ—； 1? ;? らぅ 一 1 ァッ ショと ぃふか 旣齡 S の 繫ゲ― 

I ま. で」 も れに裂 出 f 位 S 齋 f C . 給がなければ なら 2。 擊 S IP フ 
ハ ;^ “ —1 フ T ” ショは 幾らでも ぁる だ！ しかし-ファッショは 辩 が f で‘ 
4 押 ^ は そ S 行の 後から f とぃ ふの がそ の鬆 であろ a ggg 騷 とは そ mggn 

の |,ふ 1? 3 :|,. 擇かなけれ？ッシ！ぞなぃ。まだくー^^ 

い ァ ソショ S1 ? g 如き 备 r ば、 小 a tt - II ii .^ gr 、 s.^l^ if &,£ 

夜の 中に砮 が 3 出し、 この 1 へさ ぬ とも f ら なぃ。 

J リ —のフ アッ シヨには •ムッソ！ 一とぃ ふ sfr 於 > か あり； ィッの ナチ？ も 
t ッ トラ— とぃ ふれつ きとした 中、 治 ^ か 把る の だが、 志の フ アッ シヨは* ^ . a ' J れが树 
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馱 瑁の TS * V ， ァフ 本日 



心 人物な のか？ ¥、為 概と ぃふ ものが •觀のおに できなければ、 1 ^ ^ 繫1とぃふ 
ものは * f ? く 溶に ^ g に 松る だら ぅ。 

けは 取らない 窮迫ぶ りで あろ 0 n 山 主^: 經濟は 全くげ き 詰りの 配へ w ちて しまつた 。私 ■ 

は 硬 起し.¥給髮は慨 |1 霧を斯げ、摄は_1?^ ^ てしまった。 ^ " ^ " 5< 
剩 * 沿 ®; は ^ J でぁろ。 ilt ' s : 3 ゲ S する Kir ブル ジ ョ ァ ぽ4?ぎ >^ に|1 っ k 似 

髮で はなく •だ ^ 髮 * ? ^ 黠齪,ががもなく、45に繫麵1ぽ «: ^- で 

あろ 事は りに も 明白な 祺實で あろ。 

脱る に S にぉぃては •ファッショ ?. , み ^ ら & く •まだ ®? 靡 亂製が 91 &此を 
见ろに 至らない 。之れ はま だ gw が f 切に その 4 齡を自 私せず •配 ゲて 斯威の齡％がま .^ そこ 

^ 0 - ナ \ /> がた •」 (£ 心 ^ ん « 、 み ん そくて 4 i r 

に违しない琪を物誥ろのであろ0もつともつと日本托族は風族的に窮处しなければならぬとい 
ふの か？ 否，，窮边は恐-らくその紀聪，に齡してゐ6といつてょからぅ〇机るに.吣縱に 0''- #此 
枚は 的 ® 紡を 欲しな. S のか？ ^!れは如範であった哪 ^ ^ - 0< 配斷獻11ぉいて、此紀咐 
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迫害と いふ ものを •ィタ？ eg く： トィ ッ の ； g く . ^ はィンドの扣く啦くデけ&しがない 
からであらぅか？ <{&- :^と數へば連戰述あ、お ^ ^ 歡 ^ 爵. ^ 犯を^|へて- ^ 紀 
から 民族的 感-を 受けた；^ しのない つては * ^ ^ 8 | , もきつと阶てるといふ 
安心が あるから だら ぅか？ •血 y 5 1^啤 11 肥4^.:子11 #2 . ^ 仏ギャンゲ |? ‘の£ 
m 靈が テ 。リズムが獻£しても.料た盟は ^ 邮に.を «* まさ2?ある。 

いづれ にしても、 ファッショの ぎ 挪 は-: 4 ^< %亡の ^ ^.防にがつて*ギ^^紀の此說 ^:: に 
して*民埃の自カに訴ふろの ^ 生くるにがなきどだ！^に奶るものである。そして以私5^ 
は •今、 殆ん— たん！ m で f てゐ るので ある。：^ は鬆の 您雜 部 5 は それとの 繁 
1 交を なければ ならな い P で r 。 觳 §1 31 政 落び 隳 一 Mq 惡 pv r r 

览 米の 日本に？； する nkM j ^5 ® is である。 y ット . ^,« $1 |? 1 り だ。 

日¥辯は尾 ^ ー ^ 鎖から* ^ !5*系.黯.黯、新ボへ&2^議 & 

gs f t 。 それは 齧」 き gg 黠爲ら ではなく、” 奶 *: %研窮 1 巧からで も 
なく* 鼯錾 S の® とい ふ MSiKS からで ある。 i るに 忘 f ^ t 
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L • ctt . f £c X C0t じ 1* うし » « ていこ<し » 蘩 -- k u ** /w こ < k s い < t > ん必い 

虻 的 勢力は 资 本电 義で あり* n 由 主義で あり、 帝國主 義で ある。 玆に 日本 S 國際關 係に おける 



- 戴 ま -5 IC 5 S ん ，。ど > , 1 .ノ— •「「 V SI . 

•チレムマがあるのだ。そして茲に又*ロ本においてファッシヨ運觔が起らねばならぬ現改的理 

和からでぁつてはならぬ。それは琴日繫ぎ§製,私でなければならぬ。 

¥靈紙£艇 るゃ ー凝 靜 K si s v その監 i ィデォ ロ f を 造 させ、 餒 



し * f そし fi - a i * ll c * t .» 曼 •‘ ん法ん X づ t 1!ぅ «- ぃしん nQ r 17、 い 

主 ^ ft 爭絕科 s - 對 の 一枚 ^ 板を 外した ことによ つて •その 指 ^ 精神の ファッショ ^ ^ 向を 餘依 



て會てん ^. 



5 .zs v « > £ぅ之 -> n . 戈ぜ 

なくして、 陣發 内に 大動 搖を來 した。 何故で あつたか？ 



1 んし うじ へん C 0 

.それは こ 0 滿洲 $變にゎけるロ 



0 

?| 

T 

ク 

V 

m 

3r 

勧 

の 一 



? 乂繫は • n c s ^ t が S 辯 ^ sllrsg 襲 ^:- _繫ではなく*取ろ赛浩にょ 
っ ^ 4&が 1 すれる ^ の谣'£絜の銨 ^ "£に，をれぬ觀パったからごぁる。 
そして 銮罄 sf には 髮 k f v 篮拟に f る ■が ぁったの だ。 この の 
找 ^ 繫* こ QMf が f ては •駆邮 i ? ロギ i •絜 その 齡 繫い擊しなけ 

れば ならな かつた の だ。 

im 抓の ファッショ 一； -—— 獻， 敝取 ^ ゲ柩機として，|庵130陣释'か動褅し决裂し、 
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黠ギ 繫扣 S 擊 の銨 和 か P れを t ?- 01 ファッショへの したの 

で* ジヤ ー ナリ ズムは それを： 而白 # 分に 蛾し 立てた。 それによ つて- 的まで ジャ ー ナ リズム か 
ら 無視され てた ろ 所 Q (そし 1 . ^防*.無,されるだけ 3 « 1 - 飢しか|^たなかったが&故；^ 

に日鏨ギ 漦 _の齡が，齡かに鬆似した。 

それまで でも gg 義 から ファッショ V 呼ばれ、 鋁 と！. ばれ . 5! は gg と！， ばれ 
ろ所の所謂繁&は*|:ぎ^れ ^ たのである"8し*擧の韻髮 £ |に&把した 
，飯と 、 Si 取 ? 2 1 として‘ & I {に！ 1!- った _ 黯と • M じく 配 組 抓とは いへ 
sf S 1. M を i にす る ものが ある。 梁は！^ g 誰に 配 り • 觀は 梁 ^ S — 

の g f f する。 そし ^ から ^ た ^ I SJ K li ss ' r gs ^ す ものは、 その ® 1 - 

S 的 犯 冲 a ちそ S P # 1 : が 盤* 黯 •阶製 - 歡 して S 船 ks sz 辯 J にある 犯で ある 
どれに 沉 して Hi 的 tn とする P 蒙 7 1 が &っ ^ いい潔 は •そ q 把 證祖の 5 ^ 

1 -- して ¥ gslu n c 觀 r K 韻 g も* ょく gf て みれば- 1 の ニ ■の 飢 

. 1■ : 
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狀 現の 動 運耱シ ツァフ 本日 



於せ から％ り ？ て S と .？!.: ふ。 系 ^ 群 ^ に 辦づぃ て •肥 P ? ァ ッショ 觀 のげ黯 

を！^ し •圯つ s g を M へる釈 にしょぅ o sl £ e : ^? を & ろ ものと •和洋 的 立場を 取 6 ものと 
— g し、 謎* かぅ齪 したから とて • s f 和に 舉かぢ i し • M r w に 鬚の ■し 
である^^は抓斯ともする职はで-^ぬが^亂孤崔心を東洋に姐くものと’两洋に於くもの 

kT^f. 

と 考 へられる。 

一不控 にぉけ る淀 の コペル' 一 クス i'ml li 1 ' 、 鞋 お泛 饜 から SS へと 詬 する 犯 

だ 。 K r Jtfc - s 凝 isi ^- つてゐ る。 

2 東洋 的 立 塲を取 るら の 

一 玄洋社 •通人 會 •黑龍 畚 、生産 黨 

類 i p を & ろ黯觀 si s は. 阳黯 でぁり* 證邮 でぁる 犯で ぁる) その觀 i で 

あり •排 ®? 咖 である 肥！ ^跑はファツショ的龄ぎを多分に持つてゐるのだが、之れをファツシ 



一-， ひ 一 》 



ョ— の^ gr 。 それは マルクス •ィデ 才ロ f やジャ l 
リズムが •外邮 から 勝手にく つ CPI “ 

•J れら こ <4* *> L b f lf ん hu »*« • 

11 f f —多:: は！ rf モ f s で专 アンチ • f す ぅア ィ ックか 

な 1、 ;¢ 文明の 中に f ながら 近代 文 rf ず. 滔 i が f ないから •羝を f て 

?,^ f . f 

露の— fi — き 

p . rlr^i 

;,! u o ' i 2 i , ら ； i っ — PFgf 證—ぃ ふ もの 
I* f ん f か r /%; つ ill - rf 。 莖 f し, if ! 
播 if i ょぅ t なかつ た ふ 挺 Er て • rri なかで r 
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«现 の IS 運 ■シ y ァフ 本日 



どれは 把德 Sr 犯る Kl fi5.: £ r ir 擊 诞ひ は M 知を へたの だが，そこにはギ！3 
« c であ 01 i 器で あ & ff け* 峨か 一っ Sii らしぃ H かな V の を&?ゐる ¥-- は、阶纪であ& 
それが！^^ |であるにもせょ*齡室であ6にもせょ*とにかくーっの動かないものを持ち"此の 
»]? かない 加！ ^って生きてげかぅとするひ此此が ^- この來洋的ファッショ阐 ^: の持っファッ 

シ t / p 配で ある。 ^ 聊かなぃ I っの 黠な爲 A ;: r & r れ さへ すれげ •擊は それに S 
紀财紙^^ £< ^5をし 5^ ぃてげく.その ^ ^ の阳概3|§は*ー種の.〕 85 的你抵であろと泛 

ひ|^それは誔、&ん辟なデモクラティックな繁からぃへば緊な鋈邮な挪翠奶の 

机 •一つの 亂 «!:: が^1され 6 といふ狀 ^.: を取る&になる。併し、それだから"そんな舊式 
な 脱 配は、 ぼ 把 纪れで 似に 史たな いと 11 K ひ 奶って しま ふこと が* 今 U ではで きな くな った 0 
冗化纪呢 の%^ たる デモ クラシ 4 は* ゲや完 全に 行き 詰って しまった。 その Q I 11 主 の 政治 

蘄す 5 ァッシ mF 氣 is 的から • « しぃ黯 懸を一 i しなければ なら气 i に S られっ 
、あ6。そして化のファッショ晰抓歡の必姑は、厭齡なしに，吾々をして民族の1史を見0さ 
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ヤ囊為， 免 



S 頭 山 5 ？ 麥 ri れ き」 製 yi た。；^ 

眠れる M 的 存在で あ H り a ない がふの 摩巧その ^ らぞめふち ^ 



f ! . s F ぃ 。娶 p^f 蒙 繫變ら黑 へと 

て來 たので to それは ムツ ソリ ，一 1 g 衣 g •ヒツ トラ！ ^ の 黎の齡 P S : 味す 
あ 6 0 



K 現の 動 運 ■ V クァフ 本 Q 



まだ r ぃの だらぅ。歡ぅは認し、詬.ち ±* ; らん犯の1的も糾きを霸してゐる。 

g lii i が 軟て &つを， ^ なければ- ^ 5器が ^ てふパ泛^づけなければな6な 
ぃ。 颭怎 1 、つ、 はい 品 は、 1 ^ 4 S & めには ii でも 一 "4を"抛げ"出すがぎぁるのだ'此の 
肥し 死 cg AS fe づけ S け s £ と K 6 が & つ &胳|のだ。がゃる呢なら* 
k れ ]«:^ れと—な把治すろも？*さ.て、そ.^なら£1擬でゃろかといふに.說れもゃり切 
る 者がない 0 

sifpi - 

si ± L だが、 髮配 むらく は 08 をぎ て & なぃ。 その 群 乾 ^ 霞と 壤 とは 如すべき もの 
がぁる*か、 .^17 1* #, ば斯化の齡米に航じて祀批織されねばならぬ。そこで大日^^炸猫が組織さ 
れたが 、^! れは 8犯 ^ てのものが祀紀艇されたといふょりも，日ね亂过筢と黑龍贫とが合併し 
S でぁる o 齡いぃ|‘が觀机で起れたのではなく-むしろ « しぃ‘が£ ^ &ちぎ 
まれた Mr る。 そこで @ 飢 |: 15 豁たる龜資して靶つた。 

顯 ^ ^ 说 ^ へば 5-- 30〇0*紙らしぃ馨を ? てぼ ^ せぱ1抓の83〇〇 
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00 であろ。 〇〇〇〇 である 事が 不私斯 な ^- であると いふので はない 〇 〇〇〇〇は船^^の 0 

〇 でぁる。 そ 880 抓 篇で ts - が •觀 P して-馬 蒙 〔 1 1 .^して、 ^ るチャ 

I ミン ダな^ i たらしめ るので あろ • ggg の 〇〇〇〇は.ぎのがめ， 2|^ のがめ.=^^に^^ 

の決死的行動反悟す爲の.岐繫* ^1 ^ | ±^ 3記でなければなら2‘の||め ..* 心 

の广 T めに 世間 的： 《もを浴せられても、それを炎|として|^し-%, ^< ||としてそれを州ね 
返す だけ の靈を.その綴の ^ ^;たねばなら2。 

暴プ團 0 存机现 山は s ょりそ Q PP * 論に 在ろ のでは なく •その • !. “ に ^ り * ffi r rl : 4 るので 

ある“ヲ切にしてかく^き巧^し&ぢルらせ- ^ はが家する雕べ嚴ぎな〜ム 
ッソリ -I S 黔 {r t ッ トラ— の ナチ ス黯； ^.此ょり 5-- ^ が擊ぁる。觀浮8 
机 織は かく S 如き 货味 5ぃて爲|べきでぁつた。 1: ^ 12は認黯とぃふ||4^おが 
あつたのた。それはたとへ*或 5$; は也纪 # < ^ 1 ^ を孤すことにょつて.威紀紀のぽ ^, < ' 1.どされ. 
或時は尺政 ^ れ閣を倒すことにょつて-也 ^: 1 ^;阶院外配ど呼ばれたにしても、げ滩财紀似 ^ 6 は 
5 5 の 日-^ §亂からはて.間見ひ€い一ん|3のお1|であるに邮|处ないのだ。だから- 



— ¢4 — 



状 現の 觔迅ョ •ンタ アフ本 9 



もっとず 妓して卸閣運動に一路巡.兆する卞 1: *陀史的意義-かあるのだ。闷尺莬と合流して*生 
紀％を矿.既する犯はポい0咐し，さうした犯にょって、-黑私#の,史的使 (.?;' を去嘮する事に侦 
の i 影 か あろ か？ •一 ii 私 r うさ うした 一し史 ^ 使献を脱すべき肥& ^ へなくなった 
ii le あるならば、 純 •私に* 沉ドが ん で も* かくの 如き 無 船な ss 5: WSLX 、 ^ / t l : m^ ci 
れた® をして、 その 把 粉を が 行せ しめょうと しなかった のか？ 茲に ファッショ 的 W 行 m 
fi 3: としての 1 ^ の^ § 哪と m 抓の 曖昧 不徹 1 が ある。 

ゼ船釦に祀して軾てかくの虻きギポを見すろ鲈比は-ぜ衆矿が一^本仍网粹的浪人團敝を较一 
して •その 一 尤纈虻 を 妒 ぐる ?1 に、纪し-その鹧杉邮妒沉&故'かあ6と胍ふからであ60 3う 
しなくとも- £ 1では- ^ 1扪とぃへば、そのが护の 1] »)1 ゼのあぃ因1.隊係がら*1齓の〇0 

• » % も *» ^ ♦ 賞し こと 

〇と思つてゐる0勿論*世間からさう思はれてゐろから*さうならなければならないといふ取 
はない が、 №* 1 から 〇〇〇 と 呼ばれた から 恥 ぢな ければ ならない とい ふ 现巾は どこに もない。 
〇〇〇とげぱれて恥ぢなければならぬ場合は*それが私利私慾の上に立っ卟だけである。$道 
にしてから が*! iT ル. ®,: んと t ぶなら . w ir な 000 である。 松る に 皇軍の 旗 财なる 所以は. 民族 
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狀 T ? の 動 死 a V ， ァフ 本日 



かくの H き絮辦 •鍪 S TI に if れ、 靜 • げて 
も阳し 1 ? くはなぃ“1に&くとふれまで6航に.繫義ゃ繼義 ^: き1しばか 

り やって、 の 扩 g には 一 1 ■^ 幻ばないといふ妮は-いかに纪 ^ 水から恕鲥資侖を格き 

±* げろ黯避とはぃへ， ^ ^; が& .^ ぃてゐて、|£されなぃ。資惹贫も趙泰も*ガ 
M & m から W れば 、 H C 黯 脱に祀しては麗である。&裳；ぎけはそのま、にしてぽぃて 
鬆義だけ & してしまへば.€ 1 は鍪会どぃふ ^ 手€な把 ^ £ ^ は8され 
ない。 

M7 l« my& Et になって から* いやに 1 ^っほくなり*それだけ汊||3行動が姬くなった抒 
に ^ へられるのは-黯0〔 1 驗として ^ られろ繫である-たとへ£| ^ はどんなデ 
漦ぁらうとも、 ?! と靈とで|:し“が*鬆にぉぃては辯がぁる。藍齡あ3す 

る 似に なって から たしかに i ^ l wl には 一飛 ^; をを げたで あらう。 资本主 義を件 定 す 
ろ m な 說1も咿が利かなくなったであらうし.政花との腐れ綵も豳たなけれぱならなくなった 
であらう 。しかし、 さうな ると •速 抓 支持の 基礎を どこに S く かが 叩 啟 であろ。 大衆を 莊礎に 
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組織述動を展 ^ しよぅとするならば*もっと整 1 1 ' たる ?|» 論と紐織とを斯たねばならず.幻似 ^: 
1/, で 行かぅ とするならば •東！ tQ ことは 勿論 • 0 1 . |1;の ¥; ももっとゥ.\と松齡 ^" ろ议奶がぁる〇 
といって 〇0〇 も 今： 史 人聞きが よくない とい ふ阳 にい かに も 紙 !^ ル の ゼン トル マンら しく- a 
にすましてしまっては*中途也端に出來4ってしまつて、俯もする圯躬がなくなってしまふ。 
配 中 i ?& f A 2 v にょっ' ■類备 ふの-か •っくられた 一で ぁる。 それ も ig Kf 好 
ぃ思ひっきにはちがひなぃが-1航それは讓への露を監しょぅとぃふのか.それとも漱 
蒙への g 士を势 敗しょぅ とぃ ふ Q か •ぃづれ にしても ^' W 断が 虹 y して みれば.；^ れ までの g 

な紀 €髮の磐は爲 ^ なって％た-黯§ ^ ゆ啦しをや |, £は对ぃにぁろ。 

i AS の證 V Is s ai だけで • i 黯 1 :ぼ製をも&たなぃ^&るふれからの 
滿洲 浪人は、 挺で も 版かなぃ 似な！！ 辦ぎと綴との”に綴をぎ‘めてげくのでなかったら 
何の 仕事 も m 来 やしなぃし、 鬆 をに ^ ちはしなぃ。啦し*餡 ^ は、雜こそ；2 ^ 
活力？ なければ ならぬ。 そして AJL 窮 こそ §が告齡 ^: へきチャンスでぁり、 
縱 横の 诉動髮 でなければ ならぬ 。ムッソ！ -C フ ァッ シヨ 1 盔は 、ぬに g 蒙 雜妒 
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狀 現の 動；！ ョジタ T フ本 B 



此 m 似 3れ ^: がく似された奶が邮一故化でぁる0もし滿蒙義熟な 6 ものが、かくの如き啟3の 
下に！^ される ものであるなら ば、 その i 史的 使命た ろ や 極めて 重 35 大 なろ もの ありと？ 5 ふべ 
きで ある 0 

ニ 國 本社、 行 地 社、 鞞武會 、日 協 

配私啦の？^^1¥甜ぽ1姬虹には、的にも配齡がころがりがんで,さぅな概辦 *; 爬挪ぎ 
常 & の 一 廓に おいて 隳‘ 2 1 ' れつ、あ 6 ので、駆本社なるもの、伊在が*始めて社#に知れ 6 技 
になつた。隱然勢尔ゲがつてゐて-その本部は御殿の様な芯阳なものだといふことであ6。併 
し、 その 旮 U の _^成內你を兑ると*役人とか軍厂とかいふ衷が多い様だ0それも下級ではなく 
J -; k の 齡が 多ぃ取 だ。 

そこで-配してぼってみると、露な£$ ?; ^ ポルとぃふも2、證 *'° 1してゐ6 
から- !2: 仏*その#化が現狀維抟に鲥き、支配陪級の味方をしたがるから、&史を'|じて、永 
^: 咕,辦 ^ がくとして扣り、紀呢 ^ ヵ |1 < はなり得なぃ0從つて資本主義支祀下の扣代では、勢*ひ 
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杏 本 キ：苑擁護をゃらざ 6 を阶なくなる0ファッショ邮な聪縱彤ゃ !5? 化 144 ^ 期悅$れなぃ0叙1 
科 7 に 有ろ； ；-1らぅから*相當な人：；：；；が斷1:;されるずは受合ひだ.か、それは ^ 私のが^^-が啦 
くと. >¢1 だけて 此探 が 投两 &を议牧するのと九差はない0見興なる^咐もそれにょつて配らさ 
れはしないだらぅ。 
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状 現の® 運 ョ V クアフ 本日 



而も フル ジ m アジ— の 見 ^ 掩謎の © めに-名もなき良^にのぞんで先此を船ゲことの撕 ^ 逆な 
るを 悟り、 そ Sg に 安ん ずる ことができ なくなった。 ^^鬆の|^などは、批からは|^ 



が故&くなった。證群ども\蟲べ打贏く 1: .荔で、鑕，なるか沉らなくな 

0f0^0rfi t s$ S 3* ,<ip 

來 なくな 0 、 荇- か 廻らな くな つた。 

繫 ^ 游 £: 斯ぅした緊 £ <: 1たな ^ 1! ^ 辦时 ^ を&ぃ'居る¥氍がその 

大部分で ある。 彼等は 今までの 枝に 紳士的な 犯しい赖をしてがりすましてはがれなくなつてゐ 

so,!i:.^LWlnI,p r ^ ? f & & ^£」T、^ ^ ,Q ^ 、5^l ^ ^ 

を S しなければ ならなぃ と y ぃでゐ る。 影には ■_は||募でぁり、ぎ類 ^ .ぁ 
る。把に、彼,は武爺に社 # : 41^ £: ^ することを奶するのでぁる。辦髮 « 1 , 黯紙がた 

り得るので 2> ろ。 

f なると、 黯はそ s ィデォ B . T に ^ て 於ろ。 啦窮 i r HS — 
r H c iis st , H c 龄 び髮 sf 理 f 
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的 敎竹 S 私 風を 改革し、 虹 個の a 本 3私を疗畆すべき京國 ^ 狄11がの赏||を,す。 

一、 天皇 良 政の 本 S に 則り、 E 利を 主として K 泥を 1 とする 4 ^ 配がの呢祀を扩破し、您 
兆 心を 一にして 天尤を 四海に 恢弘す べき 皇亂的 政治 紐 織の •技 1 を 期す。 

一、 一 君 m ルの E 風に 弗き、^ 1 :を起として民輻を船とすろが本甘義經汍の街取を棑除し 
全： 3 の 生活を 安定せ しむべき 阜國 的經沪 組 轍の . W 現を 期す。 

之れ を 要約す ると • 「 R 本阈骷 取 理 に 站き資 木 主 を 把 革す る J とい ふ轳 になる。 即 V 
その 立埸は 的 閱 家主 涟で ぁり* 或は ぽ取 •的 W 族 M 料で ぁる。 併し、 「亂成的|^を阳叽し 1— 
とい ひ* i iff -: 個 SH 本 を 对成す」といふ爬がらいへば、：^族お紀ょりも亂：^主苑の抑を如 



り 



たいの かも 知れぬ。 

それでは 代 族 中：® と kw 生 遴と 、どぅ 起 ふの かとい ふ 吸 亂で ぁる ( 

岑んぞくし_霤 



辯し & とぃへ ば • § & ひに その i の 1 を i い、 i も f 繫し なければ な 
らぬといふ前拢の上に立つのでぁ 6 。すると此に、日本の場がについて考へれば、西ぐに問題 
になろ のは* それなら ば 口木は •私鮮 ル 族の^:! をい かにす 6 かとい、 ふ 犯で ぁる。 
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狀 現と 動！® コ v タアフ 本日 
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i ? %x 



のぬ紀阳於の咐||にしても、%る|2 « 族としては別僩に卷へられ ?» にしても、朝鮮试族けじに 
' B " ^' 斯 M ; GW に^ |容されてしまつたのだから、 ^- れには日米國代としての惊遇を與へさへすれ 
ば脱既はないではないかといふ風なゴマヵシが利く、 ^' し、さぅ-*ふ || 的なら その W K . 主義 

^ するに" 1 啦證 ?* ぁり、胍 ^ 齬_でぁろ。そして 3< 1 ^ 漦齡でぁろ恥 
り、 は S して^! れと艇 謝 レなぃ。 K ち、 その 一 S 藍 & は、 装の 駆 にはな 
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W 現の® ヨシ クアフ 本 B 



神狀天免御即位の御詔勅にコハ纪を兼ね、都を蚍き*八^を&.ふて铲となす啦圹ならずや」 
とあ6の 5: 1« £ み違へて、それ 5: 现代の1國主铊とゴッチャにしてしまふからいけないのだ0六 
合を龙ね、八软を枨ふとは、尤敫悲の呈逍を似て、诹くね純を把跑するといふぼがでぁ60ナ聊 
ち 3 配を 犯と する 藍ち、まっろはぬ黯をしてまっろひぁらしめ-器をして贺そ給 

において i 女 褚を fr しめ* fel の游を ぼしめ 6 といふガ ^1- ^の拓賊であ 6 。そこにはあ断封紀 
S な 利 sr a L l:— fnI: 2‘ A*i 」Ttjl:os5，EHAlpK> u c %- m w<- G 

ii、 H c s? 5 ?の辯お& でぁるの だ。 觳黠の_もそれでぁるし、 ^ 靈の駔とい 

ふの も それで あるの だ。 

それは それでい 1として、神ぬ诗の中心^^对 /||5 船呢以が、その,阪紀 ^ 叱 0" ^ におい 

て 「 S 铤は黯 に妒此 錢 & ぎ ^ 器黎 ：^ぐ阳證 ^ ボ ^ 讓に歡ら 

んと する mg の ？ 、 藍を糾靈 ^ ん丰るぁでぁり- |5: 0 ? して-レ.ーン、ムッ 

ソ！ 一、 ヒット ラ— に範を 取ろ J と 云って ゐ 6 所は* いかにも ファッショ 邮 である。 即戚敗 撕 
牧で ぁる。 が、 その 證裘 W る ものを、 敗 1 航の繫搬すにしても、2 ^ がぁる。％、 
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晰谨配の ^ 讓すろにしても、議の裝がぁる。その靈と觀の霞、歲、於 ^ 

おいて、 ぞ K 的敎竹 机 織と いひ、 的 政治 組織と いひ、^ <• 齡 ii 桃 紙 科 船 船 とい ふから には 
そこには E ら、 沒國 的なる^ 2な何物か ^ なければならぬ。それを对呢机 ^ のボをぼりていへ 
ば、 「革新の 範 阅を 0 シァの右倾、ドィッの紀郇にぬ^-る」といふのだが、^れでは紙の犯 
やら 要 铽を得 ない。 頭には 烏 & 子を 被らせ 胴 1 には 網财を總- は せれば い-とい ふの か？ 

K の 力を 以て* K 存良カ ビ倒すといふのはい^併し & 齡歡がいといふ沉故は、'、^ 
念 W 系の 明晰を 缺 いで ゐる。 W の^ § は 「賦似 銳が〕 とい ふべき ではなく 「时 ■挪が〕 とい ふ 

ならぬ からで ぁ 60 つ まり- 皇郎盹 1 ^^^•かがジ龆せて-怵を鲰さなければならぬかとい 

へば • SK ls lsi 料との ¥ ? 磐す る ^ の歡 i wl な pi 邮繫く を g す q でぁる 0 

さぅ いふ ィデ ォ o ギ ー にならなければ、 空： 國的社 W 改承戰 珑に おいて • ¢1 :獨 n の 破 •ぬ 配 術が 

%きぽて％なぃ。繫_逛に |:1 1, &めた ^ £邮 1 5| & ^ 、ギ_3^ ^ 思 
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状 現の 勧® 3 ジタ アフ 本日 



と • Tt I ^ WK 力® 者の 忠動 K 義との 歷ヵを以て、中間の非あ即邮骷か取％が1歉嫩みに概み吖つ 
琪でぁ る。 之れ を 空 國的 社# 矾に おける 空！： 的 抉 帘キ ：蓰の 阳 術と いふので ぁる o r れで げ け 

名ぅ备ん ひ < «> ぅこく1 « ぁくしだ，せぃ|*ょく r t っ鶼 i c くる 

ぱ、中 |:|] の非 *. 國的惡指绰勢カはぺチャンコに叩き泔せるのでぁる0 {|'1. を苦しんで*0シァの 
村と か' 






•? •* 、 .-C SK 

-ツの 左と 力い ふ ものを 手本と する 必要が あかる か* 



g ふに- 蒎 」氏 が ロシァの 铲か ：トィ ッ S がかい ふのは- S 禁：一 駿 _ ?: にぎ 
らぅ。見に，神ぬ祝は*阳兔社ぽ把義なら，啦 #; 贫泡狀对ぃに^なりとぃふぼ阳で、齡摇|の 

■' JS A - Jt r fti o t ^ L 



• • <かし笮く »> いし !||» 1 てん *> 、 .1 



1 紫 芯：^ 類 萬」？ 繁し •鸛 もす K & になった。 そして g 黯 化 

參 II • 觀紙 「 € 緊 _ 」 ( ぎ 「 § 譜藍ぎ と藍 ) には、歡黎 ? 緊犯び献 

松 氏 並びに 轉向 派鬪士 が絍 1 を 揃へ て 立った ので ぁる。 

9 t ( l A > ( x c / いは d 6 »€ ひ >*► い み せんじ_ ^ 

だから、 大川 氏の 所 1 s r ロシ T の 右 •ドィッの 左 j は •さぅ いふ ^: 味での 戰術 として みれば 



♦い - 龙 



一應は 成功した ものと 云は なければ なろ まい。 併し* 大 111 * 氏には その 先き が 無い ので あろ。 つ 
まり、 それからの 泉 阔 的な 獨 0 な 建設 案と いふ ものがない ので ある。 その 「ロシアの t,-i •ドイツ 



67 



の 左」 なる 提 1 E が •大川 氏の 建設 内 咨で ぁると するならば-それは 獨り対 Jlis 氏 だけが 敉はれ な 
いだけでは なく、 日本 國ルが 私 はれない 。只 何でも 破壊 さへ すれば い、 の だ o は ロシァの 
右*ドィッの左に任せろでは、折亂の「皇國的」1以運乳が邮に||つてしまふ。_阳紀にして 
からが •どぅゃって 上 好ぃ のか i " 手が 如らず •黎 せの 駘 努 れの製 黯_右 避 の颳 
15 b シァの 右と いふ r つ) か* 阈 以社钤主遴(大川^の呢說ドィッの？^いふ*や、つ)で [||1 4 に纪 
せる ょり 外には. 手を つけて みょぅが ない とい ふ祺 になる。 大 ill . l R L も G ： 化に 辦哪 の歡が ない！ 5 
上それで ^ 1 * いとして尥くょり外に仕方がないのでぁる0 

その代り •破坺 の 方 だけは •自也 で やる と 公一 一一 C したから には •が 度 やつて みせ 6 とい ふわけ 
で-如 S 、 禁に s ' l g らしぃ mM l . m した。 そ ^ は‘ かれ！ 一 かれ - i r s r i 

明 氏 や、 nE 康 is 氏 等) との 思 1 B の祀は 運動 ^ の 把 統 について は、 泥- 舻 歉听 に矿 する から 
茲に は軎 けない。 

r s s 举黯沉 の紀 & ゲてゐる梁浮 |5 戀の$妒船 «|* ; _か. ^1 |? 怎纪 



— GS — 




狀 現の 動 運 ■ V クァフ 本日 



t 笔 ss 、 t gi E ? 影を P に 窮し ふ黯 ⑷義を 黯 として . ^ ^^ ^ ll fnli 

__ #:: 8 ; ^ ^ | 11 )なるものを « 1 4 8 した犯がぁる。，^の&歡「還觀. 1 は、黯私 
を％ してし まった がかぅ した g l s ng 觀 !. ■ |の歡をぎ犯は‘れも霸し 
ながら •それが 忘 如 £ $ るのは- ^ 如似された_の 1 11 黎繫がなぃのと.それを 
活かし 切 る ^- の中心た物がなぃからでぁミ ^ 川礼峨も把ぃが-财漱 ^ むらくは^^に航ぜず 

，に 嚼ぃ。批に黯が ^ 4 記かず.装の*震の-黯 ^ 監齋らポき ^ てしまっ 
てゐ *0。 一 繫もぃ ま 一 似 とぃ ふ ^ ぁろ A の 於の呢 ゃ影の 犯な どは、 證^ Jst のさ 
へ*シッヵリ摘んで&み齡へさへしなかつたら祭^{ないのだ0それょりも*潔，論や职断 
運動といふものに把して.もつと熱ぼを持ち、正しい|!^を纪たなけれぱゥソだ0それらに配 
して！ 4 しぃ ii ' M を & っ だけでは ^ りな ぃ。？ kW£V ® ■の • ??! は gggg ^ gc r 
だけの 誠がなければ ダ メだ 。それでなければ 國 wr y IAf ではない 0 

そ $ゃらなぃのはふ /.|5 し氏の黑では、舞配ぃとぃふょりもム齒餚黯 ^ ぉぃて 
その 絜駱 ^ ^ * 翠 たる 藍が 11 ぃので—。 そし— れは郎 ょり讅 r l t a * の 藍 
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ではない。对叱氏を中心 <?: して袖佐する札の赀任でもあ 6 0それを等閑に附すろは*大川氏を 
して 大を 成さし むる i ： 以でな い。 

3 西洋 的 立塲を 取る もの 

一 國 家社會 主義 的な もの 

—— 北 一輝 氏の 「 B 本 改造 法案 大網」 を 中心に 1 

霞_の段 1 1繫は*靈2擊磬'黯31?5の 1? ^ 概でぁる。|篇とぃって 

も分らない諕&.かあるかも知れないから*先づその大骯0輪脉を說明す6ことにする。 

P 靈 gsQ 犯で—。 1 ^ l ^- B ir 备 S 篮 s " s s として ム & っ T < 和 配 

してゐたの ^ ^ 聲はみ装齡しを記んで髮に超ビ泰ょりもポ ^ がが ^ ぃか 

ら歸れ と迎ひ に 行つ たもので ある。 
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吠 現の 勘迷ョ V タアフ 本日 



それからがの齡は、 |^ 8* 七§3篇逢ゲ，$歲 ^ 髮から_紀すべき怒裝 

散既を ^ :以するため、先づ！1:本の腐りかけた ^: ?: 1 どん龄から歡へ租して*い本がにの^|に 

F ぅ、 とぃ ふ i . ff ^ & し、 繫が 一し 志 st ff v s ; 夫し 氏 (溶 ^ ゃ S (尨 

I - 1- fm^r0^f ^ i & 21- 

の三以が *|'? ^ なり、 § : - _め ^ 惹|!雜齡&^れた。それ ^ 經でぁろ。 
00 00 & 0 ^ . 00 00 . ^ 
i ヤ 3 r 船 & T S S & の 4 M r i まった。 

y l st 氏が 载 ^ 爵 5^ ぃたものだとぃふ「 1 ; 4黯繼」がふの_めて鬆に把さ 
れ* K 心の 1 L 黠 された。 すなは ちそれ が i 黯 爲の 怨 黯と なった ので ぁる。 

それには y ft - Ji に g I の 繼 * 繫、 |?鬆び觀證 $:, |されてぁろ。その麥は韶 
一が！^ なき Si を § めろ ^ ^ ¥讓 ^ §觀. ^ 1; ^ ^ 8£* ^ 叱 ■ 

此の北氏の日 ^2 ^ ^ は、1齡の^化此人起|!をそのま- 11* : ¥にせか3ぅ <*: いふ^:^でぁっ 
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て^日^-主遂兰岑から個人主遂を统 ^ しよぅとするものではなヒ ^ 一^以のお托私斯鼠 

り ^ 」氏 £. 日鍪氣でぁるとして)は黯$ |^ と靈しなぃばかりでなく“ ^ 

&の ±: に ? ものでぁる。贤 ^ 繫配が黠 ^ り*斯ぎぁろ4*へろ ^ - « く絕配 

•洋で製でぁる。證馨も繫義も ^ 落8の黑は、辯た馨を顏とするもので 

ある* 

そこで ^ の證 ^ *ゃはり 1 邮に『 ^ の§」とぃふことになる‘ & し氏の § 

に雜す6製咐な_ ^ 繼运がぁるふれは； 11 -航ぃ 1: 味で、 ^ ば忘が|^をっ 

かまへ て 「俊の 父ぅ さん j とい ふ k 张で T ふの だったら 1 f ®:: はない 。が 俯し •泥 挪 U K 1? 配の ®;; 
¥に ■い ^ っ 鏨 を ■しょぅと する 把の 磬と して は扣 されな ぃ。 聲を起に し ！ g r g 
とすろ 態度は 不 述误であろと評はなければならぬ0紙 <" とも，亂 {}5, の邮ものであるか、ー^|の 
f のに ぉはします か .5 て • 把黯 11 ?と1とを ^ だ *1 なき齡の§でぁると ||1" はね 
ばなら ぬ。 

ぶ亂 ^ <關％あ' P 1 は 「靈&」子」 でぁる。 それは！ k if が 擊聲 s 靛の 
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狀 現の 勘*® ソ ツアフ 本日 



溶た 落す 今 f &? どた ® か馨忠 C ; 繫 4 參 S かとい ふことは、 漬以 

piK 00 sf.^if f 0 

t 写 ^ 、 s 齧 g 器の i れ で— この K i s 灣 1 说の齡 れを- K した」 日 M 

紀の |; 112ぉぃては. ^ ?^ ^ を拉にし.齧を奶とすることを辦した％しがなぃのでぁる 
tlf して f .? l fe f “ i * r f : ^ % r 6? t ‘ SMf “ 
き ss—lf 「f I If f てゐる f. 

である-； k の 益 溶の尤 賠 f ffi 1 ® せず* 齡ゲて その 黯黠の だ 立たざる 一切の s 
1 の M S S 至 1 は • S に 霧を &さぬぱかりではなく、被らく气賢に終り，改善さへも 
斯ぼ しぼない 。把ん ゃ勒 i 5 r ゃ。 ：. 

ぎ 配を 纪く辦へたならば一影の戀-一などいふ璧邮黯法歡はどこからも汹き出さぬ 
? ある。 寶 の lit " の黯は r 一 S から齡 へられた もの」 であると いふ 觀穿 先つ 幻 梁。 基 
i とならねば ならぬ。 m — T の靛は 「1からの器.1黔攀は「1の藍」でぁり 

r 震の k E J たる f • f If ならねば ならぬ。 それは 泥して 國 民を 天 S 奴 
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ノ r デモ クラシ— 」 ノ 也譯輸入ハ耍*ァランヤ〇」といふのである 0 

これ t I ; ¥ 游 ，靛 はない。 gV 备 igsskvg をして 絕 1 S た 〇 し 

むる にぁった？ はない。 それは 避 落 §が 51 はれてから.鬆. 1; ^ れ & な配1 
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畎 現の 動；® ヨン クアフ 本 n 



y になっ てし まった？、 が i ぼして：® を黯 CD l ' s にぎぅ とい ふ =的で&は 
れ たもので ぁる。 それを 形 i 擊が繫 Sq 黯 P を &8して，^を私化的备踨治3,國 
にして しまった s * Sisi & iS からすれば* 潔では なくして、 全く 失敗に 終っ たも 

ので ある‘ gbts 。 艺ば こそ、 ¢1 每 漂 ¥ m si」f i だ i ♦政 ぃ f 

盤すべく • 3露 ^ ^ 6を紀£^§ならぬのである。齡の靈の如くんば.明治維紀 
の您 r . g f 、 g s II sminr ものでぁる。 

0 £ ^ 6 ^? 配にぉいて ^ ^ の ^? さる、 2: ロは ^ っしかない。それは天§仁慈の大御 

slsf 

郎に阶る船が 1£*1 斯似お2デモクラシ—でぁり、-门 ^ んにして-此 ^ を找すは"本.。2。の何 

i たる かを & らず 、盔絜 を 船， へぬ 袭 蹩紀 ^ ぁる。 

黧 ^ 泰 から 「 1 J と 8せらる ^ マ^#の 5| ゃ％氣_の踅でなぃ*所2が 
あ 0、^成の於から|^と «|5 ぎまつ 6 ^. に*日本^^の忠ずがあ 6 のである。そこに。本即亂 

の ^ ー松にして ^ 還の靈が_されろのでぁろ。ぎを ^ をれば. ^ 駆の_ 
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族 為の ロめに我れを忘れる。？「無 £^ を生 54 の贼則とする。そこに觀の藍が ^* るの 
である。 

—の韶 とは £ぞゃ？絜だれでぁる。耐して褽はニ气魯 ^ 的に觳する虧の 
1 でぁる o ^ gg I く ^ ■は- f 右 もぎ、 名 落 咐黯ぎ黟として ? 

られ ^ ならぬとするのでぁる‘：？ ^ ゃ 1 4&を需とす6邮きは奶5 ^ _でぁ 
る。 現に •配％ 1* ゃ1ぶの 影_のどこに_に祀ひするものがぁ！なすか？そ 
れらは 私、 それ褽 み 親の 配に • _の_あり？ぁろ ^ ぁ6ニ；^んで&くの 
如き §明6撤を奶はんとするが邮き、|.化_のゼだしいものである0 

そ S みならず •繫 c 繫黯 r 義 v 爲 をして ソヴ Hl tu 齡 il l iig の" 亞 

f たらしめ* その きが is に S て航 となる に？ ては‘ P P 配 ニ 
命 的 九 帝— とは-日 f して 忘 繫の gms いて fg さ 1 のでは なく； 



一/。 一 



狀现の 動 運 ■ V ， アフ 本日 



木をして一層西洋の！3|流たらしめんとすものでぁる0之れを|||5すれぱ*批 ^ 1 - には配齡はょく 

祀 めて ゐる が* 繫が；¥が、そ £. ^ 糕露にぉいて& |^ れ ^ ら33でぁる) 
組 • is 器には 氍に® れた Mr を 奶て“黯_を&かし&てゐる。爬へば-&ゼ 

權の擁 護の如きそれであ今日本婦人が ^ 既的にいかに大きな使献と奶割とを斯つてゐるかと 

いふ 兑斯 から • & ^ 說岐黯 |; |じ‘ ^ 紫3製に靈してゐる ^ どは、繫'か 

爲政 ^- としていかに非凡な頭腦の札腎 ^ でぁ 6 かを歡 6 ものであ 6 0奶し-それが^|^の|^ 
では •贤赶 義孤 に带 かされょ ぅとして ゐる^ | が •やはり 配 窮で t ; 窮 には それ. 
藍ぎ ^ からニ ^ その藍慰，爵 ^ &かされねぱならぬといふ黯. |: にな 

らねぱ なぬ らの であ 60 

日¥¥の露 # £, ^ にょれば.露を2て 0 2 |. 靈觀蔚航 <*: 1 * し*それを§て？ 
つの _ g な 5 ^|6齡れとするの で—。 i & はこの 盔邮 義の 1れの敗黯に鬆3れた 

1大ホ|ムでぁる。之れは個人からは肥して#命は漱れ阶さぬといふ把您嫩於にょるものでぁ 

る •だから • ^は1雰 ^ は製の^| ^ 猙にも盔にもなら42のでぁる。滘啦な 
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る ^人“集合を以て ^- 贤を構敗しょぅとする社が如雜の誤淺も來そこにある^札に-机^が% 

H i n % は 4 贫 £: 1 を £: ? , する露のものは*かくの邮き黯紫： 1 泛 ^- ' 

&gi l ， s 翳 g f e&SQ 繫ら t ぬ q である。 

$$ s _ t l ^ p 黯珩が •擊 3 み 黎起靈 J を ^ いて • y 虹 铝に 心す 

る ものが あ— らば •繫が 1 ^ し ^ かざる & ^ |<船なるも3が、 0 ,; ¥ ^ 銳§2こ 
に 1 & し- M 2 にょって S 露‘ たかを、 g r 證霞 し ^ , ろで あらぅ。 それは？ ^ を 比 
て mr の 8ぞし篡とする ^ ボ％ ? 爵_にぽ5である。お3露馨にぉい 
ロてっは ;' 繫 を、® 繫 の黯& 1| にぉいて f が f 、 ぢの能 fr _ Lb かず、 
宫 S なろ 懸への IrFQ であろ。 露は ^ ； r ギ一航 の 船 y した y 虧怨漦 
f^r. - f0$i 0 - 
ならぬ0そ ^ 鬆の萬 ^ 凝，は.緊择靈した14がしてゲギなのではなく.お 
紀 な ^ 繼 §1黑と して (一 濃 勝として)啊 ^ のである。 
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狀 現の 動 * « V タァフ 本日 



ilt - 1 %#: f lT 繫 C り も# さず、 五磁 の&龜 でなければ なら 2。 色： 製 

の即家は*この家1の尺族的結< ^ に玳ならぬからでぁ 6 。この把^^ ^ として >') §ぞの而 
W その 家長、 その 中心 •その 總代 表は すなは ち 天 1 でぁる 0 31 .«* ^ はだの^^ おいて 脱 な 

ろ M した £として鬆 ^ ^ 『で|のではなく齧&户なるがぎ、裳 1 凝 



であるの である。 _舶や返德として繁 ^ 凝ビろ盔のものは‘へ理に5| <- 5 の 

であ 6 。吾等の生命は、天皇の赤子として、！2家の一部分.ー艇成_4&であ 6 “もつと端邮に 
云 へば • ぞ等の生命は ^: {永の附艇物なのであ60その您味で-那.すにがつては陳わがー如であ 
り，筑能であり、絕針である。配してその颭ギか一谢であり.颭齡であり、 |2: 雖であ6席比の 
ものは •吾等が 天皇の 赤子た る W 緣に莊 くので ある 〇 吧 の囚撳 を 無， しては • g . ぞは犯 なる 
歷制祀主の榴ヵ機 ^ 或は人似の榴が纪かの职範機 ^; た6に ^ 1 - ぎぬこと-^^|^3趾 ^-'' ^: 拟 
の麂史が明かに之れを語りつ-あ 6 。我が恥にぉいても、牝船&^配がの颳81断妒似にぉい 

て、 かく SM き籙 i L il した ^; も ぁった。 g に ^ びかく の姬き鬆を*ゎが漦ぁる器货 

に操返すことなからしめんとの*ん縱がから-紀 <" も哪が妒紀射 ^ ^: (;) 汜|;;'か/ £ 636-に 
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至った 0 でぁる。 

今 •吾等 昭和 維新の 免 悟は、® にこの 明治 & 紙の 奶ぼの 配 ^ ^ 啦たら ざるべからざる や 紀 
なき 所で ぁる 。軍な 6 支那 式、^! 式 民主的 齓家主 義 F 命の 無！^ なる は ^: 々 を 船し ない。 歡 
等の 11 水主％は家族も&!を以てその於斯とす&ものな6が批に*陬阳にぉけろ#紀££ #, < , ,航 

誔 §ザ麗 に 4 て i 臨® 紀 ^ &撕となり/ |; £ ^ とが繼¥ ¥| なる抓く，把 

族と 只 族- 國家 と阈家 とも 對等 平等 •かその 掠 則と ならねば ならぬ。 その 排 / J 4 ぬ 以な 6 が财に- 
社 會的に 粗 托的に はた 政治的に 不柯 觀なるべからざ 6 が邮く、その撕批如般ゲる*か批に*即 ^ 

邮に装年 か £ せらる ベ き舉の|^もなぃ。 |? 雜' 1 がァジァ柳 /]4 3 ^ 雜すろ影 

横较を棑擊し、 ¥; ^ 民族 0) < 獨，立っを阶しめてこそ-对斯墘鞀の|4^%^の把姒でぁると歡はね 
ばなら ぬ。 

その i r * 靈の优 ^ -それがたとへ阳磐でぁり-溶繫一が一爲に齡职でぁる 



にもせ ょ、 日本の 獨立 の爲め に 爲 さるべき ではなかった の だ- yj は 啦 £ が挪 /]4 ^1- "でぁり、し郎 

って Si 4 でぁり * 11 の8がき露で£が，，籠乾の翌6&めに*4<哲び 
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状 現の 励 a ヨシツ アフ 本日 
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終に 一つ も 具！ @ 化を 見ず して 死んで しまつた のは！ 5 しい 犯 だ 0 

露、露 ^ |^の1 1? は、_の ?! ^ 5^祭し&くはなかったが、雜 ^ ぉ 
も ひの M % を S って •靡 V スム gt i fe め- 齡 节告馨 に それを 配船 じ ^ た s は r 
( kfi ff00ff ^000^f.r^ f 
f なく 盤し T 、 藍 igigiis 靈 igl 綴 f 褽 した。 P K L が 1 義 

に亂して鋁氍の黪を&る & して.^^かは繫義を髮しょぅとしたからでぁる 

この 說 靈 II I 5 I 靈は叢 っ 1 ^繫 1黯歡 £. 一な も？ ぁった。 
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避の 影 Wc 黎窭、 f 1」 氏が ぁった。？ で、 F 野」 氏が 踅 になり 

•W 

" I s 装繫ぎ s 黯 r p 蓼 ^ に ? 靈繫 驗繫 にょろ PSB 鼢 

愛％ 勤努黨 が 結成され た。 

剛中に、一於において*節此*內ぽ私のが 01- 附次郞*鈴木善ー、八幡吨进*大邦社系の你2 
光造*ボ系の配叩稅の游^にょつて、日本3:^孩が結成された。 

P の i 鏨鬆把 5 It l 鼢 において された i めて 繫&罄£はニルクぶ黯 

齡の M き ^ ^ S に齡起 された" 1織理獻を持たなぃ市でぁった0社免主義に對する记說とぃふ 
ものが •客.、 肌 ^ に 紙 立され てゐ なかった。 即^ 主我とは いひながら、 或 者は 社# 主流 ^ 否 化 
し 或ろ 者は それを 取 ^ した。 



r ii ぎに f 6 綴の 8 みと紀黠戳のだら - 0 2 の辦レぃぼ黯が £ 生ぇ 

W--- した。 それは mvla 本 も 說 SW K でぁる U & 矿周氏は 1 ,縣においてぬ本勤勞寐の運動を開 
始 し、, 邮 把 i£f R u は纪他 招 # t ?t 5 »c Mr g? slw 組合の 運動を 起した。 
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衆 次 ■狩 野 ^ 五十 E 降の 諸氏が 街琪 になった。 

その & 馬 S 德黠 ¥*8 ぎ r 哉」 日義 j s r t に、 1 ll s is r ^f /fr r 

ょぅとい ふ 所で、 兩派& ：： の 籾 觸れが 喷配 になり* とぅ-— 肥！ J のぼ & なきに 於ち 致った- そ 

- 0^0. 

祭け で辦び f •紙 ド廣黯||を.した。繫紹に？^ ^ ニ_黑を- 1| 1! に ^ 妒| 

晁氏を ，机 織 部長に 近 藤榮藏 氏を 据ぇた。 
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どれは衛繫としては鬆&濃でぁっスどぅにも每かなぃふ成派かこ^派ド典 

ff 0 ri ^ 

5だが‘ ^ ^ 繫はそ？ ^ -お即黯肥にまで&ち ?' 」れた。象した’"轉向派 

の I If 手— って藝 ふ— 

^<- IT ^ IIIO -?^ ^ <T .' ^9^ J.-S 

にぁっ KSTKSi 紀は， 節を f だけで ぁって •自然に 同盟の 活動から 浮 5 ってし 

まつ ナ I • lb c IQ 94 Q しら 4 い 脅，？ 免 今 めん 

•1抓なるもの、いか&*8.なものでぁるか.ったのは中谷"§氏等.愛^^面 

i ^。 と if そ 歡が f て— 派の i 妈 S 歡 V ■海^ 彰— 

黠 た ^ 齡 ivp そ？、 辯 ゲ れ ば、 それは _ ^ 沿義乾 1 就 3* れるとずへ 
，かど ぅか、 ir を 人が ぎて-， ぃ雛な ? の If 一 った-!… 
•取气％ 资 祐 黯が漦 に 鎖く すべきぎ 郎踌队 •結の''— 結成に 關^ 



— 抑 一 



的 ssku る 巧 紐 f * ! 歡 g r gf し i たしめ 念仏 f である。 

へ 組合の け 内 ラら じ」 哉 製に よつ て •黯麗 & へそ i が ノ 

い は ^ ほ ^ ぶ " i 品 rs,rsr & ぶ 1^ 



f ば :.: f いふ 紐 加 形跑 をと 取ろ ことが •泰 WI でぁろ 4 5 へる か？ •1 ぽのが 故 こ 资 、这 

P_£T ilf の… ガ 4i 
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状 現の 動 運ョ v 少アフ 本日 
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4 0 本 的 立 塲を 取る もの 

I 日本 村 治 派 同盟の 誕生 
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ぇその 數 にんらぬ S 組で ある。 齧には s お ^ して 辯 し 、緊が褽にぎて^^ 

1 る ^; , を r ながら • f き f る rgvt Msi sr し？ ある f の 把 
1意味 ける。 此の 象の 慧プし VI 1 なること を r めざろ にぉいては • »;; じて嚭 ：4を 

の妒謨 である® 丨 
單にそれが 1 &&からとい纟けのおで繫の德 § の 1 ^ かあろといふゎけ 
ではな い。 ss _5 •责 Is — は • II て f 

一 H ⑴集し § ⑵ 2 かげを f なければ ニ 85 レの證ゲ_し&られ 
ない 吾 ^ 肉 ^ T s はもし 擊かゎ たしの f m の gpgr たなら ば 
とぅ？ し ' 前 sf il Q 抓く に r ぎて しまつた ので あろ。 亂るに芯ぎニもニ 
S ?. 影： 平 v # s ‘ら Tg の f も gr 4 くして ‘ splor ? 
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狀现の m 運 9 y タァフ 本日 



とれ.れ私2でぁらぅ？ 航 へに^ j れ聲 sSBV 心すの W はな ぃ。 锘へ£ でぁ 
るが 故に* われらの この 生命は* 今や 全く 没 比から 0) 祀料 ^ でぁ 6。依0たる_はがるべく抑 
く 返す に 芯かず •とは 十：： 來社 #の_脈でぁる0つまり ', ^ が％あに扣する,船敗の-し町紀 

的 財 ffi を や だ。 

現代^ の m 尤批は •だし 把， に# るの だと！！ ふ。 つまり 把の 撕 ^^は.從んど批 
斯すべからざ厶ほどの莫大な偾務を農村から负つてゐろのでぁる。ぬ£が都ルから：^つてゐる 

00 mfff. 

比 の欺瞞でぁり.デマでぁ 6 0 

併しながら-かくの如き欺瞞は-それが欺瞞でぁるが把に、扮に崎のぼがをもなさず、ー似 
の ナンセンスた 6 外は ない。 もし！ 2 枝の 事を 安 ふべ くん ば、 都市は! 5 m に その 纪脱 祀を取 げて 

絜に S じても、 ま？ Q ^ yg f r . s ? る。 もし 鐶が駿して-游が雜ヒ 

& し K へに％ たら I ? さぅ ぃふ 說はげ 1 ^ り&なぃ私ではなぃ。¥ ^ | ; 1 
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でもない。 そして 都市 人は それに ?^ しては 全く 無能力で あろ 填を 知らねば ならぬ 0 奶紀 でさへ 
それ & しては 11 がで ぁる。 呢と なれば 褽 餛 の 封 ■妒靈だ からで ぁる 0 

错勝の3溶は*駿剛 ^ 於§からも ^ られ-齡 ^ てれば？はなぃが*^4 
市だのそれ & する ^ がこ、まで'来れば*藭駿は邮ょり， 1«:* ^ 部凝31 ^ !::き 
li りが 益の i に ^ す 6。 ® は •か f まで繫 から， ぎた 1 s If I - げて g 
r r!T I ポ 穿 擊 薇を黠 して •藍から f l o 4! た 挺を ■する ことで ぁ 
る。 矿 V 取った P 1 SP 梁 V に證辕 r ことで to 

ニ 日本 村 治 派 同盟の 運動 

爲 P 豁 Ik 湯 4 鋁 • i Ti QH き _ と MS とから 5? れ たも？ ぁる。 

村露1£||は*先づ影を歡に犯めた。そこで ^ だ、叢黯を繫でゃるのか」とぃ 
ふ 冷嘲 や 侮蔑を 幾度 も ダけ た。 

郎 ょり證 ^ は、 靈黯 とぃ ふから には •懸から からの 黯 でぁるべき 15 だ 
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現の wjs ョジク アフ本 n 



都市 人から 或は 都 分からの 没- 4 運動は • 祀治派の運動でなく*町治派の遝動になりはせぬかと 
いふ 件 意が、 横 藤 成 卿 翁から も あった の だ。 しかし •村 治 派の 運 i とい ふ ものは- B じて ^ 3 H 
に 常識的な 货ぃ」 の 狭い ものでは ない の だ。 政く とも •ケ 日の 農 げ 問題 」といふものは*農&'1!け 
の £ 題では なくなつ たの だ。 どれを都市といふものから切0離しては名へられ所の1^^、係3 
拎關係の下に存在する所の全國的問題であ〇,仝世 ^ 的卯題であ6のだ0即ち、1祀呢跞3 
都市- K 吹で あり、 全 H 内 P 題で あり •全 N 際 問® であり •全人 類の 文化 叫 題で あるの だ 0 , t 鄕 
热の谲#三郞氏の如きも*卜茳ギも農村に在って此の問題をひねり |!11 してゐたが，結：3、^! 
れ 1: 都市 問題 化し* 全 _ 的 述動に まで 展開し なければ •どぅに もな らんと いふので、 率先 參加 
したものであ 0 0 

かくの 如く •農 げ問题㈧ボ大性は‘ぬ祀に在ろばかりではな^賊似の辦ずだの撕市生活か 
ボ作叩が*如何にす：尤な挖紂刖題3反而を爲すかを知らねばならぬ。，卽ち.都 ||«* 心活 (/) 屮にお 
いても •立派に 盌以邰 動は 成立ち ぼるばかリではなく.それを都市歡船の中において成立たせ 
ょぅとす ろの •か •"村 治 派 遝 此 の 一っの 大きな 存在理由で も あったの だ 0 
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sp. sf. 0ss^. fit* 0 

二つの 1 が f rw るので ぁる。 翟 から髌 へだけ が-潔 ■の！ ^ の i r tm 
把 ?| へたら •そ S ►ルク S . SQJT へ 於に？ ならぬ。 

斯ぅいふ昆解から*日本村治派同盟へ加盟した人々は*犬川卯(農民文化聯盟〕今關為旃(北 
平 今關砑 究所 —— 北方 支那の 村治學 派の 紹介 ^ ) 岡 本利吉 (ぬ：^ 協 锄 胡 校) 加 藤 一夫 (農 本 4 
钫)虱让萆(愛鄕铉後援者)诵孝三郞(愛鄕塾頭)髙祯芳次郞(日本舉阐)辻潤(老子式村治 
派) 土 田办村 (ST 證) 律 E 光纽 (本 同盟 主 q 者) 赁則 S 村 新 M) 滿 川® 太郞 (興最 8 
^ •伏高 ^ (ぬ本主蓰思想家)武者小路實笟(新しい村)村并弘侑(ロ [(1 系：1:志)小野武夫( ^ 
槊博士 )ロ田康信(王道0本锿主唱者)矢部煳(農本勤勞寐)山川時郞(岡本系间志 I 後糾 
本氏と別れる)古谷榮一(日本主義思想{永 I 本 同盟 シム パ) 今砟聽 (佛敎 W 年 聯盟) 榴戕成 
卿 (自治 學& ) jn 豚 源 九郞 ( p m 系 同志 I 陴軍拽 備少將 ) 雨芥菊 夫 (農本緣兑水卩畀硏究诉レ 
澤田五郞(上杉系阈的帛者)宵趑信一郞(阈民解放社)下中彌三郞(，本同盟名附親)森 [1| 谀次 
郞 (孖姓愛逍埸主江渡狄嶺氏推蓝)等でぁつた。 
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ju •屯の 動 浬ョ ソ少 アフ本 n 



是 ^ の人々の全紀が伫本抵芤相といふヵテゴリーの ^: に^^るかどぅかは纪 |"1^ たが、虹，-も, 



7 



ほん 



•へた 深に、 一松に- yt g ! i ! af s m L ■は ^ から ？ の震 1 ! とぃふものは、鬆蒙 



ではなぃとぃふ風に老へてゐたので’祀治が同:の⑷斯でも-その取で- 

ギクジャクした交錯 > ^ 睽とがぁった>^;松祀治此 (0. 狀紀のィデォロギーをずへば-;^から^! 



.デ ォロギ ーの 上の 



への 大 御、 むの m 現が -.ぬを本とする」といふ 0!: ||を把るのでぁ6〇それは£沉 &< 4ての粑般を 
する ので ぁろ。 妒年，势 ^ £が_してゐるのは、¥'黯を批にして ^ :てら气へき 
社^^ . h を 本に し- 郞 y 杧に すろ！ i に、^ 4 r 齦 鲰して ゐ 6 からで ぁる 〇 抝 に £ w in, g 
の 上で、 尨本主義が八签しく叫ばれなければならぬ现§がぁるのだ。 

つまり、 に 日黯 < 派の， r 漂靈 しきなる も s ， n ,: 想ぎ し 指 綴 ザたる慇ビ鸛せ 



しやくわいそし ^ へ C C 



んとする士の社分紐織の枋語でぁろのだ0然るに、良进といふものが§かに|^-されてゐない 

がめ に* S 靜 にょって ぃたく 黯され た g & sgi ぎ 鹄 されて 「 1 」の餡 & 



かん： 6 かた 



ぐ «> ぃ*?くじんてぃど .& る ひ 



t s r ft t* L 



すろ r へ 方 V 紮人— の i X ク ス f i ァナ- キズム i の 「 x x j の シム ボルと し 

てし か |^されず*それ £ ^ して*鬆黯の蕊として、邮挺||の ^ として|^さ 
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れてゐ な ぃ褽」 4 ?; 緊も ‘黯觀靈に は： g はって ゐた 。そして 把の船のが&に爲 

息げることは*そのん ^ ^^ ポめ |* けるが)に ^ ては-1^を£货 ^ シムボルと 
して 仰ぎ まつる ことは •いきなり 「フ アツ シヨ」 とい ふ ィデ ォロギ |の »|«2 へ啦きがまれて.しま 
ふこと でぁつ た。 フ アツ シ m でも, ぬ が* それは® |_ではなぃとぃふ,でぁつた; 
のことは なぃ。 WQ A 2 T は ： キシ ズム s ni 料 P の！？ H 黯 r ぃふ ことに？ 
i^ /c ^ ft o s^ -p . ^ o ^ ^ ^ ^c K o -r r tl^l i^ G tt l^o^ H- Hr T ^^ ^ - n^ ^ ffi iu 
派の 立場と する 民族史 化史觀 'の r K 立つ てゐ なかつ たので ぁる 0 

k ぅぃふ im ^ >i の fn ,ぁった >" に、名 ¥! ^ 1として|:し ^ た繫极の忍 
踊 三郞 氏が、 &<奶1机歡ぎ ^ 2: 政ぃ¥運 1| をやり甿したとぃふことが、アナーヰ|の料軟の羾ぃ 
農 本 SS をして、 同 ^ 前途に杜して|^からずがぽを航かせずに|5かなかった。思2 
治 派 同盟の y 動は 忽ちに 尬礁に f り！ j げて しまつた 0 

_ 者の £ の 好 i として 黯 する 一、 ぃかなる ザ 航も藍 1 、すべて g 叢 ^ ^ ら めさせ 
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狀 現の 動 速 ■ J/ ， ァフ 本日 



只管 民衆を 去 數す 6 ために ^ ^ する邪！^の如きは* ?:! ばされねぱならぬ>卿しながら似始の_ 

は •辯を g Jai するど ころ か、 それは 靈 sn 〒戀の 肥たる裘である。 

化の§に、3の靈は肥して助の献の？？1馨ではない。奶の§(於||. ^ 地)を ^ 4しては 
把して PV 成りで たない- g な ^ 摩 V 如 V は • gs 潔 s ： T をし 知らず- 1 の崎 たる か 
t 『へ s s : i ^ H f ^ ^ 氍 であり、 P で t 。 だから • SS S 塗 i r * m 3 

神の ¢2 者で あり •最も 敬 度なる 宗软 家で なければ なら 3。 たと へ？ ^阳撕する化の把⑴ ^ の 
事物 人物に 不信な りと も. £^後に3の1だけは111|じなければなら2。 #5 を说ぜざろ^^靡沿 

の邮 きは、 饀 sim r s ば-ィンチ ヰ 觀, ダ L ひで to 

三 •村 治 派と 民主的 農本主義 

ffi , 村から 都市へ s 1 & 航 ^ 腹にのみ私する繫體錯 ±? ^ 都のいまぺっの 1, 3は 
if ' r mm ， 靈 の繫 とい ふ ものを すろ？ あった。 

纪本_ にょって？！ < ^ . れて ゐ る § 化 s 挺の 繫そ のま、 が •雜 の 1 P 還 s S そ 



の もので あ ると 5 たら 大^ ひで ある。 露 靜 gr is M '2 に黯 r & 1cr ; si ^ tl、 r y 

识 - f ある だけ •その ^- へ も &純以が ^ |? 似してゐる。擊& ^; 纪に篇すろ ^ もの 

は- 1 i 穸あ り •呢 けで あり • & 惹 r l の黯 その も？ ある。 器 1 ^髮 & 凝 

k が •こ §木 主苑的 嬰 S を 以て 1 §5%£た ^; にあるとぃふ呢 |: ^ 凡めた ^? ぼ ^! い。そのた 

めに、 g ぼ 落は • & 1 ノ : r ょり •髂 がょって“に献德にだけでなく“髂に 

も征 ^ し去られたのである)ぬ此が金を欲しがるぼになつたから.啦#はデもなく纪松封ぼの 
is 位に か-ったの である 。 f して 髂： <んに犯 されく した 驚が、 群 ^ a — 
ぬ 芬之 を ^ 致した の だ。 ^ 村に 令 ^ り •かわろ くな つたから， 1 ^拉が ^' -ふしたのではない。 ^°. 以 
に 金 s 觀ダ がんり 過ぎたずに ょつ て' 「刺 g 3& ^ a 4 ^たから*辯が絮したのである。 

吧の ^ 滔锘の黯は* « &_を&くす1 & *へあでは&く、それとは鉍 ^ " 

? に 農村においては金を石必处にし*触衍値なものにする ^; を松)る ^; である。 

ぎ義， が 「鄱蔬 sig.rs fe 1 ^ & le£fs st r - 

だから.村治.？は.都％に凡する |? 人れ觀聲かあ 1 || 辦*0も2ゃらなぃ^* 
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にして* た。 所が、 K 野 助 氏は 信 州 波 多 村の 和合： £1%氏 等と 共に、 c 治ぬ^! 泥 W を；^ i して 
述動を ゃり 出した。 どれは cs l ;! i ;: la ,: を 纪跖似 する 3 ^ としても #: 非 だとぃ ふ扔 
舒氏の 窓 记にょつたものでぁる。及野氏は介法的な 0 妒手段を纪づ&らぅとしたのでぁる0そ 
して敕 除*長野氏の纪法述動はそれだけの効此を|1らした。 

村 治 派と しては" 併し •斯ぅい ふ W 解で ぁる。 —— 

金が無ければ成り立たなぃとぃふぬ札は本 ^; の沒村ではなぃ。齡に纪って|^を？乂奶？れ 6 
ぬ 5 ：： は-が 久に都 市の 粑制搾 .取から 解放され ぬ 速 献の I に 立っ取 m でぁる 0 您祀の把账は - g 
が 物 そのものに 依って 支配され ねばならぬ。 ぬ5: の經ポ は •農 船 ,が沉 2, 乂把を,被す 6 拟に 
術 成されねば ならぬ。 その 爲めにぬ村は*都市の經濟、金融に沈して非||^|^を|かねばな 
らぬ。さぅすることにょつてのみ、盌村の經濟的獨1立*£:110 ^! の破だは可||でぁる。 

^!れは勿論*都市文明非協一!1:のガンディ史戰術でぁ & が-:|ゼはこの纪を||ばずして、 も 
っと；； 5 極 的に •塾生の 中から ぬ 民 決死 k を 紐 織して、 都市 邸 帮 燔破の テロを mm してし まつた 

K f * い み づか ひ、 ひ 患せ 費い# ん Li <% つ じ， んじい 5 く t K ん • L じ 

K fc ': 、 自ら 额に汙 して 生 席した 食物 さへ、 自分の 白山 に 食 ふこと がで きず • 0分 〇 ?\ 志で0 
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，ち1! .1 し ► •う ％ 1 く资 ^ かぅどう 



t ^ ^ sl «* 

新たに むつた 厂题は-都市にょつて ^- きのめされ-へタバッてぽになつてゐろ懲も. 髮 

は-金 肥 も 機械 も gf 紫 ^ F 鋁も 、 w . ^ 露 磐を 船 の f にかな ぐり 

棄て、、何ぽでも起ち >.? りげるといふ^^でぁる。 

併し* 村 is ゃら 2 し た犯 は •かく sH き テ。、 g 鬆學 はなく •紙 ^ の 記 咐乾 
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でぁる。 ygs ' xi を i くまで も蒞 ® に r て •蟹ぎ y ^ STS gl から 上げ 
る1でぁろ。つまり\ ^ らの ^ ^ 誔 & へ ^ ならし‘ ^; ^ をし ^ かぅとぃふの 
でぁる。队ち、その 512 動の大蜘を爲すものは" 

一、 農！^ を 本と して經 濟組織 を 改革す る* 

一、 を？^ 职似 として 民族 UMW 社が 紐 織を 秘 1 する。 



— 103 — 



( H ) 農 本 的 民族 文化史 觀の 勝利 
1 農 木 的 民族 協：！： 體紕織 原理 

I 皇道 日本の 再建 

W 逆とは. 5. ぞゃ。 S にして 抢 へば、 &3逝8でぁる。影蟲. ^ は ^ >' ^ 贴 
ち尤 8?ぁる。 ^ の ^ トガ1繁 ^ 祀して » 4なく“概すろ容く-漱 

足 S 太陽 の、あの？がニ：が顏1!ぉぃては、辦<も$靈の靈 ^ ぁる。 ^ 擊 
はぞ等の,を1::の仰^,或は翠 « £ と5ぎまつる。この裘： ^ _如に驗すれば运 0). .61 
でぁり-做黔には蓊&でぁろ‘して ^ 讅：4を鑲し.どれを游に ^ するのが<3 
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Ks 餡で ぁる。ぎ 鬆が i を 器に 1 に 11 ‘に氍 に 裝 ，に yf - みの纪 
黯銮 のぎ £ ^ ^ ろのが' ^ 駔の議とする ^ の盤でぁ6。尬に編は装1 
f して 證の 8 ボ年一 g ^ srB , ぎ ぉぃても、 1 ペの溶 & f r ;&% f の 

IQ ひだ , — I 

問 においても •二心 ある まじき ものである。 

紫' g ぎ 「_還ク !- デ ? 您 ^ 』以ヲ1-ーシテょ世ぁノ|<ヲ％セルハ ^ 5 断 

f 0 -I 0 ssf 

f - ii r i す & 代 V 歡競 fe iif ■— £ 急 1 ?u if s > 

に黯を S とする ことの K •鴕' f た. 5 •逛賴 "た ^ s . p t k b s ^ ^ i -- ^ 



• II ら ねは— 5。 g して P が廣， g 繼繫 0 11 漦 _ たるべからず して、 觀 gi 

如！ §ポ¥啦时咐たらざるべからざ 6 ^災のものは*歌等がポ紀ポ &: として生をこの皇國に朵け 

たる1奈,に ||1 1 そ^3ー袭 ^ 1を|^して*攀の靛と齡ゲて黯銮鬆.り 

ぬない。 ]«:•- の ー尤阶 配 H ル-. 0 C とに ょっての み •把 等 H 本：^ 族の 生存の® 茬と！ 3値と 5? って 
ss ^ w とが 成立す ろ。 
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メほ | ぁ P 露展 (If f issf り、, g 

? はなく“ ほ F でぁり •或は その棼 r る。 & れ褽ー ? して 鼢ー以 た— ぇ 
ん でぁるへ— 同心で 3 ない) 1 : r 歡の 齡ー蘄でぁり‘は似のが黯繫でぁろ。 

i 0&f §fif 

ざ s J 在 ふない。 もし 父母に f して、 i 1與ぁりとすれば.1教に於 
ずして H はねば なら3。财に まで 1 fi しない 數は爲 でぁる。 S にして 料た るべき 抓 
は 1、 不孝に して s たるべき, ない。 SI SI ならん“ せ ば教 ならず- 1 ? ならん 4 せ 

^ X0spi l^pLi 

に 1たらざるべからざぅる备に、 ^ 3なる繫に配しては.そ ?= たる教はがを松してその恥 
を忠た らしむ るの が ^ である。 
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是 の批 に帛逍 の 饩踐と 民族の g 結とは •孝道を 中、 仏と する 家 配 M 節に 蚧ま る。 あ 姐の ® r: 化は 

11 i ぬ M でぁ り* ^ 龆 f ぁり • _ 蒙 M ^ " g ! _ i r %& で t 。 ぎ落 

で f fnm の おで ぁる 0 ぎ 鬆を？ 铲する *: ^ 黩が1告^ 

& が • 憩以装啦の雖為 ^ ぁるニくの姬くにして齡ぼ爲は三千紀 
の ^ にミて.|ー浴"我の黯を齧として-露吨に断概し ^ 31された.网器戀の 
慈を 黯 •し-:^ に 致る まで ■繼 y s f f して \ 1 黯の 靈を s : f たので ぁる 
ぎ it l ssr i が、 Kgicf 凝の H き 1 と & f s & 3 ぼの なる 
ー德も f ぬ rQiii rl - Ji な、 1 i な • Ivf : 擊 && i にょって 把ってぎ はら 

れたならば、界等は股を十.乂字に歧ち切つて、肥九に鉈びても奶化かぬのでぁる) 

人中：® i 社# 機 楮と n : 山 主 砣的ぬ 紀 紀船 とを 船 狐すべく 11 ち E ら なければ ならぬ i ' l !* 叱が ぁる。 

M 磐び 落1にビて-戀髮はや船んど化の聲雜に船1し ±* られて|。その 
落で 0^ ^ 露 ^ %で|とぽっても髮ではなぃ。辦 0 £ ^ § 、呢觀をお配された 
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ぎ が* その k ながら 2< £ んな ろ‘ & を ^: 热せ K ^ ものは. 1 |: つて 1 1? ^ 製磐 
る？ ぁろ。 もし こ sV 巧％ 度が ifA た f ば • V 何 な 羅 m 

しても* 社 S 織に 穿 •全く 歡沭ぞ 气をにあされ*, ^ は货、 #* ^ 緊齡 ??; -^ 

たぬことにな|ぁらぅ。影：かマルク\歡證§に器して*部へ，も鬆 £,: 期し'得 
る p r の K r 、 Y か ^ 繫 藍が、 冗を 黠菸 配と？して*1藍を落とす為 

の <, •船主 谈の {永 族！！ 度に據 つて 紀起を|^し奶1しつ-ぁろの1衡でぁる0 

マルクス _ は 象 義 g ^ K 證 fls 5 ； にぉぃて ，^馨を益して羅静の >.: に；2 

^; 虮織を放11す ?> *か如く骹ふけれども、その过*そのコム.1ユ|ンの耐的が|^とする爬^ |! 51 , 

がろ ^ ぐ梁紫が觀に ^ *&惹|!とそ6搭を阳じぅし、 15 > 5:< 1 するが抓』 

と ょ呼ふろならば-ゎが黯 ^ ^ 氍こそ“ながらに繫藹疆義を觀し泥たので 
ぁる。 S 菸で 、黯 _絜_は，ギか邮緊氍に黔ろヴ*扼いぃ監ではなく 



古い 思想な ので ある。 

どれを s する に 「記 日 ^ 還 j の 一 s は、 P の 辯 g gi w ll & r m ふ ものなる 
が故に、あ的皆の机,の齡に14っては、哪に & 1| ^ ; にぉぃて ^ ろ與にする。 

ニ軎道 的 アジア 聯邦の 資現 

戀， の靈は ^ ^ した ^ あるが.戀ぶ ^ ^ 3れて瑞3れっ、あろ 1 « 彩 ^ 

航 である。 

_ の 1 S は y に ^ た f S の 一 客 J gs g ; 盔 g 說 y で t 肥 に 1 は 

方 と# に^! 1 1 系で あり、 皇道は； 大敗と 仍に恤 かで なければ なら 2。 ^| ^2 は ^ 航が 111:-- ^ ,を 
民 0此 力 S へて 之れ々 靈 すべから ざ ts であろ。 擊を §て髮にぼきたまへろ齡が 

證 かみ-か • i なす’ に證 を繁： J r 蓊 霉か處 にある。 gK : ^ ; s r あって：？ 

位では なぃ。 KS A r ; tygris . JfMIJ .3 FrspTti 
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り而 して 吾等は この 天 蛊现人 神の 赤子で ある。 故に*? Slii に 忠義を m す ことにょ つて •群 ぎ は 
神たり 行る ので ある。 吾等が， 祕先の 中-一 k 皇に 忠義を 航せる もの •傲 iS として 駿め IE * らる V % 
以で ある。 是れぎ 道 0:本に於ける瓯先の谢肥である〇 
1*!-; ; 國に のみ f の m 風* か あり、 糾歐1!は絕ぇて|{ぃ。どれを 1? >は断赋の您齡とがぶ。 

rf -- L 震は、？ K r ら iv l i 露して から 祀航めて ^ & に盔したものでもなけ 

れば ， 邮度 から 1 敎が傅 犯してから 後 始めて 我が 配に 似 粒し 抄 たもので もない 0 览にそれは 15 

• ••、一. •くじ /? - CA*c ぴ ふう 

國獨 n 獨得の 美風で ある。 

S $ H ,: 製 y とは* 餒に ik へば、 繼 溶ざ でなければ ならぬ。 耐してぽ靈ガ 

化は、 日本 軋 W の ものである' か* 日本 尺良だけの^祀氣 » , .-/: すべきだ1ではなく、 1«:* 1把通に 1|" 
み 行は ろべき 人類の 本道で ある* 

敎 m * 勅語に r 是ノ 道ハ贲 -1 我 21 m 良 宗ノ遺 i fv テ 子孫 俯-一組 守 •ス ヘキ% ど レ ヲ *•- 
ぎ 等 日本 兵 族の 盱史的 使命 •か ある • 
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だが-群は繫1紀を黑と？*|ボ黯 |; _とし. 11»' っそれを £ ^ た，$恝は 
神 寂に ょって 处審れ ろ？ なく * A;; 患を 比て靈されるのである。运の避 ^ 講』 
ふ 所の が • s にょって 愨 され •碧は：^ れに拉 r f a とい ふ？ 1 が 絜 r っ 
て 8 へられた。 爾證 ぎして が ぽ ^ く*繫鬉にして ^ 对んずるの扉き1は、 
人 4 Q ジ £者が &* つて1位を霞し. 1&- つて祀るをがとずるの ^ 露にょって ^ らし 
た • 

つまり、 支那 流の 王 f は P とい ふ ものは あるが、 黯と いふ ものがない？ ある。 藍 
が 仁愛を 本と する はいふ f ない が*それは觀も鹼の ^ |: っ8であって、ぞ晰 1, 
將*の-ヵ ー #: sn き 心 たもので はない 。象 •藍に おいても- T つの 
I める けれど、 SErss が— い 。, f 素は P はない。 それ 
は 「天 j S | ^ とは絮に ? になりぎい「雜」で|‘に黯 ^ ^ |: あらん 
ゃで ある。 彼れ も 人 也 * r も ^! •である。 そこには il vg i ys 靛 の蕤たろ&一も 
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理- E もない。 

绗の ^ 、* |! にぉぃては、2の落にぉける褽|靈は誔しなぃム ^ かが ^ た 

ぬから、 if つて m の^^ での 孝 n ( —— 如 ずなる松合にも忠義と樹突しなぃ大孝は有り行なぃ。 
啦 そこには rMII 紹 れを ぺ乂邙に 5: , く*&て|^3せざ 0 は牵の始めたり |-. とある如き.¥挺的 
& 味の W 氧が 成立す る t あろの みで ある。 



^ r J r J- Jr} <h^« 1 今 /. け -.** v -c 4 t t-- = ^ f Jr., , 

家庭的な親子の關係は坩なろ現世的祺 1 ; £ で、此の生命が以から與へられたるものてぁるこ 
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は. 紙 ふ 於な き盔 だから* 1 れにも g & vi ょりも M く • 一 ょりも 游ぃ抓の 1; 理は觸る 

ぼ聽な_に ^ ねば|ぬとぃふ_2,雲は、_ £1 备と撗，題 ^ 觀 
? 2 ぁるが、® s& t 5 は、 それが 一 S 一 t l せの 懸での £ | ^ §1 11 雜觀を规 
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uf z tt-L 2 、r I ムウ 纊 うへ .•; 名く せい 石 しつ s 〕 A t* 

6が故に、本找的に佼略搾取の上に立っ惡性惡 « の文明でぁ 



にノ - ず，？ > う »- - く： * 九 .> ぅな »» し L -i r -f て， 

人 |:;]' (7) 绗徳的要成乃至宗敎的 



b^r) z J: // b l» «» >• A roA 觚くら ぜ C 、 い けは ど 5 み i l つ fr > 0^ 

忠求 は* 此の 文明から 遊離し* 或は 確執して、 r ; 龆に協 M の迅 はなく •又 共立 も 不可能で ある 



もし. g 界が同 印に 问一の 蝣 所を^^ しよぅと すろ ならば、 一方. か 他方を 剌服 する より 外は ない 
肥 的が 化航 に 断 阶され たのは • t K ; _ i o ) M * 山からで ぁる。 東 d 挝 & よ* アジア R 族よ！ 此 
の mi :: に" n 货め よ！ もし アジア 民族が 此の 羝过に；1:1めて起ち上つたならば*アジア民族の 
航孤邮似纪 は、 肥して p Ir Ii でもなければ -闲 難で もない 。そして 此の 取 贲に n 赀め て-農 炎 文 
ig としての 8 S 一 乾び ■■拟の >^ にぎ矿ち ^5 つた0が-氍黯で|。かのガンデ 

i f の スワ ラジー に 阶 6 ぽ瓜的釙立1動でぁ 6 0 
my 1派による芾妒支那の,民主義革命遝動も亦ガンディ一派のスワラジ|と全くその文化 
i 把 冴を M じぅす る。 孫 文の啟 岡す る 道® 的 耍求 の贸 1 は* 要するに 潢文明 の 傅 統たる 王 m 文 
似の也眈に在 6 のだが、その王逍文化の砬設は取0も应5ず*ガンディのスワラジー(0產£:: 
^ 11 ^1 & 8 

姬 く ^.: i 亂. か 王 逝 ^: 化 ||>: 設の砰想の上に打找てられたのも*同ーの现此からでなければなら 
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ぬ 王： 边は 仁愛を 本と し •技 •取な き 社が か 找1を 15!* 想とする0私してかくの 1^ |? 53; ;^|^ 

sff sf. sf. 10^ f 

_ 1| *«| でぁる。 ^ ^ ジァ § の想ょりの鬃が.的ゃ贤つてー¥?‘に紀齡 
ss ;r f fe つ た。 ^ ァジァ 黯 鍇 s il v ilt " の s を Ml して •鏊ァ ジァの g 

i 」 T . 7 tl - 々 <!: L T (idr ifiL , 3 # L o 、 #> 6 o ff -o 
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その豊富なろ文化生活と饒多なる社會生活とを一つの綱で引き締める_家的矿一がない0换 

W /: すれば、 顏に黯 すべき 繼 f ぃ Qv 。 m 3 する 黯 f tQ めし 搬ひ„除 ける に 、 s 

意の 絕碑 力を 以てせず、 £^の相鱿ヵゲ以てする1ろに配しまがあり、对您の|^配配がある0そ 

して i の衝 しま • ぎ<憩 の ふ 不 S 4 ^ 、 s : 那 |&船を ? 此な 1, 飯觀の黯の鹊& 
じ來 つた q でぁる。 故に 支那 SSS を かくの- § L ^ 賢 駆 3 S ? から S ふ ものは、 S 5 
道に 非ず して、 實に皇 道で ぶければ ならぬ ので あろ。 

, 1 は 客 ^ で 11 & を F けれども • ip 」 s 黯が ir されなぃ。 そして 證 & 

黟ぎ餡を^ ^ するゃ穿‘れは戀 ^: 爲さぢその猶一繫 ^ ち ^ 露獅 

となり、その道徳的要求は 13;- ちに經濟的が動となり* 11 , 挪は肌抱とー於的に合||す60 ^" へ獄 

|-を船ったのが驗靈でぁるが、それが泰に ^ 把かされず、 ^ て ^ "へが“為 

路を 得た のは、 日本は^! から 皇道の 實现された神國だからであ 6 。王职は|5%、郎|!"に救ひを 
求めょ る 外に、 それ a 身の 活 きる路 はない。 1 K 那に が K 队され るのは、 いづれ にせょ； 

に 紋する M . i だが」 彼れ をして. に 娜 らしむ るの ||は、韶繫 £ ひぉけろかくの邮き挺 
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的 押 •紙に 依ろ ょり M はない。 

皇迅 グ-0=|揚は， ]«:-' 8意味に於て-ゲゃ ^; ヵの^; 1 1 ' ぁるょりも-ょり沉く！^の||亂でなけ 
れば なら ち皇道に據つて武カ的にぞ ^ を叩きのめさぅとすろ职がふ豪をぼかす紀でもなけ 
れば皇逝を*极する网以~でもなぃ。對支陳亂に我る抓り.が ^ 以私の .4: 1 * きろ ^ |は、 £ -? 
武力 的 1ではなくして*对縣黯でぁ6露を；^らねばならぬ。絜€ひに紫咐に概 
對： ^十ろのは、兩！1 |;, にその文化の纪 ^ 批 ^ き. 1^ ^ |;黯 ^ けに ^^ & んだ阶 

fio fkpf 

打 £ せょ と.：，， つて. |れ裝して立つたけでぁる0そしてその給见はどぅなるかといへば._!^取は ^> 

しも！； f れず • 0 . # は替 fe f y れ 、繫 g の P る g r る だけで to 
耽て 武力 を棄てょ とぃ ふので はなぃ。 P 藍に grs り-; k 5 il を 6て& へと せず-文-鼠 
救濟を立て前とせょとぼふのでぁち。 

勿論" 文化 歡 ぎとぃふからには‘ ^ 禁い ^ 聚に慰爲にぼて截らなければな 
ら ぬ。 國 s 政治に g,f q が、 紙 1 の 靜で ぁつたり. 髮襲に rt らして， Q & では、 
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支那と 何の 撰ぶ 所 もな く •支那 S 救^ たる 资格が ない。 

阶 度に對 しても 同樣 である 0 1 本は 邮, に祀 しては r 配 ほど！！ 泥 邮 に！^ な哪始 W ない が* 
文化阶には支那に'後 6 とも劣らぬほどの深い狐漱§下に，が紀$ゼを此けてザた，， 

磐に 藍した 觀挺 は秦 をめ て 0 C ¥ に 吹 船され た) 1して化の吧8挺は.¥船の呢 

度ょりも •途中の 支那ょりも、 日ん において 始めて その w 8ut の繁街 をを げ • ポくその孤⑷を斯 
技して 今 n もな ほ 絕たず -世批 1 m の 伊^一 •として- A，" 贼 3 line Lig が だ 似の 齡れ を！！ からして 
てゐ るのは、 是れ一 a へに 皇道の 賜物で なければ ならぬ。 蓋し •尤制 を 肥に 对の >' において 
文舉 として 肿かし 得る だけでなく • 起把において-衍跳としてぎ理邮叙歡としてゼかしぼるの 
道は*世见の中、唯泉道あ 6 のみだからである。そしてガンディの訪齡が把に1の|^の ^? |1 

獄奶 な s でぁる。 こ s 爵 fe て .髮に 翳， s r f a.: v 氍蒞は一 びなぃの だ。 

此の 故に、 支那を 救 ひ •支那を ぼかす 治が 皇道 ^:本である姑く-敗ポを齡ひ-叱纪をぼかす 
者 も 亦 皇道 =： 本で なければ ならぬ。 近代 西 作の 機械 エ愁ガ呢に說す 6 ガンディの非協 |.^ 述舰は 
同時に 吾等 皇 N 農民 同盟の 都市 文阶超 剌 運動で あり、 北方 f fls 1 の m が ^: 述 1: は阳げ ^ ^ 0村 
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治 派 運動で あり、 滿洲王 逝 樂土迖 抆述動 は •间 時に s s s の 戾逍日 ¥ } : k * Mi iI でなければ ならぬ 
F 等の 述動は • a 也 帝 K 主我 s 政治的 及び 経 濟的鹏 力を •取ぬ から 刎ね ^ 0, ける 职にお い 
て、 共の 動向を M じぅす 5。されば*忍綹の遝则には*良扣飯2主私打倒の共即|^、の必私か 
ら * 空 道を 中心とす 6 一 K した 机 織が 1 ハ へられな ければ ならぬ。 化の空逍ぅを 以て & 織され た ア 
ジア 民族 共存 1 助 厚也の 一ガ！ を* 今 假 りに r&m 的 アジア SSj と？？ づける。 

以上は 皇道 日本が アジア 聯邦の 盟主た ろの ^ 1 - 格を； 訊 る もので あろ。 併しながら、'% ^; は 1 か 
の 大逍 である) 無我の 大道は 仁者の 逍であろ「仁贪は己れ立たんと肷して人をでて-^れ艇せ 
んと欲 して 人を违 す」 把に ぎ 道 日本が ぎ 道を 支 g に 立てん と 欲せば* の ^ になり • !！歡 の 
道を 立て* 王 m を 立てねば ならぬ。 日本が 王 逬 に M 化する ことにょ つての み、 王 近が 抱 道， に 見 
收されることの道理を辨へねばならぬ。空道日本.か&逍をいきなり支那に配いるのは、钗^ 
をい きなり 子供に 强いろ もので あ 6。孤 が 子供に 云 ふ 琪 を 聞かせょぅと すれば •親は 先づ子 供 
の心になり*子供の心の中に济け込まなければならぬ)この親の無我卽；0慈悲が*デ供の仏を 
して 親の •心にまで 吸收し 得ろ ので あ z > 。 之れ が 眞 の あ 近 であり、 把の 王道を す ルに 犯 呢すろ の 
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が •アジア 聯邦の 盟主た ろ 皇道が 使^! でなければ ならぬ。 

三 皇道 的 新世界の 創 成 

■，は r r ヲ裒二 i シチ ?! フス、 ^ ヲ Jl ^ if rg ラサル J f : er 人 1 |のガ ? ぁる 

から • f の 1韙還 1| の靈多 ^ % 懸1紀'挺の|献でなければなら2。 
皇道を^: ^' 敷く a . I 國 usss K 4 ^當 ^ する紫ぁる_ ^ ^ , ^ 術|縦 
一に 「， ト V 取 證 るの し 下 v ttlJt K si ^ K f ^ i ^ qf f ^^ 

ねて都を£1き*八紘を紀ふてギとなす啦〒ならずや」とぁる0 

I P はぎが i いからと か •がが I か f る Mfl な 證 から、 觀」 1: 那氍 
にまで 手を 延ばし •世 批 を齡 一し ょぅとい ふので はない 0 H 1 ' 松 辯の 黯 S MZ せんとす ろ g 
一 史的 使命は* 贸 に皇迅 を 世 # に 敷かん とする に 在ろ。 人 紙は キリストが、 ソクラテスが •职 此 
一一 が*孔子が人類の救机者でぁると思つてゐた。しかし：：；^の救 -|1!:.: 私にょつて-心挪は把紹秘が 
救 ひを 得たか。却つて & 5繫,$へ矿て、5^!!ょつて批めて纪ひ1たのではな.^ 
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つた か • 

^'- の因緣を知6者は、ひとり &. < , #たけでぁつて*日本人の閗においてさへ、この一九屯因緣 

が嫩 ?: されっ、ぁちぞ‘^の鹄ぉぃてをゃだ。黯に日赶のーぢ不封は-この 

iI ^ A £ 船の 奶® J の， 上の 九が 世 4 が • e 龈に ar く I の 前に-しかも 神ながら に •傾と して 作 在 
して. 0るのを以失ひ、此の國に世を纪ふ奢なしと思ひ*他_に之れを求めつ、あることである 

fsf ffff 

を 犯め てゐ る。 白ら 世界の 先 迆國民 を 以て 仔 じた キリスト 敎國の 民衆 共が、 今や キリスト 敎に 
ょって把はれ&べくもない九ザ贴を邾めつ、ぁるのだリ現化人類の九不幸は，救世龙の上の把 

i しおめ てゐ るの ぢ n c ¥ がぎ で<兑吧し&た2に. ^ 日踅が&はれ、鉍ががちを 
^^^^ ^ ^ ^ 、全人類が救はれろ-一日早く發兑すれば一日ネく救はれ今それまではロ衣 
f £ 4 雞もふ wik p lr こと ぁろ Q み 1 どぅして凝は ^ 幻を运ゲたか 
それは ； & SI V として r ^ ^ s il m ^ ^ s ? ^ f A ! i v ?‘ ss ^ lM 
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は餘 りに も 大きす ぎろ からだ。 太陽は 日々 暗を 照らし •空 叙は 刻々 生を 患め ど、 此の 廣九無 1 
な. 0衝 を 各と 思は ず •三文の K 値な しと ル ひ 居れる •か 如き ものである。 f れ 他の遛 藥唯物 文明 
を 飲み* 本心を^ < へ るが 故で ある。 本心を 失は ざろ 者の みが， 皇逍に めぐりあへ ろので ある“ 
妃 の！ で， 歡道の 知 御 姿を が もょ く 説 哪し 拗た救呢新は釋迦でぁる。妙法連ぎ絰如來裔# 
a » i において* 彼れ は 次の 如く說 いて ゐ る。 

r 妒の 人！ i o ' p . D .! % し (牝略5乾の緣有るを以て逋く餘齦に至りぬ。諸の子後に他の毒氮 
& では 甩航对 哪の k > を &み、那祀して悶1し*地に苑轉す。是のれ其の父還り來つて家に 
亂り ぬ。 1^の 2: 氣を ^° んで*疋は%-心を失へ 6 *或は失はざる荠あり0遙かに共の父を兑て 

iiL- 0K^fi $ ^Ti 

を 順せ 0 。 gt ば 把 贼せ られ て， 奶に 1 s ビ賜 へと。 父、 子等の 苦惱 すろ こと是 の 如くなる を 

がて-一 ^の繫にぎて-ょ好き氍の蔡ぎ&齡繫沿せるを和めス管繼ひ監して- 

子に财へて肥せしむ。而してだの责を|!:さく。此のガ良藥は色香美味皆悉く具足せり。汝等 
服すべし“ 巧 かに ザ搬を龄いて、纪た諸'の患ひなけんと。共の諸、の子の中、心を失はざる 
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者は，此の良藥の色香俱に好きを兑て、卽ち之れを服す 6 に*病ひ盡く除り吃ぇぬ。餘の心 
を 失へ る齡 は、 共の 父‘ の來れ 6 を兑て*亦歡菩し問訊して、病ひを把せんことを¥むと雖も- 
然も 其のぎ を 與ふ るに、 而も 伊 て虬せ ず。 所以は いかん。 1灿铋深0 入つ て 本心を^ T へる が 故に 
此の 好き 色香 あろ 藥に 於て、 突 まからず と 謂へ り。 父 足 の 念を 作く。 此の 子憋む べし。 私 に 中 
られて 心 传顚倒 せり。 齡を W T 喜んで 救た を 求む と _も，だの如き好き辦ゲ而も|円て股せす“ 
我れ へ r 當にヵ 便を 設けて、 此の 藥を I せし むべ し ち；^ の す を ^] く。 に 斯 るべ し 。把 
れ今衰 老 して 死の 時 已に 至りぬ。 影の 好き だ藥を今留めて把に在く。财奶つて断すべし0ぎぇ 
じと 啜 ふること 勿れと。 是の敎 へを 作し 已つて •役た 他 即に致 り • {$? を 的は して ぼつて 吿 ぐ。 

P : 系 V 死し？ isilrGt 福， り‘ ぃて •爲 r 4 S して ‘ sf g 

く。 若し 父 在し な ば、！ J 等を 慈 政 t て 能く 救 ■せられ まし。 的は 把を， て 速く に 奴した ま 

S 。 £— ^ 浴に して； ^' 黑 なく • ^ 靈&ひて .|>: ^ 聲しふ； 1|1-- の辦|5 
す 一 VI を； k ?、 K ?; って f れを 8すろに * |6 ^ 裳ぇぬ。ぎ赛3- ^! くポに 

乾ゆろことを褂つと聞いて、尋いで|{ち來り歸つて、啦 <^ ± £ れに取ぇしむ10 
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かく の，にして怒んを ^ ^¥がび鬣鉍をして-颭 <? 影ぼぇしめ-そ3柴 

に 浴せ しむる のが、 卽ち 「吾等の 皇道 队新他 界の 1 敗 j である。 

吧の溶， ^ ^ ろために.攀 ^ らねばなら2 1: 議し3蝱|は舊 1 ^ <船1私 
義で あそ 人！！！ は 今 太 2 の 找 3 を "失った队く、沒龙の^^を5|れたのである“|^がだ嫩起 
黟 袭 でぁると ぃふ llt= e^ 41 < なろ i 葉 is A; yr は、 iK: の 一 ^ ？ mi 4 ir する もの 
であるが •而し 商工 本位の 都市 文明に 本心を 失へ 6 现化 人は • 伊 て ^'- れを t まぅ とはせ t 
「美くない j と 謂つ てゐ る。 

一 我 今當に 方便を 設けて •此の 藥ゲ服 せし むべ し J だ 。 mV A ffi は 記 教し 吧漱 せり 0 S ;; ® 
市 文明を 支持せ ず •又 都市に 食 <糂"を奶給デざるべし」と0 

彫の藍にょって、歡凝の絜にょって怎を ^ る黯をして-ぎ系にして&た 

恃怙 なきを 悲馭 せしめ • ねさを 柄 悟せ しめなければ ならぬ の だ。 

露 A /" とぃ t のは、 ^ P ど ^ を k しさへ すれば“ ぅは 4 : r も 驗 にぉ i .^ 
に萩厶ものと考へてゐろ。その三度の食|にょつて生命が支持5れてゐる1::々の-^您を思はず 
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かくの 呢く笈 を ^ ろ 觀 だをして蕊に"立&らしむ ^ 航として、^^に批すむ 
糙5 以絕 ( «5 度)が終_に必^である。 

s i は il, ? ! ぁる。 $； が觀 SJ ビ M して‘ ^ が r 紫す るが！ g く •選 も航 
利 乾 ，^算を艇越して能くぎに氣11する。ギか ^ を5|れ ?-- の靈ゲ ^ が ^: く*|^も对 

ン でぁろ。 irs ^T r ^ v r ~ fr f4is fe 2F ^ 

^ 地 涌の 菩 1 である。 

都冗に對するその ^ 黯はニ| ?^ .12 評ふ ^ 「 1-' # 1 き惡 ^ て、擊をがせんが 
爲めのずに、货には&れども；|も漱す」匕言ふのである。戀は溶に髮して把漱すろこと 
はないのだ-か、方便を以ての故に死減すと|ロひ*似郝ゲーぼ配紀す6のである0 
「我れも亦これ^1の&とある。その”か髮である。「责の影を奶ふ £ 5 である。「娶 
の® 倒せる を もて.® には^ I れ ども ••！ も漱す J i l n ふので ある。 齡 に！ Js ii * るを 51 ての 故 y 
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丽 も i の、； >1 1 にして . i の^-に f なん」 と ぁろ— を f 。 故に is 尤 
慈悲が あろの だ。 

ぎ道は人類救祀の原理であ 6 。世松人觔を取げ-1||に從事せしめょぅとす 6 のではない。 
又 農業 者を して 一切の ,務に微らしめょといふのでもない。「我れ常に衆生の道を行じ逬を行ぜ 
ざるを 知つ て すべき 所ろ に 1 應 つて •爲め に秫々 、の 法を & く J ので あろ。 &训 荇菩薩 科 門 品 
であ 6 。その犯ゲ救れ,意圆は、ぎ生を剛一の型に符め^まぅとす6のではない。衆生をして 
各々，妒の所において肥同し-安褚を枓しめんとするのであ 6 0どれが如來の大慈悲にょ 6 協同 
生活の 寅 現 I 取り も E さず ぎ 道 的 新世界の 創 成で ある u 



此の 紙に 皇道の 國防邮 起 S 职奶が W 族 主義な ので ある 。各 K 族を して 民族 ⑷有の 文化 形態 ( 
11 n 語 k 俗 礼® の 撕 自性獨 ?ュ性を訟めての ±: で*その所にぉぃて協间し、各々をして安褚を& 
しめんとするのでぁ 6 0 



於 も菡迅 时 &' 6王近樂土の迚以々恝11 



此 仍竄味において、滿洲國の迚設は佛國土の建あ- 
せる もので なければ たらぬ) 尺：^ 協和ち 義が それで ぁる。 民族 協和 主莅は •一民 族の 文化を 以 
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とに おいて-協和 結 <!1しょぅとすろのでぁる。どれは龄に證ァジァの歡；|觀經たろの ---1 

みならず、1時に £ $ ^ 靈せんとす6慰呢艱歡" §« _懸でなければならぬ。 
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2 西洋 對 東洋の 文化 抗爭 
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的 要求 S 動きで ぁらぅ。 併しながら €の裘ょ.フフッショとか 1: 1: 扣靜とか斤ってゐ 
ろ 5: ^ .デマにおされるな。聲はまパ ^ "日黯璧紀には§ぃのだ。絕歡がすめ 

のその^ .裝 には、 n 本 Q 大^^ 现 1 i を l »ft L し* rn * r : ^ % £ ^ ^ i £ らぅと すろ ^ Q l(l ,: れで 
もが 感じずに は：：？ られ ない 虹 の&く仏な郝っぺらさがぁろ。！^の把みぎろ 11 , 漱といふもの 
は. それ 6紐-^立てる1のシテユ1ョン ^ 船)が％づ聲して、松る齡械&靈が肥 
定 する。 nil をシ テュ H- シ m ン として ^ 證 祀を髮すろ ^ ^ 、 »? 黯斬の繫 
を*シテユエーションとして物の私 ^ 配を決忠す 6 5: ^ では、そこに肥忠されたコっの||把 

法にぉぃて$な相ぎがぁる。如取 ^ 繫が影黯を鬆觀の 1 ^! と 5 る％には 
4) し の 1: 1もないが、1等が把舊黯をそ ^ 黯たる把を奶て*韶の凝2シテユエ| 
ショ ンをも 髮游 即の歡にギり、その影の繫からの觀此を繁として、 

日^-の 现 •社を 

之れに當て狩めょぅとすろに 11 1 ' っては、扣に滑格千 ^ でぁる。2 ^;; 0^ 松のファッショ紀 ^| は. 

ョ ー ロッパ の ファッショ 紙 動に 山る ml ロッパ のフ ァッ シヨ ボ であつ て* そ 

はま だ b ^ ^ ^ r HSS'gr^^s ^ o r ^ . ^ i l p s 
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ないバからそこにはまだ-ポ於からの紀黯としての證此の罢がないふんゃ奶ーシテ 
ユヱーションの遠近法も*時化の亂皆にょつてその ^ ルに如 ^- を^デ * をやだ0 

マルク s rM 韶制 」ゃ「プロレタリァの 11 をは髂緊鍪鬆ニ，期の8齪荔似 

资 本 主我 文明の 成長 發展撕 において、 ィギリス ダ 哪の尤 東 邮辦把 をシテユヱーションとす 6 紀 

黯 として • psf fe f を ■する 1 ^ でぁつ て， 韹の髮 封髮三奶&黯はち 
&1 髮 gi 齡にぉ ぃて、 ai f & 隱にぉける髮あ_1をシテュ？ション 
とす.辦において-その靈紀の齡货たる％は-和に、怎絮の藎に_|€ 

の ブ o レ タリ ァート が、 隊 ぼ ^ 爭の «'- : 1において觀賦しつ、ぁる肥でぁる0纪把抵紀漱說ぎに 

ぉ ける 黠 ii は、 & 裳を して 戀 S I ? 似を Mr め •觸ら に g ■を 義 へと E す 
る £| のブロレタリァの黯_となった。前&黯3繫璧繼の邮|.ィギリスの邮き 

S くにぉ ¥1 1 |; |た‘たが、 

それさへゲその本 1^ のィギリスにおいて 

も-指 游 g ゐ f 髮 した 0 ぞゃ 1; ね & く繫)6ご如とき漦を擬の赛备とすろ戀 

國 においては、 多 心决を 澈 诚 とする ブ B レ タリァ！^ _の器 に g ずん ば •藍への に 
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15 娶 ^ 氍繇とは-靈啦にその凝の紫を銳にする。繼の黯は ^ 繇であ 
り‘ |1 "|である & して、露の繇(繫の„凝)は銘の凝であり\遍親で 
ある o 1 靛は rl 备 f ろ」 繇 であるに f て. 髮 凝は r I ; r 聽 する」 於 

iisf 

の 文明と 二 も S、 戀泰ゐ にない。 f • $ 运 r f ST tv 如 f る 111 

にも fs ものである v 把$いふ*為齡はブルジョァに3ら&(篇が蔚衫た 
1でも、それ 1 ? 器 || たらざる齡り*5ブルジョ ^ 第に ^ りはない)耐して ±* 
地の 財 弗 化は H ち 土地 s ブル •ショァ y であり • §: 怒で—。 ず 露 辦す6盔は、 ±: 地1 

gif ぽ篇？_ - へ 6。 だから 穿 M として 籥と 觀 と 

を 1 r なければ、 こ の地 ^ 票でもそれを爲したがる‘るに似の墙靈は.雛を 
得る と 付ざるとに奴ず、 ? £したがらない。 ±* から艇れずい。漦に&って |. ^ 

f S 鈴 mg であって 「■_ ，は證 磐 一 製 f g いふれ 忘は 截 g 

に W 作 5 所* rs すべ きも の だとい ふこと を 藍 r もので ある。 1 rfJ L s i ! if it _ 
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した プロ レタァ -SP く％ きは K である。 ぎ# 禁 3 製が 義はぼ ⑴批 にぎい からで あ 
今！^！ ^截の £: 地が4|ければ羝ぃにどれをおめ&ならぬ0ぞれは"明かに民族|求であ 
る 。” ^ ^ 、靜はふのぼ&で邮 ^ 松にして紀たに日ダの大^から彈ね七备の民族的生 
^? " ^ 從 0)' 私でなければならぬ。 

かくして 浴. 蔻 ^ 誔_戀の攀> と 3 . ii gif して氍 1 を" 不品 

ならしめ、 マルクス 邮ィン タ-ナ シヨ ナルの 戰線 をあば せしめる。 而 して 此の 資本主義 ^ 一一 期 

^ !? - 1 &#と蒙 ^ 罄ひを恝させる呢にょつて*靈纪裳と初働各とは協 
| 新し： クルに なり-そ の議聲 5! を獻概のぎ&せかける；ロレタリアのし資擊に掀す6 

-か松お ^* 纪泥期の呢微 ^: に從て*ブ0レタリァ—トが ^ 1の ^ 亂的役 ^' に立つ方向へと無淹 

一 13 黠 £ ^ 黯を祖いな ^ ぐブ$ョァジ-とブ1?ァ11ぎの敵で 
t- f 製 s ファッショ 1 とょ 呼ばれる & 职鹄装 r is# IT s ぼが あち 

|跗してプロレタリァ-トが震の鼷として"立 2| は\最繫なるマルク ^ 黠_ではな 
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プ 0 レ 



■誓 霄__ | _ 

取 文明の |3馕を陳ね返ず盔繫擬す！の絮装ぁる，， 

__r PI ?5 “ f:? H ! : l ^^^ 

g?ilil‘ !f :u ll ll u^^ 

庠 f の 生産力 及び 消费カ y 支配され る。 ブル ジョ ァジ 丨の黯 とい ふ も 
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のは-震に とつて ■ i i ; 2 j s あり， 得ろ が、 截晰 には 肥してば 泥ぼ支配ヵで、はな : 1 0 ,此 
の ブル ジ ョア？ の ■! が t に & へ かねて •證 をぎ ブル ジョ アジ 丨の m £ i 機構に 加擔し 

• swi に褽 したの が矣黯 ^ 鬆配 の緊に 嫛る賊 り〕 铝の プロ レ r ;: n r * 

である 。だから-ブル ジョア 戀の爲 S に繫 する 齡は撕 が プロレタリア ー 及び 都合 的 
藍で ある。 ぃかに ブル ジ ョア戀 が游であっても、ぬ の戀に だ 業と ぃふ ものは なぃ 。も 
しある とすれば •それは ブル ジョア 裳に 製した ブル ジョア 邮證 だけで ある。 

部 プ D レ タリア- トは ブル ジョア 雜に繫した影把のな ^ 賢のーぎあるだから 

_ p :: 對 __鐘 

も极たとへ ^: 何に «< ^ 纪_とぃふ黯“へて以た所でブルジョアジ1の走狗邮役 

抓を聽すだけに扣るだらぅ。 ， ! …乾 2.. 

馨は襄 i であり、 1 鼪を1の斯ざすろょ0外には民族的な3|的|展が 
r し & られ ない ？!! q •艇ん ど 起れ— ら？ ルジ？卽であ'路齡賊2であるから* そ 



ぬに 在ろ と ^ : A るが •一 ^ 蒙 ®-: ダ、 日 私の I 證 寧 か，^ プロレタリァ 1, を怒 

ft 0 pf^ a ^zf 

たものである , 0 て -$ もそれがマルクスの§靈りでな\日私の笔駿 ^ 铝にな 

- ぅみす る點は n 本の マルキシスト や コム I ストが ロシアの コミンテルンな ども 公 こし 

て ゐるょ りょい かも 知れぬ。 に日だ霉齡の影‘は如ょりもぎおの盔 

ねばならぬ 0 ォ 

ニ 機械工業の 搾取 性 

rs , 道 1 :i: tr る货 r と菌 

定レノ ーショ ァ的 機# 明の， 本？ あり‘ ぼぶり、その癍黠である。浮的し、铲 

ゎる。 然るに a 代 QS ル. シ mK . シ-は ぼな_の ■を あ。、^ j であ り 、 g 裳で め 
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ろ。 勤 努を嫌 惡 し* 馊此 して/ 3 ： 且つ 常を 獲 以するの途は-かくの如き氣奶片の穷慟及びその 
刺 取の 結 见を 仲が 取引 販设 すろ ブ 0 — 力ー 卽ち都 帘商^者たるの外はない。都 -.!)" £業名を1<|5 



レ， げ t 



會んらぅ 



てい . t r 



してが犟宋と呼びなされてゐろけれども’宵は彼綷は奶勞の忌避名であり’否沾者であり^ブ 
01 力 ー であ o •嫌 •業 家で ある o ^ vm とする のが 近代の f 索 家で ある 〇 A II 物 (况デ加3航 
ぎ) の 取引 上* W をつ かなければ* 絕おに 窗を犯 める 职' か 出 來な いのが が 代の 商% である。 
如をつき人を改炫仏す術に巧みであればあるほど*多くの帘を集められ*その反對に啦をつく 
帘の不調法な正乜.右や.人を誤 ^; 化す讲のゲ器用な荇人であればあ6はど、窃を站められず、 
边乏 する。 

代の？：： 戈 各の 仙では • 位を染める寧の上手な荠が阶斤者で，その反對に^-手な祀は斯 
^* 名でぁ 6 。だから.富を集める堺の下手なプロレタリァは馬肥者で、その反對に常を集め6 
犯の 上 乎な 者は ブル ジ 



である。 卽ち 、ブル ジ ョァ は 近代の 都市 生活に おける 成功 私で あり 

，とは その 生砟形 態 及び 經：. 气關係 にお 



プロレタリァは敗北 ^* であ 6 「プルジヨァとブロレタ5; 

いて^^1がしない」などいふ职は，和んな咐 « |1<?の §1 细でぁり*ぼ化辦,の概的^|の 
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泣き言で ある。 ブル ジ m ア と ブロ レ タリアと* か 利害 一致し ないど ころ か* ブル ジョア の 似 犯中 

5 は ブロ レ タリァ も £ r 街は • I ； りに も 乾な 黯 11 t はなぃ か，， 黯の撕 觀 a 教 
の 一 T にぉけ V 此 S 二っの 際 罃は • Ms ぃて戀 ■ §, 1 ^でぁり.絜になって教を 
したぃと ぃふ ブル ジョァ 生 ぼの 把 記教で ぁり . ^ てそ 2, ^ 聲の «: 把にぉぃては、邮凝 
寄 一致す る 同類 者で あろの だが、 ル gs i 4 t . & x として、 ブル. ショァになる 和 は^ < M * A ? を^す のが 
上手で あり、 プロレタリァは A 2 を M すの が f であり • 一 は g AS ぎ あり •ぎは 1 A ! K であり 
：}£ 者は 利口者で ぁり* ^;- 者 aE I » 乾で ぁると ぃ ^ ^ |败 #: 齡だるに | + 」2。そ ^ £ ^ ^:. 也び 
ip^^T- 00 f 
その gssms なしには 齠 に 證备品 とされる 擊 ブル ジ m ァ K びブ n レす ァの一 
i にょって if れたる 磐 髮 i '• の p i < 寧 ぁる 0 

辯の ブル ジョァ y び プロレタリァは* 湯 に^て* P SI に 「 ■は _ 

想 も 「稼ぐ に 歡付く靈なし」とぃふ 3 もなぃ‘それは繫 ^ は落邮籃の繫繁に 

ょる 考へ である。 プロレタリァは 私 ^ に繫の 皆！ j 齡 でぁるから-さぅ ぃふ献 磁 の 船 齡で 
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あり ぼろ游がない。疋*それを必あとす 6 のは.盘民の勤勞を搾取の笫一條件とす6ブルジョ 
アジー だけで ある。 避 把では！ の 领が流 神は* ブル ジョ アジ— の 拽取 精神に 轉 化されつ、 あ 
ろ o syu ブル ジョ アジ— にょつ て •符に 物 n 的に！ £取されてゐるだけではない0今やガ企に 

でも 愆さ れっ、— S ? 絕 ブル ジ ョ ァジ丨 2, 象黯の斯3聲|の费くが- 

5 の 上に のし か、 つてゐ る。 

それでも 「稼ぐ に 追 付く 竹 乏 あり」 が、 都市 ブロ レ タリア ー トだ けの 生活の 現 过 であり、 そ 
の 取 ®; 否忠 の紀也 であ 6 g はま だよ かった 。ブル ジ mrf 叽が 次第に 農村を： 35;- 蝕し、 農 龙の經 
姐が？^ 晰銳 S を &• れて •ブル ジョア 機 i ' 4 され •機械的 企業化され* 或は 機械工業 化 
さ 6 >に致って、紀化の&^殊に资木主砘現段階に於けろ日本ぬ仏の大部がも亦都市ブ 0 レタ 

リア ー iS な M 礙 § ^ 下\^かれる妒なっ$ら‘の繫雜髮耐2盈ぐに§ 



W 

の 

勝 

利 



T ガ 哪の ために、 配 轵说術 まで！ れ * K . ネィルされ たので ぁろ。？ r 4 は 升は 働き さへ すれ 
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f :- 4 と阳* に*! 机の ブル ジ ョァ榀 i " の m 物で ある。 かくの 如き 惡似な る ブル ジョ ァ文叽 

爸 1 を. si り 1 iw & fe し*-^ れに た QV ，戀教の链避で 

ある 0 取 1 ^赋とブルジョァガ呢とは*私船视に利进相欲れないものである0故に農人はブル 
ジ ョァ 尨 嗽に 墘掀 し、^! れを i -鲥く しない 虮り • &んの浮び >^ る酿'かないと |"!5 5に、人知の救-は 
れる W は W ない 。そして 5 & はかくの 姬き^^のブルジョァガ明の尬剌は卽ち近代的機械ヱ氟 

薇の ?;: 4 « i . 黯 & gi k s S であろ ぬを •ガン ディ ^ に*' s it l : に 爵しぼ！ 一し 
なければ ならぬ。 

一 f t r p は ガン ディの 黯の 露_凝に* ^ るぎ德6_ 1 に1 ^ 繫を 

'齡 する祀 である。 ^% ^ ける靈 1 觀は.ブロレタリァをだとするマルクス齡 ^ 

が靈 al r モッ f とし •辦駿 f il Q ll s は 一 ^ れを ボィコッ^-す ^ iss 



1 し鹹 S ん v/ t> f // ゐ rf ,* T い & い > .«| < (; う ♦ 5 A i Y ><« か (1 1?*® • 

啟を張 0 べきでぁる0而して金 « 本位のブルジョァ絰濟に對しては不服從 €: 聲明し米似本位( 
S にて は： > の錯 ^ っべきでぁるふ5舊の 5: &配の觀 1 にょって.批めてぞれ 
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1 fee を I ： へ てられ f 霞が • §, 市の 1 を |? ^ が ».; 來るふの褽と辯と 
がて き妖； る 後 そのぬ 水 的 機秘の 中に 队 «, }^ぎを皆け ^- ませろことにょつて、ぼ紀の ^? 似配を 
剝奪し朽るでぁらぅ。 

of pis^f 
して-ブル ジョァ 靛と零 て f れを 蔚する點が高でぁる。喊となればぎ叢繫の £ 
ひに $ては.菝は此ょり ^ 混を |1 と|.ぞゃ ^ 繼を鑑する獻.たぬ 

からであ 6 0 

r » ぅなれは ブル ジ m ア 51 は その 本性を ぼ； に歡採 して プ o レ タリアを！^ し、 どれを f 5ti 
として 魯物を掠 ¥| に％ろかもがれぬ。足の靈翌 ^ 溶紀§:に$て.忠ブ。レタリ 

T — トは见 して S 以の s 亂た り得 るで ぁらぅ か。 ブル ジ m アジ— に奶姬 ヤろ 和が プ B レ タリア 

た て •< へ 

-トの詰でぁるとすれば*ブこタリア|トは ^ ルの航航とならねばならね。ブルジョアジ 
|と妥位す 6 のが©亂であるとすれば-ブルヨジアジ|の^,ぢたらざるをゲないであらぅ0 ^ 
等の ィデす ロギ— から 云へ ば- プ ：タリア|トこそ獻紀に «-' つて ^ リ辦が獻把の ^ 献でなけ 



— \4 6 — 



利 勝の 觀史化 文 族 民 的 本 農 



れ ばなら ぬ； ロレ タリアが 影の yy たる！^ において のみ •プロレタリァは 菝の拽 取 者 
でなくなる。 

三 維新 前後の 民族史 觀 

黠 お く. 55 に X ク 似と 德 とは 氍を始 にし、 斅て踅 # B は'^ 
しく そ GS を％ にした ばかりでなく •藍と ^1:?|と 9. 絮&觀なるものは、 ±* れを装批 

J の 肥 ii Mi ?-} r - f して a * る 和に •一は ブル ジ ョ ァ S であり、 他は ^, 2 iS であって： 九 ひに その 
is fK - げ 紀 比と於阳3だ&を齡にし、その斷仏にぉぃて大きな開きがある。日木をブルジョァ的 
xt ■と & る 2、が#の益黯たる撕益緊ブルジョァ纪びブロレタリァを中心とした 
^ かぼ孤 からで あつて、 それを 说て纪 ^^^3の 12: #51と ^, 勘する船に*都市ゼ心 * 1 ' ^^の $10 ; , 

が あり •■製 ^ 5 黯繁の 藍が ある。 . 

擊は & s s f ss f ぉぃて、 S 黯 0^ ^ ? 髮ぼち賢文'明を |^ 蔽§對照 
として、 ^ ー 8* 聲邮_ 1 黯の證りを組す & 禁紀とそのぽ影 ^ を脱に1んで 
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黯 r る。 ^ のぎの ^ 叫藥 ^ 繫への繫ザぞし士歡の錾となり- ^ 人パルジ 

ヨア陳 級の 如 阶とな り、 此の ブル ジヨ アジ-の 資本の P 裁が、 ブロ レ タリア— トへ の壓 力と な 
り、 プ d レ？ ァ-ト へ c& ^ if 九 S に 篮し て ^ 靈 & I ブル ジョァ S び プロ レ 
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le u lr > o c rbr _ i : < みんし 5 へいわ - の ぶ L やん * ク こ C «,« J 

タリアの 全 ©. 的 !^ 力と なった の だ.！)民衆は平和を奵む。然るに武士は戰噃を好む世の中に 
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财职が ii くな れば 、肌 #纪へなくなるの'か、ボ士である。反到に政士に戰爭ばか〇されて « 0 て 
はぎせ てし まふの が！^ でぁ 6 。纪が 似 黻が斯家配治の致命3でぁ 6 0 

霞が 避&んじ^齧を ^ んとぎば‘ ^ ^ 似はたぎ齡を露なからしめる 

g 聽バと 一 m 雜つて 一爵&證の一 凝 il r 霸 s 黯とは k r s でも ^ を 



ナ < 



紀すろ S : 秦' 铝な證 でぁる。 益 と ぃふ監齧っ§しがででも¥ 

1>みん ふ セん rt i« f 。 »r 5 T v* < {» ^ *t l« ひ r - 

なくなれば、 それだけ ^ 民の 負拉 は輕減 ？れるといふ經濟關係は*ニょりー引くー殘んといふ 

湯 b 絮と i , 那 かすべく もな ぃ鑑 &」 を ぁった。 船もぎ瓶 ^ 絜 | ? :?して- 

ポ ±° は 尤 /J 4 を ダ テに む kw に 把ぇ かね • n < v *tT m が 0 無* gs -rt-:. 物； g されつ-あ 6 にがを 腐 



C ら ctcv r . et ; いぐな ぜん •い ¢- 15 ニ に : : ? 】 广ノ 

らし*元來民衆の厢となり*民衆生活の前衛たろ 12 前においてこそ枓ふべき=本刀 0) 釺潢* 
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つ た？—。 U I : S .1 5 
1 ^の取以船るべからざるものぁるを知って、_からず危惧を抱いたのは幕府だった尊皇は 

mvi 鬆 f f に ? たから、 髮 ^ _として §! 府は_ 1 ぼ髮靜&して亂 
艇 ^ %した。 ^'- 繫は ^ の楚をして黯聲ぎ格き起5しめた。飯に$はぐれ 
た ひも じぃ SM ff も 穿 ひ， s 繫焉は 繁繫* に！ ii の f r r た- i か f か 

— ¥T か 4 J か 0 

ty を & ち i てけ ゐ fe ®< な & Ai に， 飯 f ぇの ぁろ繫 が §まれた。露なんぽが俄かに 
篇に なり“ 誔 1の氍が ^ られた。带にっけ歡しきにっけ、親で死§は發？で 
吧ぬょりもな #' & こと》され*配 + 1 - |!!は甜氣づいた。左傾と右吸 0) チャンバラ時代赤^^低 
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契翌 i るノこ 品， ハ 磬 絮 〜 露 

f か. を英 た：?^ 垅ミ筘 f 外 ミ 权ク讷 t 國 策 ミ 
神ん & 产くこ g ? でぃ 府ふ 交 t 密 3 つ の 

2- S ? 5 ft ^ 9 邮外 ミて 闞 ?, ぉ 

M " -- 

震 3 if §黟 謬 r ギ s f マ 

Pfd 國 £ のを 治 s は* 一 0 る n c 
に 托？ 國 : ■喚 ミの 主なる 般之” i ； _ テ 本 2 



よ 速 2 战 j 起 金 終 友 m 
つ 動！ iHLC せ 末う の 
て 5 動 f す* と 破 
そ 熱 3 に に な滅 
の よはつ で 

沒 -1 せぅ つ * た あ 
游 t す* て 措*。 る 
f に 倒 2 か 箱/。 
餘 ょ はれな 府 ••■だ 
依* 坫* は かは か 
な ら しつ 決 5 ら 
かれな た し 井* 
ら な い 所？ て イ， 
しく だの* 均！ ±r 



f ミ 菡 * ゃ 的 5 ざ*? 〇 
亨-う の 、銷 s に 外:： 知 4 
^ 颼 1 % 阈 ' 交 V 識友 

な滅 S 論:！ 主 i 丨丨丨は 方， 1 階こ 

〇 j 7 k\ r ^ m mi 

$ あ 時： に識 v は が 
ニる 。 に よ ■，如 レ 
带； {。沸 う る 級 i 鄱 ？ 何** 

w ■■■だ 騰 f ® ぐを 府 ふに 
か • 尬 しの！^ 
ザ 5 ラ上吳 政： t て肚 vi 
し 井ゐ G 娘 f 過?， で 的 妾 
て， 伙 •浪 i の 激ては に 
球； I 大 亂； i 破は な 決， 無む 



めら れつ、 ある 0 

それは とにかく •震 ぢと- g 戀 の ニ _ の薦の pig 麥私 上ぐ 
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は韵 &るを&たのだから*攀は把のニっの褽觀を寥して2%_する繇がぁる。 
前にも觸れて把いた通り、尊皇派は斯學派である。而して盯學派は祌道派であり*神逝派は農 
就 はが 苯澉) であり、 01 紀は保 守 派で あり •保 S だから それは-固 除 關係に たいて 無知 
であろ 限り， 外ぃ纪 上 •手前 味 f になり •接 夷 派になる のは 餘りに も當然 な； g 結で ある。 蒯し 

て祭繫 は § r ぁち 礙 紀 は 恥ょり ii r ぁ り、 駿 r x 5 靈 (群聲ぎで 
0^0i 

も 拔 夷の 即や 派 的 指ぬ ぼ 神が •漢 取%の開斯進1左義によって歷倒されっ、あ6。そしてめ本 
派が 商 d によって •|沒されっ-あるといふ氐味で、1化は第ニの蘇末時代の祀現である。只 
恥 歜な粑 跖 お紀が衡端な哪断主贫に瓰き#へられ、武士£級がブルジョァ及びプ 0 レタリァの 
1 エ階級と”れ代っただけの相異である。 

明治維新 や & 政維紀 とい ふけれ ども •政治の 形態が 天皇の 御 親政と いふ b になり* 封建 政治 

一が s ^ 惡 sig 爲 i — 戀黯浮 器® 丨澎 X ; 4 S 

I 花の 形態に 變 化した ので •政治の 氟柯がが代ロ本の帛政の如く只農主莪に拉て厄されたのでは 



もし沒 古と いふべ くん ば 



なぃ0その落で“紙は鬆挺の1轰哪 ^ 褽でぁろ0 
f 00^0000 

i であった s だ。 氍に & g 齧し て褽_の髮を£1 ^ £: 4にすり 5 る9は、 決 
して 25 ^ ^; -^ではなぃ。それは〒1^の|^史4 & する^:¥|^(繫肥£以 ^ の赠 



北 主 遂を意 味す る だけ ： UO 



t で 1 ぎ 装は-海 psi il g 磐 氍 の 繫窮 た ^ ig ift ; 着を 繁ぅ し-そ 



しまつた の だ. か* 今度は 日本人 もい ょ'^- 肚を きめて r たねば はらぬ%^: に 泡つ た。 それは ^ 1 - 

•如ん て 者 

的な 



¥ 豢の りから r 象が i 靡德齡 V 集 i I : 4 M の蓀を fl o / t ^ g 

u * *> * v * たい會い c * f んみん « s / tf L ゐ <* f * b % * 7 、 JK ん v t > t. 

世 欺の 大勢から ばかりでは なく、 日本 民族には どぅい ふ蟲が 居る のか •外陬 文化に なり 切れな 



I r ^ -* y > > ..€ , ゎぃこく1^^看ぃしん*くじぅ， «• も 一4 5身，，客っけ, と 

い 所 - R あろ。 外 國の 指導 精神に 服從し 切れない 氣持 ( ナショナリズム) が ある。 ^ 敦沸敦 を 取 



1 介れ て も • i s : だけ气 立て-, 5ろ。潔してゐるかと ^ ば褽してゐる。配籠齡と氍 
和 視とが ■ m' f * 益 s r & s などが ダン スをゃ？繫し、游„ 1 が？11 ^ 



®t 思 i にか ぶれ 、 S 聚 r リス チャンになる かと b へば， 三 が f 出し、 

一 ^ SVImis i. ®VK ^。 

kf 甚 isy 體 _货」％步#鐽磬\% ^ < 1 がの髂鬅で|でき 

るか もし 知れ ao H c r 農の 1が « 給に和に邮つて組らく辦は.；の啦のも？撕ね返し 

そしが ^ g つて g らく i は •一如の も？ 黯 する。 繁は一 爾_ ?: 知と £虚 « の ^ 
れ でも あらぅ が • &: 私 辯 SBPf て S れば 、それは 傲 かに翏 的— 心 S 現れで あ 

60 i は その r g 1 rss の r れ であろ。 s s ? ナショナリズムの r であり、 ■は ィ 
農 ーンタ It ョナ リズムの r れで t “ l r を 1 si は、 ナショナリズムの 勝利で あ 

|り、 £ 那#1.緊裝びミァだ1タ-ナショすズ$|る。此の：兩側 

文 

妇ー を覺ら ぬ ばなら ぬ。 

s _- 

|]»0 四國際的日本の當同性 

利 一 



ナショナル ズ ムを羅 とす 6 辕齡 P % 繼嫩 は* エキシ ストに よつ て. 駿 1 :,フ ァッ 
ショと 呼ばれろ 所ろ であるが ふに y た認な HI なりは 凝は マルキシスト によつ て ファ 

な . く レ 1* 

ツ シヨの カテゴリ Is 中へ 組み入れられて しま ふ。 マル t K トの！ 5 ふフ アツ シヨは ナシ ヨナ 

リズム ( : H ! 1 ぎ siS であらぅ が-器 靜と ぃふ ものは^ なる 露に ぉぃても . r く 
S 銳篇 である。 繫 ^ あ 5, 1| -それは |1 祕なものである。野は"日劳として；^ 

とぃ ふ 土地に 生れ-黄色 つて ゐ ると ぃふ篡 は • V 何に ひ 否 起し よぅ.^ しても £ 
する 泥の 浴なぃ ys である。 で •群 v は 藍が 芳 から、 g fei Ai Mi として ^ 

まれ ふ •理 g なしに 益 ft 。 そ s fts りに •もし 氕 S & つ蒞が 篮 盔浴つ蒞 

の上に益すれば、きつと吾々は愉快を漱ずるに船纪なぃ。どれは ^ 免邮觀€ ^ 」し 

るからで はなぃ。 g r 游が f v 戀 溶と 氍 3 1 : ぢ生ん' | 1 菽との繇の紫 

6 製に も -2るのである。 2: 务にして寶は黯ぅの監：^|$によつて游り吧された-祝釈 

tf ^^ l;> 5 i 5 *f ^ JS /^ ipk • £ J •一‘ 

擊 ある。 SSTQm 觀 g 螌髮# t 牀 ■ #;- を • gr は ■ぃかにも gr ■い 
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-T ゐろ榇 に 見えろ けれども •一皮 剝ぎ 、日本人の 肚を割 つて 見るなら* 要するに それは • I つ 
の,史的進行私&における一時の便宜と必耍とからの妥協にょるので、本がからさぅしてゐる 
のでは ない。 

日本が 國際の 舞 茶へ 乘り m してから •僅に 半 世 ぃ紀を 出ない 間に •世 松の 劣等 亂 から 一躍 一等 
國に まで 出世した 。しかし* 之の 一等 國 日 ^ を 少しく 冷 靜に 客<觀 的に 展望し 得る ロ 本人に 取 
つては •それ •か 何と 氣 恥し い 一等 跖でぁ 2> 衝ょ。 メ y ヶンの 場末の 姬き撕把を阶也して-船酿 
い 無 數のブ ロレタリァを粗撕濫造したホほど左様に世批の紹ギでぁる所の一媒亂^^の文似の 
現！^ を 見ょ！ 何とい ふ敉 風景* 何とい ふ ミゼラブル •ォン パレ ードぞ や。 

c i ; ぼナ氟 し f とぅこ < u 遭んあ & ひ f * 、せ 

かくの 如き メリ ケンの 場末 式な 一等 國日本 或は ソヴ エート •ロシァの 出店に ならぅ とすろ 一 
等 同：：： 本なる ものが 如何にして 生れた かとい ふに、 それは 世紀 一の 把 倣^？: な 如 把% 紀 m CD 矿 
協追從的ィンタ|ナショナリズムと民族的1存の必耍といふナショナリズムとに 111 4 つて1«ある 
併し何でも世11な處がありさへすれば、その點で1等國と謂へない琪はない。ィギリス ( 7 ) |§ 
な 世 1 の 農業 國の產 物を •近代的な 機 桃 ft" 铒 けで 巧妙に 掠奪して、 一代の 常 贵を杻 めた 所が ブ 
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ルジ m r 國 _ もぅ 少し 農 本 的に K 骨に いへ ば-ヵッパ ラヒ W 的な 齡 肥 國' か * 1«:" #のー辦威と 158 
して巾を利かせてゐろ時勢でぁって |,1* れぱ-世把一等の齡^& ^ 3が* 1»:* 抑のー繫亂でぁった _ 
所で •闻 より 怪しに む 足りない。 



Hi であるか ないかの ル 齡に なつて ゐる Jat ttE の ブル ジ * アガ 喊にぉぃては-だ酿のぼ紀と 
いふ ものを 釣で 5 & し 、 sl は msi とか 51 とかい ふ もの、 穸舣 で！^ する 釈に なって ゐ 6 0 そ 




でも •否 •さぅ いふ 種類の 人 間であればあ 6 ほど*^§‘として把甜すろにどぅしても松奶な友 

へ も g へられず、 政爵寶は製を搬げてぎなければなら&な踢ち一が‘ 
r M ^ l F が ^ ぽした¥. ^ ^ _ブルジョァ凝でぁろ。 1 なブル.ショァ菽の 
中に おいては •金が あるかない かにょ つて • ■ゼ的であるかないか ^ 肥把されるひだから-ァ 

4* ¢ *t ん 餐ょく (; 1 ん L んし たち •.と I 3 » ** ^ ct 

メリ 力の 様な 金力 自慢の 紳士 達を つかまへ て、 メリ ケンと か ヤン キ ー とかい ふ 事は • 的な 
ナショナリズムに立つ吾等の甚だ怡促とする%である0それが獅_でさへもかくの邮き,纪な 

凝は， f なかった ^ ^ 雜 T 曲 v si i 'r A? と ^ する i f 磐た る のみならず. 



また 吾等の ナショナリズムに おける 文化の 把！！ を 封す 所 ^ たからで ある。 

ん るに， かく mij r ャン 牛— 招 epi をして • i も ホガラ 力に も 影 になり、 
妥協荷合而して追齡|!^日も維れ ^.*-- らぬト5^は、まあ姐といふぉ^^しな断|^であ 6 こと 

ょ ！丨 それだけなら靈すべしとするも-に日黯髮が鬆と ^ する爲は-ソヴエー. 
り • n ミン テル As 私なる ものを 紹 ■%とし*それに髮尉心して綴することを-奶い 

f^ss?0i 0. 

•« * 7 fr X _ rf ? ‘ h «. 



> % K 14 s つた しんじ ^ c fy 

る S は. 妥協て はなく、 全 s、 麗 だ， . n 本 •ブル ジ m ァ f の ィンタ— ナショナルょ •ブル ジ 

い っひ じぅ •」 fo 

ョァ 文明への 追從 であつ たが •ロ 本 ブロ レ タリァ— トの ィンタ— ナショナル i 、 ソ ヴエ— ト. 

ふくじ， 

0シャへの服從だ。 



ブル ジ m ァジ— の、 最も 中^; な 走狗は チン ドン， 屋で ある 。コミンテルンの も% もが 娘な 起， す i 
コム £ - 一 ストで ぁる。 無產 S 虹の 吨齡批 で •チン ドン ぼと n ム I ストと が 起 邸 の把#射いに 
耽る ^ 以でぁる-どちらが蔡の ^; 狗でぁるかとぃふ|^につぃて.ぬひに「ィ—」と郊を矿 
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き k しゲ つて ゐる のが • 國際 日本の カリ ヶチユ ァー である。 

どれに S する ナショナリズム i 謂の ■は 和の H くで ぁる。 丨 

チン ドン & は ブル ジョ ァジ— の 走狗には ない が* その代りに 日本の 金で 日本 ブル ジョァ 
ジ—の g 爪!^ ちを して ゐるの だから 妥協 的で ない* 然るに •コム ミニ ストは ブル ジョ ァジ— の 
起耐ではないかも ^'- れぬが*その ^ りにロシァの金で日本に宣傅してゐるのだから妥祕的であ 
ると • 

ィンタ 1ナショナル齡|!所の縱决は左の通りである。 

i< 2 ♦ しで心 •f lt A r # 

チン ドン &は 0* : ¥の纪で ^2 航してゐろのに*ロシァの如まで货你してやってゐるから妥協的 
だ* 然るに コム ミニ ストは ロシ ァの"金で 51 : 動しょぅとしてゐるだけ «: 、ロシァのコミンテルン 
tf けに §しょぅといふのだから妥協的でないと。 

ナショナリズムを sill とすれば ナショナリズムの 立つ ぎに 銳く のが 當然 で. インタ— ナショ 
ナリズムを ||^ て献とすれば*ィンタ|ナショナリズムの ||' つ採に |^ くのが合法的である。併し 

ジョナ リ テ-は rV の班紀 に & け #* , へ c なぃ Y っ の8とした板拉でぁる。然るにィンタ~ナシ 
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? ルは S 影 S ヵム フラ -ジぢ それは 露 晰震の氍、黯、鍪でぁるにす過ぎぬ。 

日本人は 支 f 人 ほと に國 l ^ A , ではない が、 その ナシ ヨナ リ テ— が n - c v アツ サリして * て、 
且つ 小 S - I ン 7 と g 一 さ SP ら •そ— も mf r g F ィンタ- ナシ ヨナ 
ノに なり 外 國设拜 になり、 猿眞 似に なり •而 して 遂に^! g ias g になる。 ^: g ^ . g り •そ 

れが浩 の § fll ] t に罄 された E 3 C # 辯の 一霞で ぁる。 g しながら とれは馬辯のナシヨ 

ナ - T の 恐らくは gy 黯 とする- y & n ' 1 でぁる。 gg ブル， シヨ ァ裝， m il 日 私 コム 

、 i ストの f とは、 忘 P くの g が 氍！ 蒞繫 配の_でぁる。 ^ § \汝 &1 

サゥ 文 S ' O 本 米 S 姿に 队を醒せ~そしてそこからお等は扣 ^ の齡^3 ^? 歎なゐ似の妃峨疋のナ 
ショ ナリ テ. ぃて、 ブル ジョァ S 凝 g r ルクス g 装 ^ ィンタ— ナショナルの す 

拟を •溶 §に ?5! <啦に餛する逛 0^ 漦靈1碁蒞誔を_ |: 备菸粑 & ひ妒 

かねば ならぬ。 

7 1 ^ ひ ^ には ^ ¥* ^ > 爭かぼ伏かのニ 0 に|つょり外に、 1«:* #?: に||すべ ^ 1? はン «(' 0 

IJ gf - i pf 
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3 S 本 的 民族 協同 體建設 要綱 
A 文化 

一都 市 文明の 超 剋 
ニ尨本文化の纽設 
三學 校の 村 塾 還元 

—— (總 括的說 明) —— 

民族的 園 結 組織の 基本と しての 村 塾 運動 
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r で 加‘ 
、あ 日 4 = す 
4 り 本 5 6 
は ， 民 之 資し 
且~ 族 f 格 t 
? つ をを 
之そ擧 * 得* 
のげ せ 
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? た 的？一 
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德艺的 I し 
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不， 求 馬せろ ^ ある0 ^ 攀 ^ ^ 髮として、ぎ把の成 ^ 1甚3を網船せねば 

ならぬ。 

S 化の 紫は • fl '. i y K ? ^ であり、 そ Q 患と す ^ い擊繫に ? 5 あ*0。祀に黯の紀 
S i か ある。 ^ 擊£1£糾：窮おじてふ & 鬆證€盤た ^ ^ & 
芯 象 證露 ？&|露せね ば —3。 器货あ繫に鐶象ろことを餛 
とし-1をその？，する雰_繫を脈|配ど、1をして£繫_#に科 ^ 
しめねば ならぬ。 蠹 02 繫繼の爲は1じて黯辑はなく、繼ががなけ.^ばならぬ〇 
子 屯を？ に * 04 ょり‘ を H てせ ねばなら 21 i r < 和が、 還 & りで あり. 挺を 把る こと 
を 牛 ^ の 私的と し • s r 繫せ ず、 ^ て繫を 郁 配すろが齡に.かくの姬き繫の繫扣 

1 •か-その 1 子 f 繫藍の f 1 ぐ is & 觀黯 ■1辯雳なろ 1; 義あ 

却 V るに 至ろ は •餘 りに も t ll ^ ^ r t <5 3 K )!: p c .^&;^ ^ ts ^ ^^、 #^ 

に齡ろ |; の繁费 ^ 撤して*製觀势を露し-ぎの；^ ^ 緊繫の航を紀ぇつ、 

ある。 之れ で 日 ^ 農家が 疲乾し •日？ ^の班 ^ が|3断 & となら&ければ* «1* から赋が纪0. 
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天に 草が 生える であらぅ。 

そこで* 象 擊 Ij ぉぃては • S 師^ c いが し •藍と S 戴 "のギ教を§にし.藍を 

利 ^ , ; し、 民族、 の {^范を期す6を以てその敎坑の九孤とする0祀奴が忠财ガ'歡职姐の «2 ^: たるは 

組.祀ゅろ馨の器.繼邮黯の&都磐％でなければなら2。 
f に 1 の 繫 紫は- fv 卷 1の組黯製緊たる製緊の1 ?: £: 立た 

ざるが &* に.繫 &: ^ 髮^-に&かれ1^ゐ6。そこに繁の||繫と觀とがぁるのパ0 m 
_ K にぉぃて tr fs 紫 黯 sins して、 繁齡が p 0!I ^ 製 S となら 
ねばならぬ。 K んゃ P の戀髮 ' i s ^ 职 ■ は* 2 S を 避とすろ黯ー從湯なるが 
故に 、 m f SIS Q f 邮磐 たらねば ならず * ^ て£繫 § の戀 H ^ ^ ffi i Q 靈 
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吾 s 



材塾 開設 者への 老婆心 

一、 f を かけて やる かの あ！？ を 配す — 歡 (1« は村見ょり1九の齡もがらず*5^にも^|れを§ 
がず- 糌の s? n T A' 影 黯の觀 ぅ地ちに證りしものと欝し，褽を 5 の錾として 
が 分けす る 決4が ^ なり。毀*ぎ ^ ^ ^ し. ^ ^ 聚たる肥 <1:';; にて ^ 
經營に 當 るべ し。 

一一， 村热 tt c 全 ^ :^ 動 S 中心な り — そ 9 中心は^ ^ ずして^* ^ り。^*をぼれば般攸は批 
の誰れの家にてもょろしか 6 べく、寺私；^私が跪船されてもょろしかるべく-取似献 ^; を 
廢止 すれば* その 校舎を 之れ に充 つる ことを 得べ し。 それらの ものが 斯られ ねば* 矿の抑 

, u *-^ ft か * ufc . 

にても林の中にても、樹に下にてもょろしかるべし。 
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B 政 治 

一、 打由主義的黛派政治の絕滅 
ニ、社伶主義的階敍支配の掃 0 

三、 I 竹琵の 墨 政治の 靈 

— (總括 的說 明) — 

互助 協同 3 證動 1 形態 
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5&の装 & って*温ょりの§奶邮鑑は*_くして譜い。批に.&緊叢は祀 

の內部 ょり观 き 出た 自私 n 力に 俟つの W なし。 ニ K 翁の！ 說避に「ぃ{^の ^! 紀たになれば*響 
の荒燕は汗茁町4ありとも愛ふ*0に足らず」とぁり。 2£, «; <!: 船 ^ へき纪|^なり。 

r m がの 繫は Si を 尨と すべし— P の y r 歡 らんと する S は、 gl の鳘 の裝 
者として立つべし。氏ポは神榇.』れば、祕扣されねど、漱に化つて啦滅の歡駆をぼす5|に 
ぁら ざれば、 の 繫は 譴" し T る. へし。 S に戀， の H fi は愆 にぎて は S 1 
の澎駿 松たら ざるべ から ず。 印#5體潞鬆として-鎔淤に彬 ?| を黯すろこと 
丨 是 れ の iigF 。 

こ、 繫緊 i 迄 i のことー & 配 iQg f f ざるは- 窮 志獻& ^ 鋁磬 

り 。然るに 村 耽の 九^^ が 舉校敎 前 货に 投ぜら れてゐ ろ ことが 船 千 配な 00 嫩似 の‘ 取 你歡 
S の f •象 iilv is 」 子 f Ig *' ? 齧 1 たらしむ る 11 を • f y 
税を拂つてまで支持せざるべからざ 6 11 * ホ|:處に在 0 や。阶くの.き冗^;は^かに祀献ょ 
り廢 止すべし 。か V ろ？ 儿费 のが 擔を も祀て せる が 把に*！ J m は齡デ 〕せ ろに ぁらず や 〇 W 热 
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C 經濟 

一、 貨幣 搾 収經濟 の 顆 迷 •利用 厚生 經濟の 確立 
ニ、 村落 自給、 一村 一家 主義の 徹底 
三 •產 業大權 tc ょる 經濟 の阈家 統制 
1 (總括 的說 明) —— 

互助 厚生の 經濟 組織 建設 形態 

裘靜は f た。 そして 黯に ! •• 黯 の篇备 た。！： 家 裳 i ' ^ き 11 っ たか 

的が B から なくなつ たから だ。 k 髮が H から なくなつ たか。 一 に i 類が なくなつ たか 
らだ“類^!なくなったのか。藤纪靜に篮されたからだ。 /]'? 資襄は莖ぎに 
g ifei され、 かくして & が 鬆 S 齡は S 黯 i _ ^ ^ られ てし まった。 

纪器 一は ゲ ^ ぼ紀 ^ 藍する辯 ^ 齡にかけ、赌り參に懷がを ^ し影は 



— 177 — 



ダブっ いて ゐるの だが •多年： 4族の齊此を槪0賊り、％や懷りっくしてしまったので、どんな 
事業を 企んでも* 搾り 甲斐* かなくな =• |2尉 »< 财.したくても /|{" ぞなくなってしまった。邮《水 
民族に 取って 有用 有益なる 取 1 は 把が に邀 P ない ほど だが-それには 氣を W さぅ としない 0 把 
故 か •公益になる 琪業 とい ふ ものは-由 來 •柳 嫩 (% g け) にはなら ぬから だ 0 

ぎょって • PI 1 霞 ^ &き||らざる ^ なぃ窮3靈.か|:ぎぁるかを駿 
に證することが^る。っまり襄馨斃は組を辦とする辯馨黯だからげき記 
ったのだ“に此をきポりを處すろには繫の游を船配から一敗し-容紀 ^ &: 卷 

織を 打 建てる ょり舣 はない。 

1らば此3:なる於 ^ 1 ?, 」顏ふて3ずか。私靈漂黑は觀をぎこと(盟)に 

在る のでは なく •九を 配 ふす る ことが 批洗私 犯の S M -? だ。 この 紀を軟ふす & 附が取批配漱の「 
き §-- に1 ^ 家3 ^ は4まらなぃ。それは馨に § ^1 配3ギ|^^^< ^ を|5 
味す ろ。 松 るに s < ^ r _ ff ; i l & Q r ihi tosM r s ^ sim ^ v * 

■ ± i 5 s 驚で t sr して- 處 ■は 一し 4 ik の •利？ is みを _ とする- ^ % 黯-じ ぁ 
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錯 でぁる。 P の 鏡 _ は齧馨でぁろゐびその繫ビ霽する & にその盤とする 
船が％ではない。1齡の繫どしての ^ ー#*ー卽ーダでぁる0かくの抓き威族產の 
粼配 において、 ^ i »< " 世拟 の粑 船を妒げてニ水鲅たらしめんとするのが、ナ肌ぢ吾が皇關の阜适 
であろ 0 

そこで、攀の « %為 1 _は‘ ^ 1 1 #11でなけれぱならぬ。 
さて-’惹&は浴に篮黯をー儿てなければならぬ3になつたか0 丨 此處が 吾等の 皇 

■黯歜觀粃の―ぁ气 

が が g 4 M ^. たら？ を &な ^ 絕邮は、それあ市に宽氣す各？本にして經 
辦を於てた !^! にぁ*0。8浴邮は？つ6 ^ 1を犯から？ぎ抓|とにょつて、その隠 
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ぁ 1 移 1:,H れ自 Is ず その f rf f ; 
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麗 して— 立つ i。 それが f 戀 1 i 
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鎔 せしめ、 藍 ■たる 戀 戀似し •渥 ふ | ? 紫の黯から蓥したことに 

ょって* 自繩 E 縛の 行き詰りに 到達した の だ。 

'だから 此の ^ 1 木 主義 絞 此の 行き詰りを 紀本阶 に 打队 しぽ 6 ものは*マルクス制のむ对拍從に 

^ 製義ではなくこ ? 舉の霸_ぁるのみでぁる)鬆， ^ として繫を ? ろこ 

とに よっての み、 s . r ' s w の ms において®! する。 マルクス 靜は黑 ®s ぎ ぉ 
ぃて* ^; 生經狀の如く兑せかけるが*そのぉ把拍紀たる船1£ィンチキ ^ かぁ0,それ批 |: ^| 
主義 の 綻 t を f 本 的に 歡ふ に！！ えない 0 




s 乱 " 靈豢器 繫はぽに繼 ^: 1 せず*- *| にも製せず-その |! っにぉいて-怨 

mm 盔 驴 駱で ぁり*斅 て 戀爲鑑 s 祖で ts なら 3。 ps sv wi M m 

■は • 把 にぉいて、 sg なる 一% の 辯 證 & な^犯すれども*その於そ5.を 




つ 乃 • 3 い - く -» いも /- だい \もろん こてさいもん一!*, V - V % , !! -. 

is ivl 述動を 通じて、 一切の ^ 内 冏题は勿論-阀咬問题をも打開せんと砍する。 
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さて、： の f s s •利 啡器黯 が、 ill に黯 する & めには ， f r 除 駿 

si ご ^ y に 俟つ。 
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